












































ＭＦ文庫Ｊ

妹が魔女で困ってます。３

～魔女たちの長い夜～

星家なこ
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プロローグ

１　「神薙の少女」

２　「夜に向けて」

３　「魔女たちの夜─序章─」

４　「魔女たちの夜─永遠と久遠─」
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プロローグ



　目を覚ました御み堂どう未み来きが最初に思ったことは、「柔らかい」だった。

　何だこれ？　何だか、プニプニしてるみたいだけど……

　ぼんやりとした寝起きの頭は、考えることよりも動くことを要求してくる。

　未来は深く考えることなく、手の平……正確に言えば腕の中にある柔らかいものを、体が求めるままに触り続けた。

「あっ、うんっ……ちょっ……もうっ。変なとこ触らないでよ」

　耳に入ったのは、蕩とろけるように甘い少女の声だった。だが、まだ頭がぼんやりしているため、状況を理解することができない。

　何だよ、変なとこって……俺は別に柔らかいものを触ってるだけで、変なところなんて触って─────ッ！

　頭から冷水をかぶったかのように、急激に意識がはっきりとしてくる。すると、さっきまではわからなかった現在の状況が、手に取るようにわかるようになってきた。

　今は朝で、自分はベッドの中で寝ている。

　それだけならいつもの朝の風景と何ら変わらないのだが──問題は、いつもなら存在しないものが、腕の中にあるということだ。

　シャンプーのいい匂においがするセミロングの髪の毛。着ている制服の下に隠れた、女性になりきる前のみずみずしくて小さな少女の体。

　目覚めた未み来きの腕の中にいるのは、紛れも無く一人の少女だ。

　しかもその少女は未来がよく知っている人物で、こんなことをしたら、間違いなく怒るであろう性格をしていて──

「こ……こんなところで、何してるんだよ？　永と遠わ」

　なるべく刺激しないように、未来は腕の中の少女に話しかける。

　話しかけられた腕の中の少女──未来の妹である御み堂どう永遠は──緊張と恥ずかしさが入り交じったような声で未来の問いに答えた。

「お、お兄を起こしに来たら、そのままベッドの中に引きずり込まれたのよ……ね、ねえ。目が覚めたんだったら……もう、はなしてよ。いつまで妹を抱きしめてるつもりなの？　変態、バカおにぃ」

　困った感じの声には、どことなく甘ったるい雰囲気がある。

　顔だけで未来のほうを向く永遠は、ベッドの中にいるせいで髪型が乱れ、頬ほおに髪がくっついている。しかも、体温が上がっているせいで顔は赤くなり、声は吐息混じりになっており……

　その表情の可愛かわいさは、寝起きで見るには強烈すぎるものだった。

「あ……ああっと。あの、その、何だ……要するに俺は、寝起きの悪い癖で、起こしに来たお前をベッドの中に引きずり込んでしまったと？」

「だ、だからいまそう言ったじゃない！　聞いてなかったの？　バカお兄。そんなことより……もう、ゆるしてよ……そんなふうに体を触られたら……………変な気持ちになっちゃうよ」

　味わったことのない衝撃が、背骨を通り頭へと突き抜けていった。

　困り顔の妹が出す声が、可愛すぎて手に負えない。

　未来はできる限り動揺を抑え、腕の中から永遠を解放する。未来の腕による拘束がなくなった永遠は、恥ずかしそうに制服と髪を整えながらベッドの中から出ていった。

　未来は上半身を起こし、ベッドに座る。ベッドから降り床に座った永遠を見下ろすと、文句を言いたそうな眼めで永遠が睨にらみつけてきた。

　気の強さを感じさせる大きな瞳ひとみは、今はどことなく恥ずかしげだ。

「な、何だよ？　言いたいことがあるんだったら、はっきり言えよ」

　起こしに来た人間を、誰だれ彼かれ構わずベッドの中に引きずり込んでしまう。

　未来本人も自覚している悪癖なのだが、無意識にやっていることなので気をつけようがない。

　覚悟を決めた未み来きは自分が悪いことを素直に認め、妹が口にするであろう文句を黙って受け入れることにした。

「制服の上から……あたしの胸、触った」

　一発目から、強烈な一言だった。

　さっき感じた柔らかさの正体はそれだったのかと思いつつ、未来は静かに瞳ひとみを閉じた。

「それから、力一杯あたしを抱きしめて……逃げられないようにギュッて体を掴つかんで……色んなところ、いっぱい触られた……」

　被害者である妹は、加害者である兄に向かってそう言った。

　ああ、終わった……もう殺されても文句は言えない。今できることは静かに、殺されませんようにって祈るだけだ。

　罪を認め、罰を受け入れる覚悟を決めた未来。

　真っ赤な炎で焼かれるのか？　罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせかけられるのか？

　瞳を閉じたまま妹の報復を待っていた未来だったが、実際にされたのは、報復とは呼べないような小さな仕返しだった。

　未来の頬ほっぺたを軽くつまむ。

　驚き目を開けた未来を見つめながら、永と遠わは恥ずかしそうな顔で、

「お兄の……ばか」

　と、呟つぶやくだけだった。

　な、何だよそれは……そんなのいつものお前らしくないだろ。いつもだったら、俺の体の一部を破壊しようとするか、強烈な罵ば声せいを浴びせるか、真っ赤な炎で焼き尽くそうとするのに……何だよ「お兄のばか」って……………くそ。何だか最近おかしいぞ、コイツ。昔はもっと気軽に暴力を振るってきて、傍若無人でわがまま全開で、俺のことを困らせてばかりの妹だったのに……

　未来が向ける視線に対し、永遠は頬ほおを赤らめ、思っていたのとは違う反応を見せた。

「や、やめてよ。そんなに見つめられたら……さっきのこと、思い出しちゃうよ」

　だ、だから、そんな反応をするのはお前らしくなくて……

　永遠が見せる可愛かわいらしい反応に、身み悶もだえするしかない未来だった。

　なぜかはわからないが、最近の永遠は可愛らしい反応をよく見せるようになっていた。ほかの女の子と未来が仲良くしているのを見て拗すねたり、寂しくて露骨に甘えてきたりと、昔の永遠からは想像もできなかったような顔を、最近の永遠はよく見せる。

　そんな風になった理由は正直よくわからない。ただ、とにかく昔とは違う理由で、永遠は兄を困らせる、困った妹になっていた。

「ああ……まあ、ベッドに引きずり込んだことは、素直に謝るよ。んで、お前はいったい何の用で、朝っぱらから俺の部屋に─────」

「うん？　どうしたの？　お兄。急に黙り込んじゃって」

「いや、ええっと……もしかしたら俺の目の錯覚かもしれないけど、そこにいるのは──」

「え？　急に何言ってるの？　この部屋には、あたしとお兄以外誰だれも………………って、えぇっ！　純じゆん！　どうして純がここにいるの？」

　部屋の片隅。制服を着た長い黒髪の少女が、すました顔をして立っている。

　気配を殺し影のようにそこにいたのは、永と遠わと同じく未み来きの妹である、影かげ村むら純という名前の少女であった。

　驚き慌てている永遠とは対照的に、純は静かに落ち着き払った顔を見せている。一見すると冷静な表情に見えるのだが、未来には、無言のプレッシャーを放っているようにしか見えない。

「お兄さん。永遠さん。とりあえず、おはようございます」

「ああ。おはよう、純。それで、いま永遠がした質問をあらためてさせてもらうけど……何でここに？」

「はい。朝散歩をしていましたら、偶然永遠さんがお兄さんの宿舎に向かうのを拝見いたしまして……それで、何かトラブルがあってはいけないと思い、先回りさせていただきました」

「トラブルって……朝からいったい何が起こるっていうんだよ？」

「はい。たとえばの話ですが、お兄さんが永遠さんをベッドの中に引きずり込んで、嫌がる永遠さんに無理やりいやらしいことをしようとしたり──」

「おい待てッ！　もしかしてだけど……お前、さっきまでの光景を全部……」

「いいえ。私は何も見ていません。仮に見ていたとしても、過去は振り返らないタイプなので、もう何も覚えていません。だから決して他言いたしませんので、何の心配もしないでください──お兄さん」

　最後に言った「お兄さん」という言葉には、ナイフのような鋭さがあった。

『私はあなたの弱みを握りました。それがどういう意味を持つか？　わかりますよね？』

　感情的で正義感が強い永遠とは違い、純はちょっとだけ腹黒いところがある。

「それではお兄さん、私がここにいる理由はわかってもらえたと思いますので、あらためて朝の挨あい拶さつを────あっ。申し訳ありません。低血圧なもので、ちょっと目眩めまいが……」

　わざとらしく体調を崩したふりをして、純はベッドの上にいる未来に向かって倒れ込んできた。逃げるわけにはいかないので、未来は優しく純の体を抱きとめる。

「ありがとうございます、お兄さん。それで申し訳ないのですが、出来ることなら気分が良くなるまで、お体をお借りしても大丈夫でしょうか？」

「……仮の話だけど、ダメって言ったら？」

「『あっ、うんっ……ちょっ……もうっ。変なとこ触らないでよ』なぜか、そんな言葉が頭に浮かんできたのですが、どういう意味だと思いますか？　お兄さん」

「……わかったよ。気分が良くなるまでこうしてろよ」

「はい。ありがとうございます」

　ちょっぴり腹黒いところがある純じゆんは、最終的に自分がちょっとだけ得をするため、手に入れた弱みを使って未み来きに甘えるのであった。

　そんな純に、永と遠わがヤキモチを妬やきながら文句を言う。

「ちょ、ちょっと純！　気分が悪いんだったらベッドに横になればいいじゃない！　何もそんなふうに、お兄の体に寄り添わなくても……」

「『や、やめてよ。そんなに見つめられたら……さっきのこと、思い出しちゃうよ』。永遠さん。思い出しかけたさっきのことというのは、いったいどういうことなのでしょうか？」

「うっ。そ、それは、その……………って、やっぱり全部覚えてるんじゃない！　何が過去は振り返らないタイプよ！　誰だれよりも執念深くて、最後は自分が得をするように行動するくせして！」

　見事なまでの逆ギレを披露すると、永遠は純に負けじと未来の体へと飛び込んできた。

「あっ。永遠さん。それはちょっと展開的に予想外なのですが……」

「そんなのあたしは知らないもん！　全部お兄のせいなんだから、悪いのはお兄だもん！」

　そして純に負けるものかと、永遠も未来に体を預けてくる。勢いよく飛び込んできた永遠によって、未来は再びベッドの上に寝かされてしまった。

　先程までとは立場が逆転。今度は未来が、永遠によって拘束されている。

　純はその光景を、「これは困った。ここからどうやって再逆転しようか？」といった、良からぬことを考えているであろう顔で見つめていた。

「お、おい永遠。何を意地になってるのかは知らないが、わざわざ戻ってこなくても……」

「うるさい！　あたしは悪くないもん。悪いのはお兄と純だから、あたしは何も悪くないもん」

　理屈を無視して無理を押し通してくる。こういう部分は、昔と変わらないわがままな永遠のままだった。

　文句を言いながらも、永遠は少し嬉うれしそうな顔で未来の胸に顔を埋めている。

　それを冷静な顔で見守る純だったが、ある作戦を思いつくと、甘えるような目をして未来に体を寄せてきた。

「お兄さん。よく見たらお兄さんの顔に女難の相が出ています。そこで驚くべき偶然なのですが……私は最近、そういった災いから身を守るための術を学んだのです。それでよろしければ、私がお兄さんの災いを取り払って差し上げますが……」

「え？　女難の相って……そんなの、どう考えても原因はお前らだと思うけど……」

「お兄さんが何を言っているのか、まったくさっぱり意味がわかりません。そんなことよりも、私がお兄さんのためにお祓はらいをして差し上げます」

「何をするつもりだ？」と身構えていると──

　──純じゆんは優しく未み来きの頬ほおに口づけをしてきた。

　突然の行為に未来は絶句する。同じように永と遠わも、目を丸くして言葉を失っていた。

「これが私が身に付けた女難の相対策です。お兄さんが望むのであれば、もう少しちゃんとしたお祓いもできますが……どうしますか？」

「ど、どうしますってお前……」

「是非お願いします」と、未来の中にいる男の部分が声を上げてくる。だが、もう一人の妹が放つ真っ赤で熱い殺気のせいで、未来は黙り込むしかなかった。

　ヤキモチを全開にしている永遠を、純は勝ち誇ったような目で見つめている。

　その光景を見て、未来は嫌な予感を覚えた。

　二人の妹が意地を張り続けた結果として生まれる災いは、全すべて兄である未来に向かうようになっているのだ。

「そ、それくらいのことだったら……あたしにだってできるもん！」

　意地っ張りな性格に火がついた永遠は、またしても純に負けじと行動を起こしてくる。

　未来の顔に腕を回し、無理やり頬に口づけをしてくる。動物のように乱暴な口づけだったが、柔らかな唇のおかげで一切気にならなかった。

「え？　それはまた、私にとって予想外の行動なのですが──」

　純が視線で聞いてくる。

『どういうことですか？　お兄さん。私が知っている永遠さんとは反応が違いますが……いったい何をしたんですか？』

『お、俺は何もしてない……と、いうより、原因はどう考えてもお前で……』

『そんなの私は知りません…………仕方ありません。永遠さんがここまで積極的になられたのであれば、私も少しやり方を変えさせてもらいます』

　視線での会話を終えると、純も永遠と同じように未来の顔に腕を回し、頬に口づけをしてきた。今度は一回だけでは終わらない。何度も何度も、頬や首筋、耳に至る各所にキスの雨を降らせてくる。

　積極的な純の姿を見て、永遠は顔を赤くする。

「あっ……う、うぅぅ……そ、それくらいのこと──」

　一瞬だけ怖おじ気けづいた永遠だったが、こんな中途半端なところで勝負を降りたりはしない。

「──あたしのほうが、もっとちゃんとできるもん！」

　火がついた二人の妹の戦いは終わらない。

　親鳥からの餌えさをねだる小鳥のように、永遠と純は、ベッドに寝かされている未来に覆いかぶさりながら、優しく小さなキスをし続けてきた。

「お、お兄……あたしのほうが……上手、だよね」

　熱を含んだ永と遠わの声。

「お兄さん……お望みであれば……何でも、致しますよ」

　吐息混じりの純じゆんの声。

　両耳で妹の声を聞き、両頬ほほで妹の唇を感じながら──未み来きの頭は爆発寸前まで追い込まれていた。

　お、おぉぉぉぉぉ……ここは何だ？　天国か？　それとも、地獄に堕おちる前の最後の幸福か何かか…………い、いや、違う。そんなことはなくて、ここは現実で、こいつらは俺の妹で────

「お兄……何か、言ってよ」

「お兄さん……まだ満足、できませんか？」

　甘く囁ささやく妹の声を、未来は兄としての強い意志でなんとか跳ね返した。

「だぁぁぁッ！　いい加減にしろッ。とにかくもう……俺から離れてベッドから降りろ！」

　未来の一喝により、妹たちの体が離れる。

　床に転がり落ちた永遠と純は、物足りないといった顔で未来を見上げていた。

「ったく……もう、お前らは本当に─────」

　物足りないと思っているのは──未来も同じだった。

　だけどそんな気持ちは微み塵じんも見せることなく──

「これ以上俺を困らせるんじゃねえよッ！」

　妹に向かって、そう叫ぶのであった。



　困った妹たちによる、騒々しい朝の光景。

　未来に限らず、全すべての人間にとって大切な、普段と何も変わらないありふれた日常。

　今日──そんな大切なものを護まもるために、多くの魔女が戦うことになる。

　未来はまだ、その運命を知らない。

　だが確実に、未来たちの知らないところで物語は動き始めていた。

　──兄を慕う魔女はたった一人で、力を求めて戦争を起こす。

　魔女たちの命運をかけた──

　──長い一日の、始まりであった。










１　「神薙の少女」



「え？　生徒会長が俺に会いたがってるって……何でわざわざ今日みたいな休日に？」

「そんなの知らないわよ。ただあたしは、お兄を呼んでこいって言われただけだから」

　二人の妹による騒動が終わると、未み来きは一いつ旦たん二人を部屋から出し、着替えを済ませた。

　せっかくの休日なのに、寝起きから今まで安らげる時間が一秒もない。

　今は未来の部屋の中で、未来はベッドに腰掛け、二人は床に座っている。お尻しりをついて足を伸ばしている永と遠わとは対照的に、純じゆんは礼儀正しく正座をし、静かに未来たちの会話を聞いていた。

「呼び出した理由をちゃんと聞いて、しっかりと俺に説明してから案内するっていうのが正当な手順なんじゃないのか？」

「だからさっきから言ってるじゃない。理由は聞いてないって。でもちょっとだけ聞いた話によると、お兄だけじゃなくてあたしにも関係がある話なんだって」

「お前にも関係がある、個別に呼び出されるような話ってことになると……」

　頭の中で理由を考える。

　最初に頭に浮かび、それだけは困ると思ったのは──今日の朝のような、永遠との過剰なスキンシップが誰だれかに目撃され、それについて厳重な注意を受けてしまうということだった。

　というのも、未来が通っている学園、『国防魔術女学園』は普通の学園とは違う。

　国を護まもるための魔女を育成するために造られた学園で、海に浮かぶ孤島の上という特別な場所に建っている。しかも学園以外にも、ショッピングモールや病院といった施設も整っており、学園というよりは小さな街という感じだ。

　それに加え、女学園という呼称が示す通り生徒は全員女性で、教員から施設の職員に至るまでその全すべてが女性という、極めて特殊な環境にあった。

　そんな環境下で、男は御み堂どう未来ただ一人だけ。年とし頃ごろの女生徒に悪い影響を与えないため、大げさなものではないが、未来は生徒会による監視の対象となっている。

　現在、未来が自室として使用している部屋は、女子寮から遠く離れた来客者用の宿泊施設だ。こういうことでもわかるように、未来はこの学園の中で特異な存在として扱われていた。

　無論、女子とのスキャンダルなど許されるわけがない立場であった。

　参ったな。永遠とのことを誰かに見られたとなると、怒られたとしても文句は言えないぞ。まあ救いとしては、相手が妹だからどうとでも言い訳できるってことだけど……

　永遠と目が合う。

　永と遠わにも関係がある話だというのに、永遠は呑のん気きに「何悩んでんの？」といった感じの目をして、未み来きの顔をのぞき込んでいた。

　まったく気楽な顔しやがって……自分は生徒会の人間だから、怒られることはないとでも思ってんのか？

　一年生にもかかわらず、永遠は生徒会に所属している。なので未来に比べると余裕があるのか、危機感などは一切持っていないようだ。

「何考えてんの？　お兄。大丈夫だって。先輩は怒ってるって感じじゃなかったから。きっと何か頼み事でもあって、お兄を呼び出したんだと思うよ」

「だったらその頼み事ってのは何なんだよ？」

「それは行ってからのお楽しみだって、さっきから言ってるじゃない。もうっ。文句があるんだったらこうしてやる」

　悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべ、永遠が膝ひざにパンチを打ち込んでくる。威力は弱めで、パンチが当たると永遠は、満足気な顔で未来に微笑ほほえみかけてきた。

　その光景は、どこからどう見ても、仲が良い兄妹がじゃれ合っているようにしか見えなかった。

「……目撃されたのが、その程度のやり取りだとよろしいのですがね」

　永遠とのやり取りに照れる未来に突き刺さる、氷のように冷たい言葉。

　放ったのは純じゆんで、あさっての方向を向きながら独り言のようにその一言を呟つぶやいた。

「あぁ……ええっと、純。それはいったい、どういう意味なのかな？」

「いえ、深い意味などはありません。ただ、お兄さんと永遠さんがまとめて呼び出される理由となりますと……………お二人の過剰なスキンシップが目撃され、生徒会の方に注意されるのではないかと思っただけでして……」

　その言い方は、物静かで大人しい普段の純からは想像もできないほどに嫌味っぽい。

　どうやら未来と永遠の仲なか睦むつまじいやり取りに、嫉しつ妬としているようだ。

「純ってば、何怒ってるの？　こんなのいつものことなんだから、別に嫉妬しなくたっていいじゃない」

「いえ、私は嫉妬などしていません。ただ、思ったことを口にしただけで……」

「だったらちゃんとこっちを見てよね。ほらっ。ヤキモチ妬やいて怒ってる顔、お兄に見せてあげたらどうなの？」

「別に私は怒ってなど……」

　純がセリフを言い切る前に、永遠は場所を移し、純の真後ろへと回った。その状態から腕を回し、純の体を捕まえる。

　左腕で体を押さえると、永遠は右手で純の顎あごを掴つかみ、不機嫌な純の顔を無理やり未来のほうへと向けた。

　不機嫌そうな顔をした純じゆん。表情は恥ずかしげで、不愉快そうに照れている。

　そんな純を永と遠わは妖あやしく微笑ほほえみながら見つめている。

　明らかに、純を辱めていることを愉しんでいるようだ。

「ほら。お兄が純の可愛かわいい顔を見てるわよ。どんな気分？　怒って拗すねた顔を大好きなお兄に見られるのは？　ほらほら。恥ずかしいんだったら、ちゃんと純の口から恥ずかしいって言ってよね」

「や、やめてください……こんなこと……恥ずかしいです」

「だったらもうヤキモチは妬やきませんって、約束してよね。そうじゃないと……もっと純の恥ずかしい顔、お兄に見せちゃうわよ」

「そ、そんな……あんっ」

　小悪魔っぽく笑うと、永遠は唇だけで純の耳を軽く噛かんだ。

　もちろん、永遠は冗談として一連の行為を行っており、純はそれを強く拒否することなく、遊びという感覚で付き合っているだけだ。

　だが──セミロングで気の強い妹が、黒髪で長髪の大人しい妹を無理やり押さえつけて、辱めている光景というのは──

　ちょっ、あ、う……………な、何やってんだ、この二人は……

　兄である未み来きにとっては、鼻血が出そうなくらいに刺激的な光景だった。

















「あっ。もしかしてだけど、純じゆんって前より胸がおっきくなった？　だとしたら、どんな感じなのかちょっと触らせてよ」

「だ、駄目ですそれはっ。お兄さんが……見てますから……」

「ふふっ。だったらもっと、恥ずかしい顔させちゃうもんね」

　純の文句を軽く流すと、永と遠わは悪い笑みを浮かべ、純の制服に手を入れようとした。

「この先の光景は絶対にヤバい」。そう察した未み来きは、惜しいと思いつつも、永遠の悪ふざけを止めに入る。

　未来の中にある男の部分は、「余計なことするんじゃねえ！」と大きな声を上げるが、兄としてその声を全力で無視すると、未来は純の体から永遠を引き離した。

「こらっ。そこまでだ。純が困ってるんだからもうやめろ」

「何よ！　あたしが楽しんでるんだから、別にいいじゃない。純はちょっと腹黒いところがあるから、こうやってたまにお仕置きしてあげないといけないのよ」

「何だその勝手な理屈は。変なこと言って純をオモチャにしようとするな」

「いいじゃない、あたしと純の仲なんだから。それでも邪魔するっていうんだったら、お兄の首の骨を粉砕しちゃうわよ」

「なっ……サラッと怖いこと言うんじゃねえよ」

　純を守るようにして、永遠の前に立つ。純は未来の背中に隠れ、顔だけで永遠の様子を窺うかがっていた。

「ふっふっふ。そんな態度を見ちゃうと、もっと意地悪したくなっちゃうじゃない。ほらっ、純。可愛かわいがってあげるからこっちに来なさい」

　獲物を見つけた獣のような顔をして、永遠が純に襲いかかる。

　家族だけが見ることのできる傍若無人な永遠。

　そんな永遠の相手をすることで、話題は見事なまでに本筋から外れていくのであった。



「まああんな感じで、永遠は俺たちの前ではわがままだけど、外ではちゃんと優等生の良い子を演じてるから……何にも変わっちゃいないよ」

「その点でしたら大丈夫です。あれは、永遠さんなりの優しさだと理解していますので。ああやって少々過激に接することで、私に気を遣わせまいとしているのですよね」

　そう言うと純は嬉うれしそうな顔をして笑った。

　永遠は廊下に出て、学生全員が持っている携帯端末で生徒会長と話をしている。

　永遠を通じ生徒会長から呼び出しを受けた未来だったが、今日はその前に消化しなければいけない約束が一つ入っていた。

　なので現在、永遠は廊下で『兄は先約があるため、すぐにはそちらに行けないようです。用事が終わり次第、そちらに向かうと言っています』ということを、生徒会長に伝えていることだろう。

　室内には、未み来きと純じゆんの二人だけ。妙な気まずさを感じる瞬間もあったが、先程までの永と遠わの暴挙を思い出すと、それも大して気にならなくなってくる。

　純はとある事情で、しばらくの間この学園を離れていた。

　それは、この学園の存続にも関かかわる重大な事情で、本来ならば戻って来られるような立場ではなかった。だが、本質的には純も被害者で、本人もその一件を深く反省しているということで、純は特別にこの学園に戻ってくることができた。

　戻ってきたのは、今から一週間ほど前のこと。家族として育ってきたためすぐに打ち解けることは出来たのだが、やはり、所々妙な気まずさが漂っていた。

　ちなみに永遠は、純が学園からいなくなった正確な理由を知らない。

　ただなんとなく、未来の雰囲気から重大な理由があるのだろうと察しているようだったが、結局最後まで、詳しい理由を聞こうとはしなかった。

　そうすることが永遠の優しさで、気まずさを感じさせないあの傍若無人な振る舞いも、戻ってきた純に対する永遠の優しさのひとつだった。

　いや、もしかしたら、単に永遠の奴やつが暴れたかっただけなのかも知れないが……まあいいか。結果的に純も喜んでるみたいだし。

　それは、純が未来に向ける笑顔が証明していた。

『魔石』

　そう呼ばれる特別な鉱石の発見により、世界の軍事状況は一変していた。

　魔石を身につけることで、魔術と呼ばれる特別な力を使うことができる。それは軍事兵器にも匹敵する強大な力で、国としては絶対に無視することのできない存在であった。

　理由は未いまだ解明されていないが、魔術を使うことができるのは女性だけだった。なので魔術を使う人間は魔女と呼ばれ、特別な存在として、国に管理、育成されていくこととなった。

　この学園はそのための施設の一つで、通っている生徒は、全員が魔女だった。

　未来の父親は魔女の育成に関わる政府の人間で、純はそんな御み堂どうの家に養子としてやって来た、特別な魔女であった。

「それで……純は、何か特別な目的でもあってこの学園に戻ってきたのか？　もしも何かあるっていうんだったら……隠すことなく、話してほしいんだけど……」

　だから、そうやって微笑ほほえんでいる純に、こんな質問をするのは心苦しかった。

　だけど聞かなくてはいけない。

　それが本当の意味で、純のためになると思ったから。

「……お兄さんは、私をお疑いですか？　私が神かん薙なぎのため……全すべての魔女を消し去るために、この学園に戻ってきたと？」

「いや、そういうわけじゃないよ。もう、神かん薙なぎとお前は何の関係もないって、俺は信じてる。だけど大切なことだから、お前の口から聞いておきたいって思っただけだよ」

『神薙研究所』

　そこでは各国の均衡を保つ抑止力とすべく、魔女を人間ではなく兵器として扱っていた。

　非人道的なやり方が問題となり、すでに廃棄されている施設なのだが、その意思は今も存在しており、魔女の世界の歪ひずみとなって形に現れている。

　純じゆんはそこで育った少女で、他ほかの魔女たちと同じように兵器として教育され、神薙が求める理想のために行動してきた。

　その結果、神薙の理想に反するこの学園を消し去るため、純は事件を起こし、一時的にだがこの学園を去ることになってしまった。

　その時のことはすでに解決しており、もう、純がそんな馬ば鹿かなことをすることはないと確信しているのだが……どうしても純本人から、その言葉を聞いておきたかった。

「……お兄さんの心配はよくわかります。ですが、お父さんにもお話しましたが、もう私は神薙とは縁を切っています。ここに戻ってきたのは──愛するお兄さんや、永と遠わさんに会いたかったからです」

「あ、愛するってお前……そういうことは、不意打ちに言うもんじゃないだろ」

　そう言って戸惑う未み来きを見て、純は満足げに微笑ほほえんだ。

　純は未来が望む答えを返してくれた。それだけで未来としては満足だった。

「それでは、今度は私がお兄さんにお伺いしたいことがあるのですが……」

「うん。何だよ？　遠慮しないで聞いてくれよ」

　未来は手を伸ばして、テーブルの上にあるペットボトルのお茶を手に取った。寝起きがドタバタしたせいで、まだ何も食べていない。未来は空っぽの胃にお茶を流し込みながら、純の質問を待った。

「それではお伺いしますが──お兄さんはいつの間に、永遠さんをあそこまで自分好みに調教したのですか？」

「ぶぅッ！」

　あやうく、口に入れたお茶を全部吐き出してしまうところだった。

「な、な、な……ちょ、調教って……何を言ってるんだ？　お前は」

「いえ。どうも私が見た感じでは、永遠さんは今まで以上にお兄さんに愛情を持ち執着しているようで……普通に過ごしただけでは、あのように変化することはありえません。なので常識的な考えとして、お二人の間で何かあったと思うのが当然の流れでして……」

　そう言った純の目が、キラーンと光ったような気がした。

　ゴシップを楽しんだり、人の秘密を暴いて遊ぼうという目ではない。単純に、嫉しつ妬とから溢あふれる殺意が光となり、瞳ひとみから漏れているだけだ。

「そこでもう一度お伺いしますが──お兄さんはどうやって、永と遠わさんをあんな風に調教したのですか？」

　目からだけではなく、体全体から暗黒のオーラがあふれ出ている。

　怖いから、未み来きは純じゆんを直視しないようにした。

　じゅ、純の奴やつ……超ヤキモチ妬やきな部分はまったく変わってないな。兄妹ってことで、永遠が相手のときはそんなにヤキモチを妬かなかったけど……これからはそんなの関係なく、手当たりしだいにヤキモチを妬いていくつもりか？

　未来が心配しているとおり、純はどうしようもないヤキモチ妬きだった。未来がほかの女の子と話をしているのを見るだけでも、もう駄目。思いっきり拗すねて冷たい目をして、そっぽを向いてどこかへと行ってしまう。未来はその度に怒った純をなだめなければならず、とにかく面倒で困った思いをしていた。

「あのなぁ……俺がそんなことするわけないだろ。調教なんて言葉、どこで覚えてきたのかは知らないけど……そんなことしたら、俺が永遠にぶっ殺されるに決まってるだろ」

「そうですか？　永遠さんのことですから、少し強引に行けば案外従順にお兄さんに従うと思いますが……」

「だからそれはお前の妄想だって！　俺と永遠の間には何もないから、変な心配なんかするなよ！」

「……はぁ、そうですか。わかりました。お兄さんがそうおっしゃるのであれば、私はそれを信じます。すでにお兄さん好みに調教されてしまった私ですから、お兄さんがおっしゃることは無条件で信じさせていただきます。わかりました。もう無駄な詮せん索さくなどはいたしません。はいはい。わかりました。良かったですね。さようなら」

　無感情に言葉を吐くと、純は窓の方を向き、プンッと唇を尖とがらせてしまった。

　こうなったらもう終わり。フォローを入れない限り、純はもうまともに会話をしてくれない。

　まったくもう……わがままな永遠だけでも充分手を焼いてるっていうのに、そこに更に、ヤキモチ妬きな性格がパワーアップした純まで加わって……

　正直、頭が痛かった。だがそれも、兄としての宿命だと思えば、苦笑いで許してあげることができた。

「ほら純。機嫌なおせよ。そんな怒った顔してたら、また永遠のオモチャにされちまうぞ」

　声をかけながら、純の頭を優しく撫なでてあげる。

　最初は不機嫌そうに肩を強こわばらせていた純だったが、少しずつフニャフニャと体を軟化させていくと、最後は甘えるような目で未来を見つめ始めた。

「……こ、こんな風に、永遠さんを調教したのではないのですか？」

「こんなことするのはお前だけだって。ほら。頭撫でられるの好きだったろ？」

　指で丁寧に頭を撫なでてあげると、純じゆんはマタタビで酔った猫のように、満足気な顔で頬ほおを赤らめた。

　そのまま引き寄せられるように、体を寄せてくる。

「おにい、さん……お願いです。そのまま……首筋も撫でてください」

「え？　いや、別にそこまでする必要は……」

　純は未み来きの手を掴つかむと、自分の意思で首筋へと未来の手を導いた。

　ゾクッとするくらい白くて柔らかな純の肌。指から伝わる感触に心臓を高鳴らせつつ、未来は純の首筋を凝視してしまっていた。

「お兄さん……気持ち、いいです。こうやって女性を調教したいのであれば、私がお兄さんのお相手をいたしますので……ほかの方とは、しないでくださいね」

「い、いや……そもそも俺は、お前のことを調教する気なんてなくて……」

「わ、私をこんな風にして……逃げるおつもりですか？　ちゃんと責任とってくださ……あっ……もうっ。お兄さんの意地悪」

「い、いや、だから……あの、俺はそんな気なんてなくて……」

　いつの間にこうなってしまったのだろう？

　セリフとは裏腹に、この場の主導権を握っているのは紛れも無く純だ。未来の善意を利用する形で、純は見事に自分の欲求を満たしている。

　それはわかっているのだが──未来はどうしても逃げることができない。

　逃げる気が起こらないくらい、純の声は可愛かわいく、肌は柔らかい。

　あぁ……ヤバい。俺はこのままだとアホになる。かといって、ここでやめるのも惜しい気がして……ああちくしょう。俺はいったいどうすれば……

「快楽と苦悩」「兄と男」の狭はざ間まで、未来は激しく揺れ動いている。いっそこのまま、何も考えずに行動してやろうかと思った瞬間、視界が真っ赤に染まった。

「だぁッッ！　あっちぃッッ！」

　顔全体を包む赤い炎を、必死になって手で振り払う。振り向いた先にいたのは、腕に炎を宿し、怖い顔でこちらを見ている永と遠わだった。

「……何してるの？　バカお兄」

「み、見りゃわかるだろ？　純の機嫌をなおそうと、頭を撫でてやって……」

「へぇ、そうなんだ。お兄は、首筋と頭の違いがよくわかってないんだ？　だとしたら、お兄は常識が身についてないみたいだから、小学校……ううん、幼稚園からやり直してきたら？」

「い、嫌みなこと言うなよ」

「ふんっ。ちょっと人が部屋を空けてるうちにイチャイチャしちゃって。何よ！　あたしが邪魔だっていうんだったら、正直にそう言えば！　今すぐ出ていって、もう二人の邪魔なんてしないから！　ふんっ！」

　今度は永と遠わが、プンッとそっぽを向いて機嫌を損ねてしまった。

　純じゆんはその光景を、「はい。最終的に私の勝ちです。お兄さん。後片付けはよろしくお願いします」という、他人事のような顔で見ている。

　あ～あ。うまくハメられちゃったな。

　それがわかっていながらも、未み来きは純の要求通り、後片付けとして永遠の機嫌をとるのであった。



「というわけで、先輩にはあたしから話をしておいたから。その用事ってのが終わったらすぐに生徒会室に来てよね。バカお兄」

「はいはい。わかってますよ……で、そこで燃え尽きてる純はいったいどうするんだ？」

　ベッドの上にはうつ伏せでピクリとも動かない、死体のような純の姿があった。

　永遠の機嫌をなおそうと思い純と一緒に一から事情を説明していたら、誤って永遠の暴君スイッチを押してしまった。

「そんなに首筋を触られるのが好きなんだったら、あたしが純を徹底的に可愛かわいがってあげる！」

　そんな訳のわからない気勢を上げると、永遠は純に飛びかかり、首筋だけではなく体中に手を伸ばし純をくすぐりまくった。

　途中、視線で未来に助けを求めてきた純だったが……今回は自業自得なので、心を鬼にして見捨てることにした。

　その結果、純は燃え尽きるほどにくすぐられることになってしまい、今は死体も同然となって、ベッドに横たわっているのであった。

「当然、純はあたしが連れて帰るわよ。これ以上ここにいたら、お兄に変なことされちゃうもんね」

「……変なことするのはお前の方だろ」

「それじゃあ、あたしは一足先に学園のほうに行ってるから。また後でね、お兄」

　爽さわやかな笑顔を見せると、永遠は髪の毛とスカートを揺らし、背中を向けた。

　連れ帰るために永遠が声をかけると、純はビクンと体を震わせた。

　そして怯おびえた顔をして、永遠に従い部屋を出ていく。

　あぁ、なるほど。あれが調教するっていうことか……

　先程のくすぐり地獄がトラウマとなり、借りてきた猫のように大人しくなっている純を見て、そんなことを思う未来であった。





　さて。永と遠わとの約束もあることだし、さっさと貴き美み子こに会いに行って用事を済ませるか。

　永遠と純じゆんが部屋を出ていくと、未み来きはすぐに食事を済ませ自室を後にした。

　永遠に言った先約というのは、神じん宮ぐう院いん貴美子という少女と会うことだった。それは昨日からの約束で、内容については詳しく聞かされていない。事情は会ってから説明するということで、未来は準備を済ませ、貴美子に会うために学園へと向かっていた。

　本日は休日なので、辺りに人の気配はない。学園に向かっているのは未来だけで、たまに風の吹く音が聞こえるだけだった。

　かと思ったら、学園のほうからこちらへと、二人の少女が歩いてくる。

　あれ？　あの、前から歩いてくる二人ってもしかして……

　一人はとても小柄で、みつあみおさげに大きな眼鏡という、極めて地味な見た目をしている。もう一人は長い髪を両側でまとめたツインテールで、両手をポケットの中に突っ込んでいた。

　小柄な少女は愛想良く、身振り手振りを交え楽しそうに話をしている。その一方で、両手をポケットに突っ込んでいる少女は、信じられないくらい不機嫌そうな顔をして、その話を聞いていた。

「あ、お兄たんさーん」

　未来の姿を見つけると、小柄で眼鏡の少女は嬉うれしそうに両手を振った。そして両手をポケットに突っ込んでいる少女の服を掴つかみ、小走りで未来のほうへと駆け寄ってくる。

「沙さ夜やと瑠る璃りじゃないか。こんな所でどうしたんだ？」

　すぐそばまでやってきたのは、未来がよく知る二人の少女であった。

　小柄で眼鏡の少女は、名前を桜さくら塚づか沙夜という。

　明るく元気な性格をしており、趣味は漫画を描いたり、可愛かわいいものを見つけてハァハァすること。その見た目通り、女子高生にしては子供っぽい部分が多い。

　両手をポケットに突っ込んでいるツインテールの少女の名前は、白はく天てん院いん瑠璃。

　無愛想で無感動な表情が示すとおり、性格は少し気難しい。といっても、すぐに怒ったりするという訳ではない。ただ単純に、何を考えているのかわからないというところがあり、そういう意味で、周りを困らせるところがある少女であった。

　二人共、未来を「兄」として慕っているが、血の繋つながりなどは一切ない。また、純のように戸籍上の妹というわけでもない。

　兄関係の呼び名は、未来にとってはあだ名のようなもので、この二人だけではなく学園中の魔女から、未来はお兄ちゃんのような存在として慕われていた。

「貴美子さんに頼まれて、お兄たんさんを迎えに来たんですよ」

「迎えにって……わざわざそんなことしなくても、俺のほうからそっちに向かってたのに」

「いやん。お兄たんさんってば、野暮なこと言わないでくださいよ。お兄たんさんに一刻も早く会いたかった、わたしの気持ちも察してください」

　キャッキャウフフと、照れながらも嬉うれしそうに、沙さ夜やが未み来きの体へと擦り寄ってくる。

「急な来客で貴き美み子この馬ば鹿かの都合が悪くなったって、兄様に伝えに来たの。ただそれだけだから、変な期待とかはしないで」

　そんな沙夜の動きをピタリと止める、瑠る璃りの無感情な一言であった。

「あ……瑠璃さんってば、それをそんなにも早く言っちゃうんですか？　お兄たんさんに会いたがっていたという、わたしのピュアな設定はどこにいっちゃうんですか？」

「ゴミ箱にでも捨てれば」

「にゃぁーっ！　そんな、ひどいっ」

　瑠璃に強烈な一言を浴びせかけられ、口を開けて絶句する沙夜だった。

　沙夜と瑠璃は、親友と呼べるほどに貴美子と仲が良い。なので、メッセンジャーとして貴美子の伝言を伝えに来たとしても、何ら不思議ではない。

「急な来客？　それだったら仕方ないけど……長くなりそうなのか？」

「さあ？　私たちは兄様にそれを伝えてくれって言われただけだから、詳しいことはわからないよ。適当に時間を潰つぶして、それから会いに行けばいいんじゃないの」

「適当に……か。いきなりだと、結構困る一言なんだよな」

　それを聞き、大きな眼鏡に隠れた沙夜の瞳ひとみがランランと輝く。

「だったらぁ……デートしましょうよ。お兄たんさんっ」

「え？　デートって……」

「ほらほら。ジッとしてても時間の無駄ですよ。早くいきましょう。お兄たんさん」

　陽気な天気に誘われた妖よう精せいのように、沙夜は未来の腕を掴つかんでどこかへと連れていく。瑠璃は不機嫌な顔をしつつも、黙ってそのあとに続いた。



「じゃあ、わたしはジュース買ってきますけど、お兄たんさんは良い子で待ってるんですよ。いいですか？　あっはーん。うっふーん。テヘペロ」

　そんなことを言うと、沙夜は一いつ旦たん、ジュースを買うためにその場から離れていった。

　沙夜にしてみれば今のセリフは、色気あふれる女の、男を惑わせるためのテクニックか何かだったのだろう。どんな漫画を読んで勉強したのかは知らないが、沙夜は何か色気というものを勘違いしているようだ。

　現在いるのは海が見える公園で、未来と瑠璃は海のほうを向いて、並んでベンチに座っている。海から吹く風が気持ちいいのだが、瑠璃は依然として不機嫌そうな顔をしていた。

「体調でも悪いのか？」

　単刀直入に、瑠璃にそう尋ねる。瑠璃は未来を見ることなく、前を見たまま呟つぶやく。

「朝は……嫌い。何だか頭が、フラフラするから」

　機嫌が悪い理由は、呆あきれるくらい簡単なものだった。

　単に低血圧で朝が弱いから、瑠る璃りは不機嫌なのだ。

　なるほど。沙さ夜やはそれがわかってるから、自主的にジュースを買いに行ったっていうわけか。となるとジュースが届くまで、瑠璃はずっとこのままっていうことか？

　気を遣うような仲ではないが、こんなにも不機嫌な顔をしていると、嫌でも気を遣ってしまう。

　果敢に話を振るか？　触らぬ神に祟りなしで黙って機嫌がよくなるのを待つか？

　未み来きにしてみれば、悩む話であった。

「……兄様。言ってもいい？」

　そうやって悩む未来に、意外にも瑠璃が話を振ってきた。

「ああ。何でもいいぞ」

　これ幸いと思い、瑠璃が差し出してくれた助け舟に乗ってみる。

「兄様から──女の匂においがするよ」

　そしてすぐに、それが泥舟だったことに気づき、未来は絶句するのであった。

「な、な、な……何言ってるんだよッ、お前は！　お、俺は男なんだぞ。そんな……女の匂いなんてするわけないだろ」

　不機嫌そうな瑠璃の顔が超怖い。

　炎のような永と遠わの嫉しつ妬とや、ナイフのような純じゆんのヤキモチとは種類が違う。何が起こるかわからない深い暗くら闇やみのような瑠璃の態度が、身震いしそうなほど怖い。

「いいよ別に。兄様がどこで誰だれと何をしていようが。私は、兄様のそばにいられるだけで満足だから。もうそれ以上、兄様を束縛するようなことはしたくない」

　警戒したのが馬ば鹿からしくなるくらい、瑠璃には敵意というものがなかった。

　そんな態度の瑠璃は、愛を悟った聖母のように見えた。ただ、顔は修羅のままなのだが。

「いや、あの……別に、何かあったってわけじゃないから。瑠璃がそうやって、変に気を遣う必要はないよ。だから気にすることなく、今まで通りに──」

　瑠璃のしおらしい態度に、何だか罪悪感を覚えてしまう。

　思わず、謝罪にも聞こえるような言葉を口にしてしまう未来。そんな未来の顔に、瑠璃は無言で顔を寄せてきた。

「じゃあ、これでチャラだよ。兄様」

　声を聞いた瞬間、首筋に痛みを覚えた。

　両手をポケットに入れたまま、瑠璃は未来の首筋にキスをして、そのまま強く噛かんで吸ってきた。離れ際に、熱い舌でペロペロと噛み痕あとを舐なめてくる。

　狼おおかみの求愛のような、瑠璃の愛情表現。

　未来は目を丸くして、されるがままだった。

　未み来きの首筋から顔を離した瑠る璃りは、わずかにだけど確かに──笑っていた。

「どうする？　兄様も私の首に、印をつける？」

　少し頬ほおを赤らめ妖よう艶えんに笑いながら、瑠璃が自分の首筋を見せつけてくる。

　両手をポケットに入れた、ツインテールの小悪魔が仕掛けた甘い罠わな。いつ沙さ夜やが戻ってくるかわからない状況で、その誘いに乗るわけにはいかなかった。

「いや、それは……遠慮しておく」

「そう。じゃあ、わたしはそれでいいよ……兄様」

　用件を済ますと、瑠璃は海のほうを向いて、無愛想な顔に戻った。

　終了のブザーが鳴ったかと思うくらい明確に、瑠璃との甘い時間が終わったということを自覚する。

　これが瑠璃の武器で、瑠璃が最も得意とするやり方。

　極限までメリハリをつけた求愛と無関心で、相手の心をこれでもかというくらいかき乱す。そしてその後の面倒は一切見ない。

「あなたの邪魔はしない。だからいつまでも、傍そばにいさせて」

「なに？　愛してほしいんだったらそう言えば」

　そんな両極端な態度を見事に使い分ける瑠璃は、紛れも無く、男を惑わせる一人の魔女だった。

　ま、まったく……相変わらず、困った性格しやがって。俺が狼おおかみになって、そのまま首筋に噛かみついたらどうするつもりだったんだ。ったく……

　ドキドキしながらも自分自身への見み栄えのため、そんな虚勢を張る未来だった。



　それから、三十分程度の時間が経たった。ジュースを買って戻ってきた沙夜を加え、未来たちは海を見ながら適当に話をし、時間を潰つぶした。

　沙夜の間違った色気に呆あきれたり、瑠璃の素っ気ない態度に悶もん々もんとしながら時間を消化していく。そうやって時間を潰した未来は、そろそろ貴き美み子この用事も終わっただろうと思い、移動するために軽く背伸びをしながらベンチを立った。

　そのとき、近づいてくる人の気配を感じた。

　用事を済ませた貴美子がやってきたのかと思ったが、そうではなかった。

　そこに現れたのは──見知らぬ一人の少女だった。

　不思議な仮面を被かぶった数人の少女を引き連れ、その少女は未来の前に姿を現した。

　全員が、この学園の制服を着ている。普通に考えたらこの学園の生徒なのだろうが、どことなく様子がおかしい。

「あっ。お兄たんさん、あの人ですよ。貴美子さんの所に来た、急な来客さんは」

「……仮面を被った不思議な子たちが周りにいるけど、あの子たちも一緒だったのか？」

「い、いえ……あんな人たちは、連れてなかったですけど」

　異様な光景だというのが、すぐにわかった。

　沙さ夜やが言う急な来客以外、全すべての少女が、オペラ座の怪人のような仮面を被かぶっている。仮面の額には赤い宝石のような物がついており、それが異様な雰囲気を際立たせていた。

　あれは……魔石か？

　学園の魔女ならば、全員が等しく持っている魔石。どうしてそれを彼女たちは、仮面などという物につけているのだろう？

　少女が近づいてくる。

　仮面を被った少女たちは少し離れたところで歩みを止める。

　未み来きの前にやって来たのは、急な来客と呼ばれた少女だけだった。

　切きり揃そろえられた黒髪。日本人形のような髪型をした少女は、顔立ちも綺き麗れいに整っていた。

　気が強そうで、自信に溢あふれた目をしている。

　私は特別で、何をやっても許される。

　自分自身に対するそんな思いが、立ち振る舞いの節々に表れていた。

　どうやら彼女は自分に用があるようだ。

　少女が立ち止まった距離、向ける視線から、未来はそう確信する。

　一瞬の沈黙の後。少女は未来に笑いかけた。

　まるで、久しぶりに会った家族に向けるような笑顔で。

「こんにちは。お兄ちゃん。よかった。ずっと、会いたいと思ってたんですよ」

　礼儀正しい態度と、親しみやすい笑顔。それに加えてお兄ちゃんという呼び方が示すとおり、相手はこちらに対して好意を抱いているようだ。

　普通だったら何ら警戒する必要はないのだろうが……問題はやはり、彼女が引き連れて来た仮面の少女たちだ。あの少女たちが何者かわからない限り、心を許すことはできない。

「そう。会いたかったっていうのは嬉うれしいけど……そっちの、不思議な子たちは、いったい何なのかな？」

　未来にしては珍しく、露骨なまでに警戒心を露あらわにしてそう言った。

　どう考えてもまともではない仮面の少女たち。まるで人形のように、誰だれ一人として身動き一つしない。

「あれ？　もしかして怒ってるんですか？　お兄ちゃん。ああ……それもそうですね。いきなりやってきてお兄ちゃんって言われても、迷惑ですよね」

「いや、そういうわけじゃなくて……俺が警戒してるのは、そっちの仮面を被ってる子たちのことで、あの子たちは何で仮面なんか被ってるんだ？　そして何でキミは、そんな子たちを引き連れてるんだ？」

「ああ、そのことですか。それだったら、順を追って説明しなくてはいけなくて、手間がかかってしまうんですけど……まあ簡単に言ってしまえば、あの子たちは私の道具です。だから仮面を被かぶって、わかりやすくしてるんですよ」

「道具って……」

　道具という表現が、未み来きにある名前を連想させた。

　そしてその連想が正しかったかのように、少女はその名前を口にした。

「そういえば、自己紹介がまだでしたね。私の名前は久く遠おん──神かん薙なぎ、久遠っていいます」

　トクンと、心臓が強く鳴った。

　神薙。それは魔女を兵器として扱い、抑止力にしようという目的をもっていた集団で、この学園の魔女にとっては、天敵とも呼べる存在。

　彼女がその名前を口にしたのは、偶然なのか必然なのか。

　未来には、確かめる必要があった。

「……違ってたら悪いんだけど、もしかしてキミって、神薙研究所の関係者？」

　私のことを知ってるんですね。

　そんな顔で、久遠は笑った。

「はい。そこの代表者である神薙は、私の父です。良かったぁ。もしかしたらお兄ちゃん、何も知らないのかなって思ったんですけど……ちゃんと、そういうことは理解してくれてるんですね。だったら話が早い。お兄ちゃん。私のために力を貸してくれませんか？」

　その顔とその声は、完かん璧ぺきに未来を慕っているようだった。まるで欲しい物をねだっているかのように、久遠は未来に頼み事をしている。

　何だこの子。悪意や敵意ってものをまるで感じないけど……何が目的なんだ？

　ますます混乱する未来。そんな未来を助けるかのように、鋭い声音が二人の間に割って入ってきた。

「ねえ、あなた。さっきから何言ってるのかわからないけど……兄様が困ってるみたいだから、そのへんにしとけば」

「瑠る璃り……」

　敵か味方か判断がつかない未来とは違い、瑠璃ははっきりと久遠のことを敵と認識しているようだ。向ける視線は鋭く、かける言葉は冷たい。

　些さ細さいなきっかけ一つで、何かが始まってしまいそうな雰囲気だった。

「あら。何だか偉そうな子がいるなって思ってましたけど……白はく銀ぎん帝ていさんでしたか。だったら仕方ないですね。生意気なこと言ったら、白銀の魔弾で消し飛ばされてしまいますからね」

「……………」

　睨にらみつけてくる瑠璃を、久遠は余裕あふれる態度で見下ろしていた。

『白銀帝』というのは、瑠璃につけられている異名のようなものだ。

　五ご帝ていと呼ばれる、桁けた違ちがいに強力な魔力を持つ魔女。瑠る璃りはその中の一人で、『白はく銀ぎん帝てい』と呼ばれ、畏い怖ふされていた。

　それを知っているにもかかわらず、久く遠おんは挑発的に瑠璃を見下ろし続けている。

　まるで──いや、間違いなく、久遠は瑠璃を誘っている。

　誰だれかが傷つく、戦いの場へと──

　二人の間の空気が膨張し、歪ゆがみ始める。止めなければいけない立場の未み来きですら、その空気に気け圧おされていた。

　まずい。まずいぞ……俺の予想が正しければ、多分、次の展開は……

「る、瑠璃さん……」

　おそらく、未来と同じ予想をしているであろう沙さ夜やが、心配げな声を出す。

　そんな声など意に介さず──二人の魔女は、互いを見つめていた。

「そういえば白銀帝さんは、ご家族をテロで亡くしたそうですね。それはそれは残念なことで、深く同情します。なので神かん薙なぎとして、おくやみを言わせてください───」

　瑠璃がテロで家族を亡くしたというのは、紛れもない事実だ。爆弾を使った爆破テロで、瑠璃はその事件により両親と兄を失っている。

　それ自体は事実なので、話題として久遠が口にしても何らおかしくはない。

　問題は、その事件の犯人といわれているのが、神薙研究所で──

　瑠璃自身も、それを耳にしたことがあるはずで──

　吐きそうになるほどの緊張感。

　心の底から嬉うれしそうに微笑ほほえみながら、久遠は瑠璃に向かって言った──



「ざまあみろ」



　その瞬間、空気が弾はじけて景色が変わる。

　ベンチから立ち上がると、瑠璃は両手をポケットから出した。それは刀を鞘さやから抜く行為に似ている。もう、決着がつくまで、白はく天てん院いん瑠璃という名の魔女は止まらない。

「兄様。沙夜をお願い」

「お、お願いってお前……いったい何するつもりだ？」

「決まってるじゃない。あの女を……………ぶっ潰つぶす！」

　敵意……いや、殺意をむき出しにした顔で、瑠璃は久遠に向かっていく。

　両手を体の前に合わせ、魔力を集中させる。

　手の平の前につくられた魔法陣には、瑠璃が放つ白銀の魔力が凝縮していき──

「や、やばい。沙夜。とりあえずここから離れるぞ」

「で、でも瑠璃さんが……」

「離れないと俺たちが消し飛んじまうぞ！」

　──空気を灼やき地面を抉えぐる白銀の魔弾となり、久く遠おんめがけて撃ち出された。

　魔弾によって歪ゆがめられた空気が、風となって未み来きの顔にふりかかる。

　一目でやばさが伝わる白銀の殺意を前に、久遠は余裕綽しやく々しやくに笑っていた。

　逃げる気配や防ぐ意思は感じられない。まるで指揮者のように、久遠は優雅に右手を振り上げる。

　そこでやっと気づいた。

　久遠の右手には、見み蕩とれてしまいそうなほどに大きくて赤い魔石がついた、腕輪がはめられていることに。

　仮面の少女たちに目がいってたせいで気がつかなかったけど……久遠って子の腕輪についてるあの魔石は何だ？　あんな大きな魔石、見たことねえぞ。

　普通の魔石は大体、数センチ程度の大きさしかない。それと比べると久遠が身につけている魔石は大きく、ゴルフボールくらいの大きさがある。

　そばに立つ仮面の少女たちの魔石と見比べてみたら、その大きさは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　久遠はそんな魔石がついた腕輪を、見せつけるようにして魔弾のほうへと向ける。

　そのまま、虫を払うように久遠が腕を振るうと、瑠る璃りが放った白銀の魔弾は霧のように飛散し、何も破壊することなく消滅してしまった。

「今のは……」

　未来の右腕が疼うずき出す。

　そこには、瑠璃が放った魔力に反応し、わずかに光り輝いている紋章があった。

『魔女喰いウイツチイーター』

　未来だけが持つ力にして、未来が魔女の学園にいられる最大の理由。

　未来の右腕に宿るこの紋章は、相手の魔力を無効化し、吸収するという力を持つ。そうやって吸収した魔力は自分の魔力として使用することが可能で、魔女と戦うための能力としては、反則なまでに強力な魔力を持つ。

　今、彼女が使った力は『魔女喰い』なのか？　それとも、それに似ているだけの別の力か？　離れて見てるだけじゃあよくわからないが……………

　事実を掴つかみきれない未来の前で、久遠が持つ力が形となって浮かび上がる。

　あれは……

　未来の右腕に刻まれた紋章と同じようなものが、久遠の首筋から顔にかけて、右半身にはっきりと浮かび上がっている。

　もう疑う余地はない。

　久遠は未来の『魔女喰い』と同じ、もしくはそれに似た能力を持っているのだ。

　だけど何でだ？　あの力は……魔力をため込めるっていう特殊な体質を持つ、俺にしか使えない力のはずなのに……

　未み来きが疑問に思うとおり、『魔女喰いウイツチイーター』は、魔力をため込むことができるという特殊な体質を持つ未来が、あの紋章を刻むことで初めて体現することのできる力だ。

　普通の人間に同じような紋章を刻んだところで、『魔女喰い』が使えるようになるというわけではない。

　だが現実に、久く遠おんは『魔女喰い』の力を使っている。

　当然、未来としてはその謎なぞの答えが欲しいところなのだが……現状、そうは言っていられないようだった。

「あらあら。白はく銀ぎん帝ていさんは、聞いてた話よりも荒っぽい性格をしているみたいですね。ちょっと馬ば鹿かにしただけでこんなことをしてきて……もう少し優雅に対処することはできないんですか？」

「黙っててくれる？　顔見てるだけでイラついてるんだから。それ以上耳障りな声聞かされたら……頭がおかしくなる」

　小こ馬ば鹿かにするような久遠の言葉に対し、瑠る璃りは怖いほどに冷たく、暗い声で答えた。

　それを見ていた沙さ夜やが、未来の腕に抱きつきながら震えた声を出す。

「お、お兄たんさん。瑠璃さん、本気で怒ってるみたいです。ああやって両手をポケットから出したままで怖いことを言ってるときは……瑠璃さん、何にも考えてないんです。もう、そこらじゅうに魔弾を撃ちまくって……世界が、滅亡しちゃいますよ」

「まあ、滅亡ってのは大げさだと思うけど……確かに、このままじゃヤバそうだな」

　友達を心配している沙夜のためにも、今すぐにでも間に入って戦いを止めたいところだが、二人の魔女が放つ気配がそれを許さない。

　未来の心配など意に介さず、久遠と瑠璃の戦いは密度を高めていく。

　瑠璃が右手を振り、サッカーボールほどの大きさの魔弾を放つ。久遠は先ほどと同じように右手の腕輪を向け魔弾をかき消そうとするが、先ほどと同じような展開にはならない。

　久遠の右手が触れるよりも早く、瑠璃が放った魔弾が破裂する。

　小さな散弾となった魔弾は水しぶきのようになり、久遠の体に襲いかかった。

「ふんっ。つまらない小細工を」

　不快そうな顔をして、久遠が右腕を大きく振るう。ダメージよりも当てることを優先した魔弾の散弾だったが、久遠が防御範囲を大きくしたことであっさりと凌しのがれてしまった。

　だがその程度のことなど、瑠璃は一切気にしていない。

　両腕を突き出すようにして構えると、瑠璃はこの世の全すべてを吹き飛ばしそうな程の魔力を体から放出し始めた。

「ガッカリです。白銀帝さんですから、もう少し凄すごいことをしてくれるものだと──」

　余裕の表情を見せていた久遠だったが、次に目にした光景のせいで言葉を失う。

　瑠る璃りの両側と頭上に一つずつ。計三つの魔方陣から、極太のレーザーのごとき魔弾が瑠璃の眼前へと撃ち出される。

　瑠璃の眼前でぶつかり合い一つになった魔弾は圧縮され密度を高め──

　神すらも射抜く白銀の光となり、久く遠おんに向かって撃ち出された。

「くぅッッ！　何て、馬ば鹿かげたものを…………」

　魔弾の散弾は囮おとりだった。散弾をかき消したため反応が遅れた久遠はろくに対処することもできず、瑠璃の魔弾に対して右腕を突き出すことしかできないでいた。

　世界を滅ぼす爆発の中心にいるかと錯覚するような、魔弾の重圧。

　久遠がどれほどの力を持っていたとしても、あの魔弾を凌しのぎ続けるのは不可能だ。

　このまま瑠璃が押し切るのか……

　沙さ夜やを庇かばいつつ、未み来きは息を飲んで戦況を見守っている。

　それとは対照的に、膠こう着ちやくした状況を見守ることなく動き出す多数の人影。仮面を被かぶった少女たちが、ここぞとばかりに瑠璃に襲いかかっていった。

「瑠璃！」

　不意打ちを受けた形の瑠璃だが、焦る様子は全く見せない。冷静に魔弾の放出をやめると、軽いステップで後ろに下がり、仮面の少女たちと距離を取った。

　続いて目の前の地面に対し、線を引くようにして右手を振るう。地面に浮き上がったのは、白銀色のデッドライン。

　その一線を一人の仮面の少女が越えようとした瞬間、線から上空に向かって白銀色の魔力が放たれる。その一瞬後、白銀の光は瑠璃を護まもる魔力の壁となり、仮面の少女たちの前に立たち塞ふさがっていた。

　侵入者を拒む白銀の壁。だが、仮面の少女たちはそこで足を止めたりはしない。

　一人の少女が右手から、瑠璃と同じように魔弾を撃ち出す。赤と黒を混ぜ合わせたような色をした魔弾は、白銀の壁に当たると単純に力負けし、弾はじけて消えてしまった。

　その接触をきっかけとし、仮面の少女たちが一斉に魔術を使い始める。ある者は魔弾にして、ある者は剣のような形にして、ある者は拳こぶしにまとって直接殴ったりと、やり方は少女によって多少の違いがある。

　その中で共通しているのは、全員が、赤と黒を混ぜ合わせたような妖あやしい色の魔力を使っているということであった。

　数名の少女による一斉攻撃により、瑠璃がつくり出した白銀の壁が砕け散る。ガラスが割れるようにして飛び散った白銀の光を越え、仮面の少女たちは再び瑠璃に襲いかかった。

「ウザい……」

　たった一言──白銀の破壊者、白はく銀ぎん帝ていが不機嫌そうに呟つぶやく。

　瑠璃は両手を頭上に掲げると、勢い良く下に向かって振り下ろした。

　その後に訪れる、白銀色の無慈悲な鉄てつ槌つい。

　太陽から降り注ぐ光が、そのまま暴力になったかのように──白銀の光が仮面の少女たちを押おし潰つぶしていった。

　落ちてきた天井に潰されたといった形の仮面の少女たち。死んでいるということはないだろうが、しばらくの間は戦うことなどできないはずだ。

「あらあら。やっぱり、お人形さんでは役不足というところですか」

　一部始終を見ていた久く遠おんが、そんな感想を漏らす。

　ある程度強烈な攻撃をぶっぱなしたせいか、久遠を見つめる瑠る璃りの温度は、わずかにだが下がっているようだった。

「……で、どうするの？　このまま、あなたをぶっ潰しても問題ないの？」

「偉そうに……少し優位にたったくらいで調子に乗らないでもらえますか。魔弾をぶっぱなすことしか能のない、白銀バカのくせして」

「そう……………じゃあ、そのまま死ねば」

　瑠璃の周りに三つの魔方陣が浮かび上がる。仮面の少女たちの援護がない今、久遠にあの魔弾を防ぐ術はないはずだ。

　久遠はため息をついた。

　諦あきらめた……そう思ったのだが、何かが違う。

　あれは、自分のミスに呆あきれている顔だ。

「……仕方ありません。現在の力が知りたくて、最後の五ご帝ていと戦ってみたいと思った私が馬ば鹿かでした。まだ完全じゃないから、苦戦して当然でしたね。こんなことなら最初から、他ほかの五帝みたいに隙すきをついて魔力を奪えばよかった……」

　何を言っているのか、すぐに理解することはできなかった。

　ただ、久遠の中の何かが変わったことだけはわかった。

「見せてあげます。神かん薙なぎが目指した、全すべてを支配する強き魔女の姿を」

「くだらないこと言ってないで、やりたいことがあるんだったらさっさと……………」

　異常を感じたのは、瑠璃も同じだったようだ。

　違う……さっきの瑠璃の攻撃とは違う、強烈な何かが重圧として、この場を支配しようとしている。

　その正体がわからない。だけど確実に何かが迫っている。空気と大地が震え、唇が乾き呼吸が苦しくなってくる。生物としての本能が、この場にいることを強烈に拒絶している。

　なんだ……いったい何をするつもりだ？　あれほどの攻撃を見せた瑠璃よりも、凄すごいことなんて………………………ッ！

　最初に言葉にしたのは、未み来きの腕にしがみついている沙さ夜やだった。

「お兄たんさんっ！　あれっ！」

　気づいた瞬間、もう手遅れになっていた。

　空から降り注いだ一筋の蒼あおい光。

　それは天空から放たれた──星ほし屑くずの矢だった。

「くッ─────」

　自身に迫る星屑の矢に気づいた瞬間、瑠る璃りは反射的に両手を突き出し、全力で魔弾を放っていた。

　そうすることで瑠璃は──落ちてきた隕いん石せきから──自分を護まもろうとするのだが、そんな抵抗も長くは続かなかった。

　瑠璃が全力で放つ白銀の魔弾を、星屑の矢は青白い閃せん光こうと共にぶち抜いていく。

　魔弾により本体は破壊されたが、それらが生み出した衝撃波までは消すことができない。魔弾と星屑の矢がぶつかり合うことで生まれた衝撃は爆風となり、瑠璃の小さな体を地面へと叩たたきつけ、宙に舞わせた。

「……………」

　未み来きは、半ば放心状態でその光景を見つめていた。

　何が起こったのかはわかっていた。ただ、あまりにも現実離れしている光景のため、心が理解するのに、多少の時間を必要とした。

　そんな空白の時間をつくかのように、久く遠おんは微笑ほほえみを浮かべながら、倒れている瑠璃のすぐそばに立った。星屑の矢の衝撃により瑠璃の制服はズタボロに破壊されており、瑠璃本人もピクリとも動かない。

　久遠は倒れている瑠璃の首を右手で掴つかむと、首筋と顔にあの紋章を浮かび上がらせた。

　瑠璃の体から白銀の光が溢あふれ出し、久遠の右手の腕輪へと吸収されていく。腕輪についている赤い魔石は魔力を吸い込むことで、少しずつだが赤みを増しているようだった。

　攻撃しているようには見えない久遠の行動。そんな光景をぼんやりと目で追っていたせいで、未来の反応は数秒近く遅れてしまった。

「る、瑠璃ッ！」

　意識が覚かく醒せいし、すべきことを理解すると、未来は大声を出しながら瑠璃へと駆け寄った。

　久遠はそんな未来に、親しげな笑みを向ける。瑠璃の首から手を離すと、久遠は未来の邪魔をすることなく、あっさりと瑠璃のそばを離れた。

「瑠璃！　おい大丈夫か？　瑠璃っ！」

　大きな声で名前を呼ぶが、反応はない。息をしていることだけが、わずかにだが未来を安あん堵どさせた。

「お兄たんさんっ、どいて下さい！」

　駆け寄ってきた沙さ夜やが未来を押しのけ、瑠璃の体に手をかざす。

　沙夜の手から溢れ出す、淡く温かな光。それは傷を癒いやす光として、瑠璃の体を優しく包んでいった。

「体の傷を治す魔術……へぇ。兵器の代用品でしかない魔女にしては、珍しい魔術が使えるんですね」

　他人事のようにそう言った久く遠おんを、未み来きは思わず睨にらみつけてしまっていた。

「あらあら。そんな風に怖い顔しないでくださいよ。お兄ちゃん。私はただ、事実を言ったまでなんですから」

「……何が目的だ？　何が目的で、こんなことをするんだ？　それにさっきキミが使った魔術。あの、空から星を降らせるって魔術は……俺が知っている限り、あいつにしか……」

「あいつ？　ああ、究きゆう極きよく帝ていさんですか。私としても、人の魔術を使うのは不本意ではありましたが、この場合は仕方ありません。調子に乗ってはしゃいでいる白はく銀ぎん帝ていさんを黙らせるには、あの方法が一番だと思いましたから」

「そんなことは聞いてない。俺が聞いているのは、どうしてキミが……究極帝にしか使えない、『月女神の狙撃アルテミススナイプ』を使えるのかっていうことを────」

　その光景に未来は身震いを覚えた。

　瑠る璃りが戦闘不能に追い込んだ仮面の少女たちが、何事もなかったかのように立ち上がり、整列している。

　未来が思っていたよりも傷が浅く、すぐに動けたのだとしても、そうやって整列している姿は異様としか言えなかった。

「白銀帝さんのおかげで大体の準備は終わりました。他ほかに用があるため、私はこれで失礼いたしますが……準備が終わったらまた連絡しますね、お兄ちゃん」

　久遠が見せた笑顔は日常的で可愛かわいらしく、さっきまでの戦いが夢ではなかったのかと思うほどだった。だが、魔術により破壊された辺りの光景と、仮面の少女たちを引き連れ立ち去っていく久遠の姿は紛れもない現実で──

　久遠を呼び止め真相を突き止めようとも思った。だが、今はそんなことをしている場合ではない。

「瑠璃さんっ！　しっかりしてくださいっ！　瑠璃さん！」

　今はただ、瑠璃のことを心配することしかできなかった。










２　「夜に向けて」



　未み来きは瑠る璃りを背負い、学園の西エリアを走っていた。

　西エリアには最新鋭の器具が揃そろった医療施設がある。沙さ夜やの魔術によりある程度の治療はしたが、それでも全快にはほど遠い。

　今も意識がなく、瑠璃は未来の背中で眠り続けていた。

「瑠璃さん。もう少しですよ。頑張ってくださいね」

　そばを走る沙夜が瑠璃に声をかける。だが当然のように、瑠璃からの返事はなかった。

「しっかりしろよ、瑠璃……もう少しだからな」

　目的地となる病院が目の前に見えてくる。

　背中の瑠璃を気遣いつつもできる限り早く、未来はその場所を目指した。

「あれは……永と遠わ？　何であいつがここに？」

　そこには永遠がいた。

　本来なら学園の生徒会室に居るはずの永遠が、心配そうな顔をして病院の入口に立っている。

　駆け寄ってくる未来たちには気づいていない。どうやら永遠は未来たちとは違う理由で、何かを心配しているようだった。

「永遠」

　名前を呼ばれることではじめて、永遠は未来の存在に気づいたようだった。

「あっ。お兄。お兄がなんでここに……………って、瑠璃!?」

　瑠璃とは旧知の仲で、友達でもある永遠は、ボロボロになった瑠璃の姿を見て素直に驚きよう愕がくの声を上げた。

「い、いったいどうしたの？　何で瑠璃がそんな姿に……」

「詳しい事情は後だ。とりあえず今は、瑠璃を治療のできる場所に連れていかないと」

「う、うん。それだったらこっちだから……付いてきて、お兄」

　永遠が案内役を務め、病院の中へと駆け込んでいく。

　信頼できる医者に瑠璃を預けることで、未来の役目は一いつ旦たん終わる。

　瑠璃に付き添うということで、沙夜とはそこで別れた。

　出来ることなら未来も一緒にいたかったのだが、永遠から大事な話があるということで、未来は一旦その場を立ち去ることにした。

　数分前に見た永遠のように、心配気な表情を浮かべ、未来は病院の入口に立っている。そこでやっと、その場にいるもう一人の存在に気づいた。

　制服姿の少女は、腕を組み緊張感のある表情を見せている。

　背が高く、男性である未み来きと比べても見劣りしない。肩のあたりまで伸びた髪はクセがなく、濡ぬれているかと思うほどに艶がある。

　一瞬、男性かと見間違ってしまうような凜り々りしい顔は、文句なしで美形に分類される。

　切れ長で鋭い瞳ひとみは無遠慮に未来を捉とらえ、未来が何か言うのを待っているようだった。

「生徒、会長さんでしたっけ……確か？」

　自信がないので遠慮気味にそう聞くと、彼女は静かに首を縦に振った。

　生徒会長　妃きさき神かん奈な。

「雷鳴の女王」という称号を持っている人物で、この学園を統べる魔女でもある。機会に恵まれず会話をしたことはないが、その存在だけは未来もよく知っていた。

　強さと美しさを兼ね備えた騎士のごとき魔女。

　それが──「雷鳴の女王」、妃神奈だ。

　ちなみに彼女は、学園で唯一の男である未来以上に、この学園の女生徒たちから人気がある。ファンクラブも存在し、廊下を歩くだけで歓声が上がる姿は、ちょっとしたアイドルなど相手にならないほどの人気っぷりだ。

　この学園で、彼女の名前を知らない人間は一人もいないことだろう。

「御み堂どう未来、だな。永と遠わと神じん宮ぐう院いんに任せっきりで、実際に顔を合わせて話をしたことはないが……お前のことは私もよく知っている。男でありながら魔術が使える特異な存在にして、この学園に通う唯一の男子。それで間違いないな？」

「まあ、今更確かめるようなことじゃないですけど……それで間違いないですよ」

　生徒会長である神奈は年上なので、敬語を使う。失礼な言葉遣いなどはしていないはずなのだが、それを聞いた永遠は、なぜか不機嫌そうな顔を見せた。

「もうっ。もっとちゃんとした話し方してよね！　そんな気の抜けた態度じゃあ、先輩に失礼じゃない！」

　そんな文句を口にすると、永遠は派手な音が出ないように、軽く未来の背中を叩たたいた。

　これが二人っきりだったら、間違いなくグーで鈍い音が出るように背中を殴られている。おそらくは神奈がそばにいるため、優等生な姿を演じているのだろう。

「何だよ？　聞かれたから普通に答えただけだろ。別に神聖な儀式の最中ってわけじゃないんだから……これでも別にいいだろうが！」

「何よその言い方！　先輩が何も言わないからって調子に乗らないでよ。お兄が馬ば鹿かで非常識だと、あたしが恥をかくって言ってるんだから。ちゃんと空っぽの頭を使って行動してよね、バカお兄！」

「何だその言い方は！　そっちこそ俺が恥をかかないようにもっとお淑しとやかにしてろよ、バカ妹！」

「バ、バカ妹って……………超バカでド変態なお兄のくせして、生意気な……」

　妹に生意気と言われるのは何か違うような気がするが、こうなったら仕方がない。

　ある程度の区切りがつくまでは、このまま永と遠わと静かな喧けん嘩かを続けることになるだろう。

「永遠。今はやめろ。そんな状況でないことは、さっきお前にも説明したはずだが？」

　発展しかけた兄妹きようだい喧嘩を止めたのは神かん奈なだった。

　冷静な口調で永遠に語りかけると、永遠は命令を受けた猟犬のように姿勢を正し、背筋を伸ばした。

「は、はい。すみませんでした先輩。これからは気をつけます」

　そして従順な態度でそんなことを言い、一歩後ろに下がる。顔には反省の色が浮かんでおり、未み来きとの喧嘩など一瞬で忘れてしまったかのようだ。

　気持ち悪いくらい従順な永遠に、未来は我が目を疑うだけだった。

　こ、この人……ただ者じゃないぞ。あの永遠をここまで見事に手て懐なずけるなんて……どんな魔術を使ったのか、聞いてみたいくらいだ。

　想定外の方向から神奈の凄すごさを思い知った未来は、あらためて神奈を尊敬の眼まな差ざしで見つめた。

　神奈はそんな眼差しを受け慣れているようで、未来の視線など存在しないかのように、真まっ直すぐに未来のことを見つめ返した。

「それで──御み堂どう兄」

「み、御堂兄……ですか？」

「そうだ。お兄ちゃんと呼んでもらえるとでも思ったか？」

「い、いや。そんなことは思ってませんけど……」

「だったら御堂兄で充分だろう？　それで、肝心の用件だが──」

　反論は受けつけない。

　神奈の態度からそれを察した未来は、諦あきらめて御堂兄という呼び名でいくことにした。

「話があるということは、すでに永遠から聞いているな？　お互いに不測の事態が起こり、それどころではないのかもしれないが……大事な話なので後回しにするわけにはいかない。なのでこれから場所を移し、あらためてその話をさせてもらおうと思うのだが……異論はあるか？」

「できれば瑠る璃りのそばにいてやりたいんですけど……それよりも大事な話なんですか？」

「無論だ。問題は白はく銀ぎん帝ていだけではない。お前がよく知る究きゆう極きよく帝てい──神じん宮ぐう院いん貴き美み子こもすでにあの女の手にかかり、この病院で眠っている。それだけ言えば、事の重大さは嫌でも理解できるだろう？」

「き、貴美子が……眠ってるって……」

　真偽を確認するため、未来は永遠の顔を見つめた。未来の視線に気づくと、永遠は悲しげに視線を伏せてしまった。

　それだけで、神かん奈なの言葉が事実かどうかがわかる。

「究きゆう極きよく帝てい……ですよ？　あんな馬ば鹿かげた魔力を持ってる魔女を倒せる人間が、同じ五ご帝てい以外にいるわけ………………ッ！」

　思い浮かぶのは、人形のように整った顔をした、一人の少女だった。

「心当たりはあるだろう？　腕に赤く大きな魔石をつけた女。この学園に厄災をもたらす、神かん薙なぎの魔女……全すべての元凶は、あの女だ」

「神薙、久く遠おん……」

　その名前に最も強く反応したのは、なぜか永と遠わだった。

「話はその女についてだ。それでも、大事な話ではないと言えるか？」

　未み来きの答えは決まっていた。

　白はく銀ぎん帝ていと究極帝を倒した謎なぞの魔女。

　この学園のためにも、未来はあの少女の話を聞かなくてはいけなかった。



　未来は神奈に連れられ、生徒会室へと場所を移していた。

　ありふれた様相の生徒会室には、未来と永遠と神奈しかいない。他ほかの役員たちは用事があるため、席を空けているということだった。

　神奈が差し出した椅い子すに座ると、神奈はその向かいに座った。

　永遠は椅子に座ることなく、出入口のそばに立っている。静かに気配を殺しているその姿は、会話の邪魔をすることなく見張りを務めるという、自身の役割に徹しているようだった。

　永遠の奴やつ、会長さんの前では借りてきた猫のように大人しいけど……俺の前でもいつもそうしてろってんだ。

　ちょっとした不満を覚えながら、静かに立っている永遠の姿を見つめる。

　永遠は不安と心配が入り交じった複雑な顔をしている。

　気を抜くと、今にも深く大きなため息をつきそうだった。

　……何だかいつもよりも深刻な顔してるみたいだけど……何かあったのか？　神薙久遠って名前を聞いてから、様子が変わったみたいだけど……

　兄だからこそ、妹の不安は手に取るように理解できてしまう。

　神薙久遠。その名前に永遠は、言葉にはできない不安を抱いているようだった。

　永遠。別に、お前がそんな顔をする必要はないのに……

　できることなら、あまり見たくはない永遠の顔だった。

「時間がないから単刀直入にいくぞ。それでいいな？」

「え？　あ……はい。それでいいですけど」

　一いつ旦たん、永遠のことは頭から除き、未来は神奈との会話に集中することにした。

「これからする話は、お前の父と、ある神かん薙なぎの関係者から聞いた話だ。ことの真偽を確認する時間はないので、私の口からは黙ってそれを信じろとしか言えんが……どちらも信頼できる情報源なので、文句はないな？」

「はい。とりあえずは、黙って信じることにします」

「よし。ならば順を追って説明しよう。あの女──大きな魔石のついた腕輪をした魔女は神薙の人間で、この学園の敵だ。奴やつの目的はあの腕輪についてる魔石──『始まりの魔石』に魔力をため込むことにある」

「始まりの魔石？　魔力をため込むって……どういうことですか？　魔石ってのは魔女の魔力を増幅させるための物で、魔力をため込むようなことはできないはずじゃあ……」

「そうだ。普通の魔石にはそんな力は無い。ただあれは別格で、普通の魔石とは違い中に魔力をため込むことができる。もちろん、そんな力を持つ魔石はこの世にあれ一つだけで、それゆえに、あれには『始まりの魔石』などという特別な呼び名がついている。聞いたところによると、あの魔石の発見が魔女の研究の始まりになったということで、そんな名前がついたらしい」

「魔石が特別だってのはわかりました。それで、そんな魔石に魔力をため込むことで、彼女はいったい何をしようとしてるんですか？」

「簡単な話だ。神薙の最終目標である……全すべての魔女を支配する、最強の魔女になろうとしているのだ」

　神薙研究所が目指したもの。

　それは、完全なる抑止力。

　全ての武力を力で制することができるほどの強い力を持つ、最強の魔女。

　それを自分たちの手で造ることが、神薙の最終目標だ。

「奴はあの腕輪に魔力をため込むことで、膨大な量の魔力を手に入れようとしているのだ。さっきも言ったように、あの魔石は特別製だからな。ため込まれた魔力は魔石の中で自動的に増幅され、量を減らすということがない。だから自分以外の魔女から魔力を奪い、ため込むことで、強大な力として半永久的に使い続けることが可能なのだ」

「でも、奪い続けると言っても……そんなこと、普通の魔女にできることじゃあ────」

　久く遠おんの右半身に浮かんだ紋章。

　未み来きの右腕にも刻まれているその紋章は、魔力を無効化し、吸収することができる。

「まさか──」

　未来の予感を肯定すべく、神かん奈なは小さく首を縦に振った。

「そうだ。あの女が操る力は、お前の持つ力、『魔女喰いウイツチイーター』をもとにして造られた力だ」

　瑠る璃りと久遠の戦いが思い出される。

　確かに久遠は、未来が持つ力である『魔女喰い』を使っていた。

「強い魔女を造ることに執着していた神かん薙なぎだ。お前の力と同じものを手にするのは、そう難しいことではなかっただろう。違うのは、お前の場合は自分の体に、あの女の場合は魔石に──といったように、ため込む場所が違うというくらいのものだ」

「そうやってため込んだ魔力を……彼女も俺と同じように、自分の好きな形に変換して使用することができるっていうわけか。なるほど。だから彼女は、貴き美み子この能力である『月女神の狙撃アルテミススナイプ』を使えたっていうわけだ……………待てよ。となると、今の彼女の魔力は──」

「そうだな。すでに五ご帝ていを凌りよう駕がする力を身につけていると思っていいだろう」

「ご、五帝を超えるって……」

　それは目眩めまいをおこしそうになるくらい、嫌になる事実だった。

　五帝と呼ばれる魔女は、純粋にレベルが違う。

　兵士が手に持って使用する武器。それが普通の魔女の力だとすると、五帝の力はミサイルや戦艦といったレベルのものになる。

　それさえあれば相手が何人いようが、簡単に勝つことができる武器。

　そんな武器を神様からプレゼントとして貰もらっている魔女──それが五帝だ。

　それよりも強い魔女となると……もう、未み来きには想像することすらできなかった。

「あのとき……瑠る璃りと久く遠おんって子が戦ってたとき、あの子は自分の力を試すために最後の五帝と戦ったって言ってましたけど……貴美子以外の人も、もう……」

「……そうだ。神じん宮ぐう院いんをはじめとした強力な魔力を持つ魔女は全員、紋章を通じて根こそぎ魔力を奪われたことで、意識を失い昏こん睡すい状態に陥っている。だからもう、こちらの戦力として期待することはできない」

　目眩を超え、そのまま卒倒してしまいそうになった。

　今の話が事実だとすると、彼女は現在、五帝五人分の魔力を有していることになる。

「悪い夢みたいな話ですけど……じゃあ、彼女の目的はもう達成されたんですか？　五帝の魔力を奪ったってことになると、それだけでもう充分だと思うんですけど」

「残念ながら本番はこれからだ。五帝の力だけではまだ不足なので、あの女は更なる魔力をこの学園の魔女たちから得ようとしている」

「どうやって？　まさか、一人ずつしらみ潰つぶしに奪っていくってわけじゃあ……」

「まさか。そんなことをするほどあの女も暇ではないだろう。あの女は自分が操る人形を使い、この学園の魔女を相手に戦争を起こすつもりだ」

「人形？　それってまさか、あの、仮面を被かぶってた少女たちのことですか？」

「そうだ。一見すると人間のように見えるが、あれはあの女が魔力で操っている人形で、『ウィッチドール』と呼ばれる特別な道具だ。神薙がつくり出した物で、本来のサイズは手の平に載るくらいの小さな物でしかない。あの女はそれに魔力を与えることで人間サイズの大きさにし、魔女として使役している。その数は数百にのぼると言われており……まあ、戦争をするには充分すぎるほどの数だ」

　瑠る璃りとの戦いに使用したのは、その中のほんの一部だったということだろう。

「なるほど。だから瑠璃の攻撃を受けても、あの子たちは何ともなかったっていうわけか……で、その人形を使って戦争を起こすことと、魔力を集めることにどんな関係が？」

「あの仮面についている魔石は、『始まりの魔石』のレプリカなんだ。ゆえに相互関係があり、お互いに魔力を送り合うということができる。奴やつは戦いで生じた魔力を仮面についている魔石で吸収し、本体である『始まりの魔石』に送るつもりなんだ。無論、あの女が直接吸収することに比べたら、効率は比べ物にならないほど悪いだろうが……その分は数でカバーする算段なんだろう。学園にいるすべての魔女が命懸けで搾り出した魔力。仮に半分程度しか集められなかったとしても……充分過ぎるほどのものになるだろうな」

「そのために戦争を起こすっていうわけか……ふざけた話だ。結局、勝っても負けても、得をするのは彼女じゃないか」

「そうだ。だからこそ、お前の力が必要なんだ」

　突然神かん奈なが口にした、心を射抜く一言。

　この流れでどうして自分が必要となるのか？　未み来きには見当もつかない。

「俺の力が必要って……何で？」

「簡単な話だ。人形相手では、勝っても負けても私たちは損しかしない。唯一本当の勝利と呼べるもの。それは──」

「本体である──神かん薙なぎ久く遠おんを倒すこと」

　その言葉を呟つぶやいたのは、なぜか永と遠わだった。

「永遠……」

　静かにしていた永遠が、どうしてこのタイミングで口を挟んだのか？

　戸惑う未来だったが、それに構うことなく、神奈は話を先に進めていく。

　未来はそんな態度の神奈に従い、会話へと意識を戻した。

「……そういうことだ。神薙久遠……いや、あの女を倒すことのみが、我々にとっての勝利だ。なので当然、こちらとしてはあの女を狙ねらうことになるわけなのだが……全員で向かっていくわけにもいくまい。相手は桁けた違ちがいの魔力を持っている魔女だ。生半可な戦力を向けたところで全滅するに決まっている。かといって精鋭を向けたところで、今度は魔力を吸収されて敵を利するだけだ。それらを防ぎ、なおかつ戦果を出せる人材となると──」

「同じような力を持つ、俺っていうわけですか？　つまりは俺に、彼女を倒してこいって言ってるんですね？」

「そういうことだ。残念ながら……お前に断る権利はない。この学園に通う全すべての魔女の命がかかっているんだ。たとえ殺されたとしても、やり遂げてもらうぞ」

「それに関しては何の文句もないですよ。こういう状況なんだ……行けと言われればどこへだって行きますよ。で、相手の居場所や弱点なんかは、もうわかってるんですか？」

　未み来きの質問に対し、神かん奈なは首を横に振った。

　必要なものは全すべて、自分で調達しろということなのだろう。

「……夜だ」

「え？」

「夜になればあの女は行動を起こす。だからそのときが来れば、居場所を見つけ出すことができるだろう」

「夜になればって……何でそんなことがわかるんですか？」

「あの女が自ら予告してきた。今日の夜、各エリアに攻撃を仕掛けるから準備をしておけとな。あの女の目的は魔力を集めることだ。だからこちらも臨戦態勢でなければ、都合が悪いということだ」

「完全に後手ってわけだ……先が思いやられるな」

　考えれば考えるほど不安になってくる。

　思わずため息をつきそうになった未来は、永と遠わも同じような顔をしていたことを思い出し、永遠のほうに視線を向けた。

　永遠は変わることなく、心配と不安で、胸が張り裂けてしまいそうな顔をしていた。

　……そういうことか。朝、俺と別れた後、永遠は会長さんからこの話を聞かされていたんだろう。だから神かん薙なぎ久く遠おんって名前に、強く反応してたのか。

　未来が倒さなくてはいけない魔女の名前。

　きっと永遠は未来のことを心配しているからこそ、あんなにも悲しげな顔を見せているのだろう。

　その顔を見ていると──「大丈夫だ」と、言ってやりたくなった。

「と、長々と用件を話してきたわけだが……それらは全て、お前がそれに見合うだけの力を持っていればの話だ。肝心要であるお前がそれだけの力を持っていないとなれば、また別の案を考えなくてはいけなくなる」

「それはまあ当然の話だと思いますけど……で、どうするつもりですか？　力を見せろってことになると、やっぱり……」

「当然だ。テストもなしで実戦に投入するほど、私は楽観的な性格はしていないからな──永遠っ」

「は、はいっ」

「私のドレスを用意してくれ。これから、お前の兄を試させてもらうぞ」

　強い口調でそう言った神奈の姿は凜り々りしく美しいもので、まったくと言っていいほど非の打ち所がない。にもかかわらず未来は──

　何だよ。自分のドレスくらい自分で用意すればいいのに……

　偉そうに永と遠わに命令する姿が、ちょっとだけ不満であった。



「待たせたな」

　再び現れた神かん奈なは、豪壮にして美しいドレスに身を包んでいた。

　場所は南エリアへと続く大階段にある噴水の前。

　見物人は誰だれもおらず、未み来きと神奈を見守っているのは永遠だけだ。

　神奈が着ているドレスは青を基調にしており、ロングスカートの右側には大きなスリットが入っている。胸元が大胆に露出しているデザインは、最上級生らしい大人の魅力を感じさせた。

　戦闘時、魔女は戦闘用のドレスを着込む。そのデザインは様々で、人によって見た目には大きな違いがある。

　デザインが人によって違う理由は、ドレスが敵や自分のものを問わず、全すべての魔術を阻害するという特性を持っているからであった。

　単純な話、着込むことで防御力が増す反面、自分の魔術の邪魔にもなるため、攻撃力は下がってしまう。それらを自分に合ったバランスに調整するため、ドレスのデザインは人によって違っていた。

















　基本的に弱い魔女は露出が少なく、強い魔女は露出が多い。

　学園屈指の実力者である神かん奈なのドレスは、豪華であり美しく、露出が多いものとなっていた。

　髪型を整え化粧をしている顔は、間違っても美形の男性には見えない。今は誰だれもが口を揃そろえて美女と呼ぶであろう、美しい容姿をしている。

「わぁ。やっぱり、先輩……格好いい」

　永と遠わがうっとりとしたため息を漏らす。

　神奈を見たことでそんな気持ちになるのはよくわかるのだが──

　何だそのポワンとした顔は？　そんな蕩とろけた顔、俺は一度も見たことねえぞ！

　やっぱり面白くない、未み来きであった。

「よし。ならば時間もないことだから、最初から全力でいかせてもらうぞ」

「どうぞ。お好きなように」

　永遠のことで不機嫌になっている未来は、拗すねた顔で適当に答えた。

　そんな未来を永遠は、「大丈夫なの？　あのバカお兄は……」といった感じの、呆あきれながらも心配している顔で見つめていた。

　未来の態度など気にとめることなく、神奈は精神を集中する。静かに周りを威圧しながら両腕を広げると、神奈の周りに無数の青白い光が発生した。

　小さな破裂音を放ちながら青白い光は点滅している。その正体が電光であることに気づくのに、大した時間はかからなかった。

　さすがは「雷鳴の女王」っていったところだな。あの青白い光、下手に触れたら火傷やけどどころじゃすまないだろうな。

「雷鳴の女王」というのは、神奈に与えられている称号だ。

　桁けた外はずれに強い力を持つ五ご帝てい。

　彼女たち女帝についている呼び名はあくまでも非公式なもので、周りが勝手に言っている異名でしかない。それに対して女王という呼び名は公式なもので、人格・実績・実力、全すべてにおいて秀でている魔女にしか与えられることはない。

　さすがに魔力単体に関しては、女帝と比べると大きく見劣りしてしまうのだが、それ以外の点では全てにおいて女王が上回っている。

「最新鋭の兵器」と「最高の指揮官」。

　女帝と女王はそういった種類のもので、どちらが優れているかと比べられるようなものではなかった。

「全力でいくからな。たとえ死んだとしても、責任は取らんぞ」

「いっ？　別に、殺す気で来なくてもいいんじゃあ……」

　神奈の周りを舞う青白い光が、大きさと音を増していく。まるでカミナリのように激しく光った次の瞬間、青白い光は神かん奈なの右手に収まった。

　神奈の周りの光は、上から下へと激しく瞬いては消えていく。

　その光景はまさに、雷鳴の女王といったところだ。

　神奈の右手に集まった光が形を成していく。細く長く形を変えた稲妻は、三ツ又の槍やりとなって神奈の右手に握られていた。

　すげぇ……永と遠わが見み蕩とれるのがよくわかる。なんだあの立ち姿は、尋常じゃないくらい格好いいじゃねえか。

　雷鳴でつくられた槍は未み来きを狙ねらっている。

　それがわかっていても見蕩れずにいられない。

　女王を越え、女神かと錯覚するほどに凜り々りしく美しい姿を見せる神奈は、槍を持ち替え、その切っ先を未来のほうに向けた。

　反身になり、タメを作る格好をしている。どうやら神奈は、雷鳴の槍を未来に向かって投げつけようとしているようだ。

「我が雷鳴──その身に刻めッッ！」

　周りを舞う光が、女王を敬うかのように激しく輝く。

　光の柱となった雷鳴群を突き抜け、蒼あおき槍は未来に襲いかかる。

　凄すさまじき重圧と迫力の中、未来は臆おくすることなく雷鳴の槍を見据えた。

　確かに会長さんは凄すごい……………だけど、五ご帝ていの一撃に比べれば、まだ────

　蒼き光を放つ雷鳴の槍。

　未来は自らの眼前に迫った槍に向け、紋章が浮かぶ右腕を伸ばした。

　紋章が浮かぶ右腕と雷鳴の槍が接触する。激しい音と光を放つと、雷鳴の槍は霧となって飛散してしまった。

「……なるほどな。こうもあっさり私の攻撃を凌しのいだとなると、認めないわけにはいかないようだな」

　渾こん身しんの力を込めた神奈の攻撃を、未来は右腕を伸ばすだけで簡単に防いでしまった。

　その光景を神奈は素直に受け入れる。自じ嘲ちよう気味に一度笑うと、神奈は周りを舞う青白い光をきれいに消し去った。

「まるで焦る様子を見せなかったということは、これ以上の攻撃を過去に受けたことがあるのか？」

「まあ、白はく銀ぎん帝ていと究きゆう極きよく帝ていの力を見たことがありますから。それと比べると、さすがに……」

「そうだったな。お前は白銀帝と対たい峙じしたことがあったんだったな。よし。それならばもう試す必要などはない。あの女の件についてはお前に任せるぞ。息の根を止めろとは言わん。ただ、奴やつが持つ魔石を破壊すればそれで全すべてが終わる」

「壊せる物なんですか？　あれって」

「無論、破壊することは可能だ。聞いたところによると、あの魔石は魔力をため込めばため込むほど、脆もろくなるという性質を持っているらしい。だから力を増したからといって諦あきらめることなく、あの魔石を破壊することに全力を注げ」

　断定ではないところが不安だったが、この場合は仕方がない。なぜなら誰だれ一人として、それを試したことはないのだから。

「じゃあ、後は夜を待つだけですか？」

「ああ。細かい打ち合わせの後、お前は自室で夜を待て。そしてどこかで戦いが始まったら、それに合わせて──」

　何だか急激に緊張してきた。

　この学園に通う魔女の命運は、紛れも無く未み来きの双肩にかかっていた。

「──お前は永と遠わと共に行動を起こせ」

　突然出てきた名前に、未来は緊張することも忘れ、素すっ頓とん狂きような顔で驚いてしまった。

「え？　あの……」

「何だ？　不満でもあるのか？」

「いや、そういうわけじゃなくて……………永遠と一緒にって、どういうことですか？」

　反射的に永遠の様子を窺うかがう。永遠はすでに聞いていたようで、未来とは違い覚悟を決めた顔をしている。

「そのままの意味だ。お前は永遠と共に行動し、あの女のもとを目指せ」

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ……何で永遠なんですか？　そりゃ、一人で行くよりは誰だれかがサポートしてくれたほうが有難いですけど……別にそれが、永遠でなくても……」

「色々と事情があってな。お前の父や神かん薙なぎの協力者から話を聞いた結果、それがベストだという結論に至った。そしてこちらにとっても、それは都合の悪い話ではなかったからな」

「色々な事情って……いったいどんな事情があるっていうんだ？　あんただってわかってるだろ？　あの、神薙久く遠おんって名前の魔女は……五ご帝ていを倒すほどの力を持ってるんだ。そんな力を持つ魔女のところに永遠を連れていって……何かあったらどうするんだよ？」

　敬語を忘れるほどに冷静さを失っている未来を、神かん奈なは動じることなく冷静な瞳ひとみで見つめていた。

「戦いが始まったらこの学園に安全な場所などない。全員が死力を尽くして、自分と周りの人間を護まもるために戦うことになる。それはお前にはわかるだろう？」

「そりゃ、それくらいのことは簡単にわかるけど……でも……」

「聞け。私は何も、永遠に死んでこいと言っているわけではない。お前と力を合わせ、敵を倒してこいと言っているだけだ。五帝と呼ばれる魔女は既に倒れ、私を含めた生徒会の魔女は、一般の生徒に指示を出すために自分の持ち場を離れることができん。そんな中で自由に動いても問題がなく、戦力となるほどの力を持っている魔女となると──」

　思わず、「なるほど」と納得してしまいそうになった。

　理屈から言えば、一年生である永と遠わは、確かに適材と呼べる人間であった。

「で、でも……だからって……」

　すでに論破されているため、何を言っても見苦しくなるだけだった。それがわかっていても、何か言いたくなってしまう。

　それくらい、永遠という人間は未み来きにとって特別なのだ。

「あの人形共は魔力を与えられた道具だ。ゆえに分類で言えば武装系の魔術になる。だからその点でも、精霊系の魔術を使う永遠は相性がいい」

　魔術には三つの系統があり、それぞれ「精霊系」「魔弾系」「武装系」に分類される。

　魔力を自然現象に変換して使用する「精霊系」

　魔力をそのまま形にして撃ち出す「魔弾系」

　魔力を道具に込め、思い通りに操る「武装系」

　この三つにはそれぞれに相性があり、その相性をつくことで比較的有利に戦いを進めることができる。

　永遠が操る炎の魔術は精霊系で、確かに神かん奈なが言うとおり、魔力で動く人形相手には相性が良いだろう。

「全すべて必然で決まったことだ。私の指示を受ける立場であるお前に、それを否定する権利はない」

「……」

「文句があるならお前の力で永遠を護まもれ。ただ、それだけの話だ」

　その一言が決め手だった。

　未来は文句を言うことをやめ、学園を統べる魔女、妃きさき神奈の指示に従うしかなかった。

「永遠。お前にはすでに話をし、承認をもらっているが……兄の前であらためて聞くぞ。それでいいな？」

　永遠は迷うことなく、強い口調で「はいっ」と答えた。

　そんな姿を愛いとおしく思ったのは、どうやら未来だけではなかったようだ。

　神奈が永遠に歩み寄る。永遠の頬ほおに手を添え視線を合わせると、家族を慈しむような優しい瞳ひとみで、神奈は永遠を見つめた。

「せ、先輩……」

　頬を赤らめ、永遠は恋する乙女のように、神奈の視線に照れていた。

「どうして……お前なのだろうな？　そんな宿命、お前には似合わないのにな」

　そして引き寄せられるように、神奈は永遠の体を抱きしめた。永遠は緊張で、小さく体を震わせた。

「……大丈夫です先輩。あたしは……御み堂どう永と遠わですから」

　心配してくれる神かん奈なに応こたえるように、永遠は優しい声音でそう言った。

　完全に二人の世界で、噴水も良い感じに二人を演出している。

　映画のようなワンシーンは、誰だれであろうが見入ってしまうほどに素敵なものであった。

　ただ世界中で、御堂未み来きだけは──

　何だよ宿命とか大げさな言葉なんか使って……気分良く二人の世界に浸ってんじゃねえぞ。ちくしょうめ。

　幸せそうな永遠を見て、人知れず拗すねているのであった。



　場所を変えて、未来の自室。

　夜に向けての準備をするため、未来は永遠と一緒に自室にこもっていた。

「ねぇ？　何で怒ってるのよ？　お兄」

「別にっ。何で俺が怒らないといけないんだよ。お前の勘違いじゃねえのか」

「その言い方が怒ってるみたいなんだけど……まあいいや。先輩に貰もらったドレスを着るから、お兄はちょっと廊下に出ててくれる」

「何で俺が部屋を出なきゃいけないんだよ。俺の部屋なんだからお前が出て行け」

「もうっ。何でさっきからそんなに不機嫌なのよ！　同行することを黙ってたのは悪いと思うけど……先輩が順序立てて説明するためだったんだから、仕方ないじゃない」

「はいはいそうですね。会長さんは偉いですよ。んじゃもう文句はないんで、勝手に出ていってくださいな」

　神奈を憧あこがれの目で見ていた永遠の姿が、頭から離れない。恋人のように抱きしめられていた永遠の姿を思い出すと、胸の奥のほうがムカムカして何だか面白くなかった。

「もうっ。いつまでもそんな風に怒ったりして……お兄ってば子供なんだから。ほら、言うこと聞かないとお尻しりペンペンしちゃうわよ。それが嫌だったら早く出ていってよ」

「嫌だ」

「そう。わかった。だったらとりあえずお兄の目を潰つぶして、何も見えないようにして──」

「わかりましたよ。出ていきゃいいんだろ？」

「うん。わかればよろしい。それじゃあ着替えが済んだら呼ぶから、お兄は廊下で待っててね」

　そうやって永遠に追い出される形で、未来はダラダラと自室を出ていった。

　永遠が着替えると言っているのは、戦闘用のドレスのことだ。

　特別な任務を受けたということで、永遠には、今までの物よりも機能において優れたドレスが贈られた。その着心地を試すために、永遠はドレスを着ようとしているのだった。

　永遠と一緒に神かん薙なぎ久く遠おんを倒せ……か。親父おやじも神薙の協力者って奴やつも、無責任なこと会長さんに言いやがって。別に永と遠わじゃなくても、精霊系の魔術を使える人間だったら他ほかにいるだろうに……

　それとも何か、永遠でなければいけない特別な理由でもあるのか？

　そんなことも考えた未み来きだったが、邪推だと割り切り、それ以上は何も考えないことにした。

　そのまましばらく待っていると、部屋の中から永遠の声がした。

　返事をして中に入ろうとするが、部屋の中から聞こえる永遠の声はどことなく様子がおかしい。一応警戒しながら部屋に入り、未来は視界に永遠を捉とらえた。

「お前……何してんだよ？」

「だ、だって……しょうがないじゃない。背中のファスナーに、手が届かないんだもん！」

　恥ずかしそうに顔を赤らめたまま、永遠は泣きそうな声でそう言った。

　永遠が貰もらったドレスは、神かん奈なが着ていた物と同じ、ロングスカート型のドレスであった。右側には大きなスリットが入っており、そこから永遠の健康的な脚が覗のぞいている。

　ただ今の段階では、全体のデザインを確認することはできなかった。

　なぜなら背中のファスナーは全開で、永遠はずり落ちそうなドレスを必死になって押さえている。両腕を使って胸の前でドレスを押さえているため、全くと言っていいほど上半身のデザインを見ることができなかった。

「んで、そんな着替えの最中なのに俺を招き入れたっていうことは……」

「ファスナー……上げてよ」

　恥ずかしそうな顔のまま、永遠はどことなく悔しげにそう言う。

「まったく。それくらい一人でどうにかしろよな」

「うるさいバカお兄！　しょうがないじゃない……こういう作りになってるんだから」

「わかったよ。それじゃあどうにかしてやるから、背中向けろ」

「うん。わかった」

　素直な態度を見せる永遠だったが、顔は拗すねたままだった。

　こんなもん、背中に手を伸ばせば簡単に……………………

　油断していたのがマズかった。

　真っ白でみずみずしい永遠の背中。

　腕を胸の前に回しているため、完全に背中が丸見えになっている。

　指でなぞりたくなる背中のライン。思わず目で追った先には背中から繋つながる首筋があり、普段見慣れていないため、嫌でも視線を奪われてしまう。

「ね、ねぇ……早くしてよ。お兄」

「え？　あ、ああ……わ、わかってるよ」

　返事はしたが行動に移せない。というよりも全力で、体がファスナーを上げることを嫌がっている。

　もっとこの背中を見ていたい……

　逆らいがたい欲望に素直に従い、未み来きは永と遠わの背中に見入っていた。

　やばい……やばいやばいやばい。この背中に、触りたい。そんなことしたら永遠にぶっ殺されるのわかってるけど……この背中を、指でスウッと撫なでてやりたい……というか、今すぐそうしないと……俺の頭はおかしくなってしまう。

　荒くなった呼吸を抑えるため、生なま唾つばを飲み込む。

　もう、死んでもいいから、自分の欲求に応こたえてやろうと思った。

　背中に手を伸ばす。永遠の真っ白い背中は、無防備に晒さらされたままだった。

　あっ……

　ふと気づいた。

　永遠が不安で、小さく震えていることに。

　そしてそれを見たことで、未来の欲求は消し飛びどこかへと行ってしまった。

　そっか……そうだよな。永遠だって、好きで危ない所にいくわけじゃないんだよな。それが自分の役目だから仕方なく行くだけで……永遠だって、恐こわいに決まってるよな。

　そう思うと、今度は違う欲求が胸に湧わき上がってきた。

　愛いとしいという気持ちのまま、未来は永遠を背中から抱きしめた。

















「えぇ？　ちょ、ちょっとお兄……何してるのよ？　ファスナーを上げてって言ってるだけで……別に、抱きしめてなんて……」

「大丈夫だよ。俺がお前を護まもってやる……だからお前は、怖がらないで自分の役目を果たせ」

「え？　い、いきなり何言ってるのよ、バカお兄。そんなこと急に言われたら、あたし……」

　それ以上は何も言わず、永と遠わは自分の体を抱きしめている未み来きの腕に手を添えた。

「ねぇ？　離して……くれないの？　まだ、ちゃんと服を着てないんだから……こんなの、エッチだよ……」

　永遠の声音は熱っぽく、文句なしで色っぽい。

　そんな妖あやしい声に当てられ、未来は一気に興奮する────ことなく、一気に冷静になって、事の重大さを理解してしまった。

　し、しまったぁぁぁッ。俺はいったい何をやっているんだ……着替え中の妹を抱きしめるなんて……これじゃあただの変態野郎じゃないか！

　現状を理解すると、途端に怖くなってきた。このまま変態野郎の称号を授与されることだけは何としても避けたい。

　静かに、何事もなかったかのように、未来は永遠の体から離れることにした。

　ちょっとだけ体を動かす。すると永遠は何を勘違いしたか、未来の胸に体を預けてきた。

　な、何をしてるんだコイツは……こんな風にいい雰囲気になってどうする？　お前は永遠なんだから、ここは文句の一つでも言って、俺を殴り飛ばすのが筋なんじゃないのか？　おいっ！　そうだろ？　何とか言えよこの野郎っ！

　というのは全すべて心の声なので、当然永遠には何も伝わっていない。

　それどころか永遠は、未来が何も言わないこの状況に酔いしれているようで……別人のように大人しくなり、体を未来に委ゆだねていた。

　まずい。これはまずいぞ……これはきっと、俺を地獄に堕おとすための死亡フラグだ。このまま発展して、本格的に抜けられない泥沼にハマる前に、とりあえず永遠から……

「ねぇ……お兄……ベッドに、いこ」

　息の根が止まるかと思う一言だった。

「お、お前……いったい何言って……」

「だってぇ……こうやって立ったままより、寝転んで抱きしめられてるほうが好きなんだもん。朝だって……お兄が、あたしにあんなことするから……体が、熱くなっちゃって……」

　永遠は完全に魔法にかかっている。

　自分が何を言っているのか。今の永遠は、全くわかっていないはずだ。

「お兄のせいだよ……お兄が、あたしをこんな気持ちにさせたんだよ……だから、責任取ってよ、バカおにい…………だから……だから早くベッドにいこ。早くベッドで……永と遠わをいっぱい抱きしめてよ……ね？　はやく……おにいちゃん……もう、我慢できないよぅ」

　スイッチが入ってしまった永遠の猛攻を受け、未み来きは瀕ひん死し状態になっていた。

　だ、誰だれか、助けて……

　前に進めず、後ろにも下がれず。

　このまま、とりあえず呼吸を止めて死のうと思った未来だったが……

「何が我慢できないのですか？　永遠さん。よろしければ、ぜひ聞かせていただきたいのですが」

「え？　そんなの、決まって……………って、純じゆんっ！　何で純がここに……って、痛い！」

　こういう場面で決まって邪魔をしに来るのは──超ヤキモチ妬やきの、あの妹であった。

　突然現れた純に驚き、永遠が激しく体を動かす。すぐそばに未来の頭があったため、二人は大きな音を立てて頭をぶつけてしまった。

　さっきまでの色っぽい雰囲気は純の登場により、一瞬でカオスへと変わってしまった。

「いてて……何だよ？　いきなり動くなよ」

「だってしょうがないじゃない。純に驚いちゃったんだから……それよりも……」

「わかってる。わかってるから何も言うな。純の目を見たら──石にされちまうぞ」

　などと言いつつも、未来は恐る恐る純の様子を窺うかがった。

　これがもう本当に、見たこともないくらいに、冷たくて暗い目をしている。一瞬、魔界の悪魔と目が合ったのかと錯覚する程であった。

「……で、純は、いったい何でここに？」

「はい。お兄さんにお話があるため、お邪魔とは思いましたが、こちらに寄らせていただきました。するとどうやら本当にお邪魔だったようで──」

　抜き足、差し足、忍び足で、永遠はそーっとこの場から逃げ出そうとしている。

　それを黙って見逃すほど、純の心は広くない。

「永遠さん」

「ひゃんっ……………え、ええっと……な、なぁに？　純」

　永遠は一目でわかる、作り笑顔を浮かべていた。

「背中のファスナーを上げられないのであれば、私がお手伝いしますが」

「え、ええっと……だったら、お願いしちゃおっかな」

　純を警戒しながらも、永遠は素直に申し出を受け入れ、純のほうへと背中を向けた。純はファスナーに手をかけると、あっさりと上へと上げた。

　それで用件は終わったはずだが……純は永遠の背中から離れようとしない。

　顔を永遠の耳元に寄せると、物静かで恐こわい仕返しが始まった。

「ベッドに行って、お兄さんといったい何をするつもりだったのですか？　そもそも、どうしてベッドに行く必要があるのですか？　もうすでに永と遠わさんはお兄さんに抱きしめられているのですから、それで満足するべきではなかったのですか？　それでも物足りないと思うということは……永遠さんは欲深く、業が深い人間なのだということではないのでしょうか？　知ってますか？　永遠さん。欲深い人間は死ぬと、餓鬼界と呼ばれる地獄に堕おちるそうです。そこでは決して満たされることのない飢餓感に襲われて────」

　などということを、淡々と耳元で永遠に説明し続ける純じゆん。

　最初は耐えていた永遠も、後半になると心がポッキリと折れてしまった。

　逃げるようにしてベッドに飛び込むと、永遠は枕まくらを頭に被かぶり、必死になって現実から逃避していた。

「ごめんなさい、ごめんなさい。もう悪いことはしないから、地獄にだけは堕とさないでください」

　そんなことを言いながら、永遠はブルブルと震えている。純はそんな永遠を、満足そうに見つめていた。

「あらあら。私はただ世間話をしただけなのですが……永遠さんはいったい何に怯おびえているのでしょうか？　ねぇ、お兄さん」

　ああ、次は俺の番か……

　心を破壊された永遠を見て、覚悟を決めるしかない未み来きだった。

「それでは永遠さん。お話をするために少々お兄さんをお借りしたいのですが……よろしいですか？」

「うん。お兄なんて地獄に堕としてもいいから……そんなに怒らないでよ、純ん……」

「永遠さんは何を言ってるんでしょうね。私は別に、怒ってなどいないのに……それではお兄さん。こちらへどうぞ」

　純に促され部屋を出ていく。

　永遠は依然として枕を被り、純が見せた深い闇やみに怯えていた。

「それでは永遠さん。お兄さんが戻るまで、良い子で待っていてくださいね」

「はい……」

　朝とは真逆の光景。今度は純が、永遠を見事に調教したのであった。

　とりあえず夜のことがあるので、一生癒いえないような傷だけは負いませんように。

　そんなことを神に祈り、未来は自室を後にした。



「……で、純。話って何だよ？」

　純によって、未来は外まで連れ出されていた。

　ずっと無言で、まだ怒っているのかと思ったが、どうもそうではないようだ。

　纏まとっている空気は真剣そのもので、冗談めいた雰囲気は欠片かけらもない。

　前を歩いている純じゆんが振り返る。

　いつもどおりの立ち姿には、いつもとは違う緊張感が宿っていた。

「今晩……神かん薙なぎの人間と一戦交えるそうですね」

「ああ。その通りだけど……どこで聞いたんだ？」

「私はそういう種類の人間ですから……そういう情報は、耳に入ってくるようになっています」

　神薙研究所で、戦争の道具として育てられた純。情報を集めることなど、彼女にとっては簡単な話なのだろう。

「それで、そのことについてお兄さんに聞きたいことがあるのですが……」

「何だよ？　聞きたいことがあるんだったら遠慮せずに聞けよ」

「はい。ですがその前に──」

　突然、純は未み来きに対して背中を向けた。

「永と遠わさんと同じように、私のことも抱きしめてくれないと……全く話をする気にならないのですが……どうしますか？」

「……やっぱり、根に持つタイプだよな。お前って」

「さあ。お兄さんが何を言っているのかよくわからないのですが……とにかく私は、公平性を保つためにもそうしたほうがいいかと思うのですが」

「はぁ……わかったよ。じゃあ、これでいいか？」

　後ろから純をギュッと抱きしめてやる。

　純は何も言わなかったが、確かに満足しているようだった。

　抱擁を終えると、純はこれでもかというくらいの、「してやったり顔」を未来に見せた。

「ありがとうございます、お兄さん。それでは、あらためて質問をさせてもらいますが──お兄さんはこの戦いを、どうやって終わらせるつもりですか？」

「どうって……そんなの決まってるだろ。神薙久く遠おんが持ってる魔石を破壊して、終わりにするんだよ」

「そうですか。ということはやはり、お兄さんはまだ真実を聞いていないのですね」

「し、真実って何だよ？　誰だれかが俺に隠し事をしてるっていうのか？」

「そういうわけではありませんが……お兄さんはまだ、大切なことを知りません。それではあの魔石を破壊することは不可能です」

「何だよ、大切なことって……知ってるんだったら教えてくれ。お前は何を知ってて、俺は何を知らないんだ」

　純はその問いに答えなかった。

　ただ静かに視線を落とし、ただ静かに呟つぶやいた。

「全すべてを終わらせることができるのは──神薙久遠だけ。お兄さんにとってとても大切なことなので、私の口からはそれだけしか言えません」

「どういうことだ……意味がわからないぞ。勿もつ体たいぶった言い方してないで、知ってることがあるんだったら、全部教えて──」

「教えてくれ」という自分の言葉が、頭の中に引っかかった。

　どうして純じゆんは、自分が知らない神かん薙なぎの秘密を知っているのだろう……

「純……お前はどうして、この学園に戻ってきたんだ？　お前が戻ってきたことに合わせて、神薙久く遠おんって子は行動を起こした。まるで、そうすることが決まっていたかのように……まさか、お前まだ神薙と──」

　純は、これっぽっちの動揺も見せなかった。

　ただ静かに、小さな唇を動かす。

「私は、神薙で代表を務めていた男性に育てられました。その方は私を可愛かわいがってくださり、私も、その方を慕っていました。今は故人となられた方なのですが……その方は最期に、私にこう仰おつしやりました。『娘である神薙久遠を、護まもってやってくれ』と」

「神薙久遠を護れ……じゃあ、お前がこの学園に戻ってきた本当の理由は……」

　未み来きの願いも虚むなしく、純は首を縦に振った。

「はい。私は──神薙久遠を護るために、この学園に戻ってきました」

　体中の力が一気に抜けた。

　信じていたものに裏切られたという気持ちが、未来の心を激しく蝕むしばむ。

「どうして……お前は、神薙と縁を切ったんじゃなかったのか？」

「はい。それは間違いありません。私はすでに、神薙とは何の関係もない人間になっています。ですが……その方のその願いだけは、別なのです。もしもその願いを受け入れなかったら、私は一生後悔することになる。そう思ったから、私はその願いを聞き入れることにしたのです」

「なんで……その男ってのは、お前にとってそれほど特別なのか？　お前を犠牲にして、この学園を潰つぶそうとしていたような奴やつなんだぞ。どうしてそんな奴に、恩義を感じる必要があるんだ？」

「私に学園を潰すよう命令を出した人と、その方は別の人物です。その方はある事情により、最強の魔女を造るという神薙の目的に疑問を持つようになられていましたから……晩年は、神薙の道具である私を、実の娘のようにとても大切にしてくださりました。ですが、抑止力になるほどの魔女を造るという、神薙の意思自体を否定することはなく……最後は迷いを抱かれたまま、この世を去られました」

「止めることができたのに、止めなかったんだろ？　それでもお前を大切にしてたっていうのか？」

「最強の魔女こそが、最高の抑止力になる。その結果争いは無くなり、誰だれも傷つかないようになる。そのためでしたら、多少の犠牲はしょうがないですから」

「お前がいなくなることは……多少の犠牲で済むような話じゃねえよ」

「ありがとうございます。お兄さんのその言葉だけで、私は満足です」

「じゃあ、神かん薙なぎとの約束なんて忘れちまえよ。俺はこの学園の魔女のために、あの子と戦うことになる……そんな子を、お前が護まもるっていうんだったら……」

　純じゆんの顔が見られなくなってきた。

　お前は俺の敵なのか？

　その答えを聞くのが、怖かった。

「お兄さん……嬉うれしい。それほどまでに、私のことを心配してくださるのですね」

「当たり前だろ。俺たちは家族なんだぞ……だから、だからっ」

「大丈夫です。全すべては、お兄さんのためですから」

「俺のため？　神薙久く遠おんって子を護ることが、どうして俺のために……」

　純は申し訳なさそうに、か弱く笑うだけだった。

　未み来きに悪いと思いつつも、心配してくれていることを喜んでいるようだった。

「忘れないでください。私は誰だれよりも、お兄さんのことを想おもっています。だからこそ、命を懸かけても神薙久遠を護ると決めたのです。今はただ──それしか言えません。とても大切なことだから、私の口からは何も言えないのです」

「何だよ、隠し事なんてやめてくれよ。俺は……俺は一秒たりとも、お前を疑いたく──」

　突然背後から、聞き慣れない金属音が聞こえてきた。

　反射的に身をすくめ、確認した先にあったのは──一本の小さなナイフだった。

「これは……」

　それは、純が魔術を使用するためのナイフだった。純が使う魔術は武装系で、このナイフに魔力を込め、相手の影に隠すことで思い通りに操ることができる。

　そのナイフが後ろに落ちていたということは、純が何らかの意思を持って、ナイフをその場に出現させたということだ。

「純？」

　真意を聞こうと思ったが、すでにそこに純の姿はなかった。

　きっと、ナイフを囮おとりにして、ここから逃げ出してしまったのだろう。

「来るのが突然なら、帰るのも突然かよ……ったく、忍者みたいな妹だな」

　純が隠している真実の正体は、まるでわからなかった。

　ただはっきりしていることは──純は、神薙久遠を護ろうとしている。

　それだけは、疑いようのない事実であった。

　神薙久遠は俺の敵なんじゃないのか？　それとも俺の知らない何かが隠されているのか？

　そんなことを考えていたせいで、しばらくの間その場を動くことができなかった。

　そんな未み来きをどこかで見ていたかのように──その電話は掛かってきた。

　ポケットに入っている携帯端末が震える。表示されている番号に見覚えはなかったが、こういう状況なので誰だれからの電話でも不思議ではないと思い、未来は通話ボタンを押した。

「もしもし、御み堂どうですけど」

「あ、もしもし、お兄ちゃんですか？　良かったぁ。戦いが始まる前に、お兄ちゃんとはお話をしたいなって思ってたんです」

　返ってきたのは少女の声。礼儀正しい口調は、嬉うれしさでテンションが上がっていた。

「キミは……神かん薙なぎ久く遠おん？」

　宿敵からの突然の電話に、未来の心臓は強く鳴った。

「はい、そうです。嬉しいな。ちょっとだけしかお話できなかったけど、ちゃんと覚えててくれたんですね。やっぱり……お兄ちゃんと私は特別なんですね」

　理解に苦しむくらい、久遠は嬉しそうでテンションが高い。話せる機会があれば数多くのことを聞きたいと思っていた未来だったが、戸惑いのせいで上う手まく言葉が出なかった。

「お兄ちゃんは、もう私のことを聞きましたか？　生徒会長っていう、偉そうな女に事情を説明しておいたんですけど……」

「ああ。それだったらもう聞いてるよ。キミは……仮面を被かぶった少女たちを操り、戦争を起こそうとしてるんだろ？」

「戦争って言われたら、ちょっと心外ですよお兄ちゃん。私は、その戦争を未然に防ぐために、最強の魔女になろうとしてるんですから。だから、力を手に入れるための正当な手段だって思ってくださいよ」

　電話から伝わる声には、後ろめたさが微み塵じんも感じられない。

　さすがは神薙の姫だ。

　その思考や価値観は、完全に神薙の色に染まっている。

「そのために多くの魔女を犠牲にしてもいいって思ってるのか？　そんなの……」

「間違っていると思うのは、お兄ちゃんが正しい答えをまだ知らないからですよ。楽しみだな。早く、最強の魔女になった私の姿を、お兄ちゃんに見せてあげたい……そうすればきっと、私や、神薙の人たちが言ってることの意味がわかるのに」

「そんなのわかるわけないだろ！　戦争のための道具としての力なんて……俺には一生理解できねえよ」

　電話の向こうで、久遠は悲しそうにため息をついた。

「お兄ちゃんの……馬ば鹿か。わかりました。物わかりが悪いお兄ちゃんには、ちゃんと私の力を見せてあげます。その時になって私を見直しても、もう遅いですからね。意地悪なお兄ちゃんなんて、大嫌いですからね」

　恋人のような物言い。

　こんな状況でなければ、久く遠おんを可愛かわいいと思ったのだろうか。

「……キミは、どうして俺のことをお兄ちゃんって呼ぶんだ？　俺が知ってる限り、俺とキミには何の繋つながりもないはずだ。なのになぜ……」

「お兄ちゃんと私には、特別な繋がりがあるからですよ」

　思いつめたような久遠の声に、未み来きの体は小さく震えてしまった。

「私の体に刻まれた紋章……これは、お兄ちゃんのものと同じなんですよ。私はこの力を手に入れたおかげで、魔力を集めることができるようになりました。わかりますか？　お兄ちゃん。お兄ちゃんがいなければ、私は最強の魔女になることはできなかった。私とお兄ちゃんを繋ぐ、他ほかの人間にはない私たちだけの絆きずな。お兄ちゃん……こんな特別な関係、世界で私たちだけですよ」

「その紋章は、俺のものってわけじゃない。親父おやじの仕事の関係で、たまたま手に入れることができただけで……俺が生まれ持った力ってわけじゃない」

「そんなことないですよ、お兄ちゃん。もっと自信を持ってください。この力は、元々は神かん薙なぎが研究している力でした。ですが、誰だれもその力を最大限発揮することはできず……本来なら、失敗作として消えていく運命でした。それを実用化したのはお兄ちゃんです。吸収した魔力をため込む器。それが足りないことに気づかせてくれたのはお兄ちゃんです。お兄ちゃんがいなければ……私はこの場にはいなかったのですから」

「俺の存在が……キミを生んだっていうのか？」

「はい。お父さんが私にこの力を与えてくれたことで、私は今の自分になることができました。だからあなたは私のお兄ちゃんです。それを否定することは……誰にもできませんし、誰にもさせません。お兄ちゃんはずぅっと……私だけのお兄ちゃんですから」

　たまに感じる怖さの正体。それは久遠が隠し持つ狂気によるものだろう。

「体に刻まれた紋章を見るたびに……私はお兄ちゃんのことを考えていました。どんな人なんだろう？　優しい人なのかな？　私のことを、ちゃんと可愛がってくれるかな？　実際にお兄ちゃんに会うまでの間、私は色んなことを考えていました。そのたびに私の胸は高鳴っていって……今ではもう、お兄ちゃん抜きの私なんて考えられません。だからお兄ちゃん……はっきり言いますね。私は──神薙久遠は、お兄ちゃんを愛しています。誰にも渡しません。お兄ちゃんは────私だけのものですからね」

「……………それを伝えたくて、俺に電話してきたのか？」

「はい。夜になると色々と忙しくなると思ったので、先にお兄ちゃんに連絡しておくことにしました。全すべてが終わり、私が神薙の目指した最強の魔女となった暁には……必ずお兄ちゃんを迎えに行きます。お父さんはもうこの世にはいないので……お兄ちゃんだけが、私にとって家族と呼べるような存在ですから。だからお兄ちゃん……早く、逢あいたいな」

「……夜になれば会えるさ。俺たちは──そういう関係なんだから」

「ふふ。そうですね。お兄ちゃん……またね」

　そう言って、電話は切れた。

　未み来きは携帯端末をポケットに仕舞うと、空を見上げた。

　神かん薙なぎ久く遠おん……俺はあの子に、会わないといけないんだろうな。

　運命が連れてきた最強の魔女。

　自分を兄と慕う彼女を思い浮かべ──未来は静かに、夜を待つことにした。





　静かな病室。眠っているのは姫のような容姿をした、一人の少女だった。

　神じん宮ぐう院いん貴き美み子こ。

　究きゆう極きよく帝ていと呼ばれる彼女は、神薙久遠に力を奪われ、昏こん睡すい状態となりベッドの上に寝かされていた。

　そのそばにいるのは、沙さ夜や一人だけ。

　親友である貴美子のことが心配で、寄り添っていたのだった。

　貴美子がこうなった事情は、沙夜も聞いていた。

　夜になれば、病院はもっと騒がしいことになるだろう。

　人の怪け我がを癒いやすという能力を持つ沙夜は、特別に病院に留まることを許された。それ以外の戦う力を持つ魔女は、夜に向け、学園の各エリアで戦闘の準備を整えている。

　必要最低限の人間しかいない病院は、不気味なくらいに静かだった。

「貴美子さん……これから、どうなっちゃうんですか？　こんなところで眠ってないで……答えてくださいよ。貴美子さん……お願いです」

　究極帝という異名は伊だ達てではない。

　貴美子は、その呼び名に相応ふさわしいだけの実力を持っている。そんな貴美子が、今は物言わぬ人形のように静かに眠っている。

　それが事態の深刻さを、否が応でも物語っていた。

「嫌ですよ……みんなが傷つく姿なんて、わたしは……」

　不安に押おし潰つぶされそうで、沙夜の目からは涙がこぼれた。眼鏡を外し、その涙を拭ぬぐう。眼鏡を外した沙夜は、美少女と呼ぶに相応しい、可愛かわいらしい顔をしていた。

　だけど今は誰だれ一人として、その顔を目にすることはない。

　静かすぎる病室。ただ、沙夜がすすり泣く声が聞こえた。

　そんな中、病室の外から誰かの足音が聞こえた。部屋の前で立ち止まり、少しの間を置いた後、足音の主は貴美子が眠る病室へと入ってきた。

「る、瑠る璃りさん……」

　入院服を着た瑠る璃りは、いつものようにポケットに両手を入れ、無愛想な顔をしていた。

　無言でこちらに歩み寄ってくると、瑠璃は貴き美み子この顔のそばに立った。

「いつまで寝てるの？　バカ。こんな時に眠ってるなんて、らしくないじゃない」

　そう言うと瑠璃は片手をポケットから出し、貴美子の頬ほおを抓つねった。だけど何の反応も返ってこない。瑠璃は寂しそうな表情を見せると、それ以上は何もせず、無言でポケットに片手をおさめた。

「ねえ、頼んでた物……持ってきてくれた？」

「あっ、はい……それでしたら、そこの紙袋に入ってますけど」

「そう。ありがとう」

　無愛想にそう言うと、瑠璃はそばにあった紙袋から中身を取り出した。

　それは──瑠璃のために仕立てられた、白銀のドレスだった。

「でも、どうしてそれを……」

「決まってるじゃない。私には、やらないといけないことがあるから」

　瑠璃は躊ちゆう躇ちよすることなく、着ている入院服を脱ぎ捨てた。

　下着姿になっても照れる様子はない。膨らみかけの小さな胸を晒さらしたまま、瑠璃は紙袋からもう一つ、大切な物を取り出した。

　それは──白い魔石のついたチョーカーだった。

「まさか……戦うつもりなんですか？　無理ですよ。瑠璃さんは怪け我がをしていて……それに魔力だって、貴美子さんみたいに奪われたはずじゃあ……」

「大丈夫よ。怪我は我慢すればいいし……魔力だったら、魔石があるから」

　狼おおかみのように気高い瑠璃に、首輪のようなチョーカーが似合うとは思えなかった。だけど実際に首に巻くと、不思議なほどに今の瑠璃の姿とマッチしていた。

「魔石をつけるのは、いつ以来だったかな？　もう、覚えてないや」

　首にチョーカーを巻いた瑠璃は、愛いとおしそうに、ついている魔石を指で撫なでた。

　下着姿にチョーカーというおかしな格好。だが、瑠璃がそれを恥じる様子はない。

　少女が魔女に変わろうとしているその姿は、妖あやしくもあり美しくもあった。

　基本的に、魔女は魔石を身につけることで、魔術を使えるようになる。だが例外的に五ご帝ていだけは、魔石を身につけることなく魔術を使用する。

　その理由は簡単なもので、桁けた外はずれの力を持つ五帝が魔石を身につけると、魔力が暴走し、制御できなくなるという恐れがあったからだった。

　だから五帝は原則として、魔石を身につけないようにしている。だが、緊急時に限り特別に使用が許可されるということで、魔石自体は所有していた。

　久く遠おんに奪われたことで魔力が弱まっている今の瑠璃なら、何の問題も無く魔石を身につけることができる。

　チョーカーを首に巻くと、瑠る璃りは続いて白銀のドレスに袖そでを通し始めた。

「私は……ずっと、逃げてきた。怖いことや辛つらいこと。大切なものを失うのが嫌で……ずっとずっと、私を傷つけようとするものから逃げてきた。そんな私を護まもろうとしてくれたのが……貴き美み子こであり、兄様たちだった」

　眠り続ける貴美子を見る瑠璃の瞳ひとみは、どうしようもなく寂しげだった。

「だから今度は私が……護らなければいけない大切な人たちを、護ってあげたい。受けた恩は絶対に返す。たとえそれで私が死ぬことになったとしても……後悔はしない」

「瑠璃さん……」

　少女は腕を伸ばし、白銀のドレスを着終わる。

　その瞬間、一人の少女は魔女へと姿を変えた。

　白銀の魔弾を操る──白はく銀ぎん帝ていと呼ばれる、強き魔女へ。



「私は──白銀帝の宿命に殉ずる。だから……もう行くね」



　心配で涙を流しながらも、沙さ夜やは瑠璃をとめなかった。

　精一杯の笑顔で、沙夜は親友を送り出す。

「……る、瑠璃さん、約束ですよ……ちゃんと帰ってこないと……ゆ、許しませんからね」

















「うん。いってきます」

　らしくない態度で綺き麗れいな笑顔を残し、瑠る璃りは病室を出ていった。

　魔女たちの命運をかけた夜が来る。

　手負いとなった白はく銀ぎん帝ていは覚悟を胸に──

　──戦いが、始まろうとしていた。










３　「魔女たちの夜─序章─」



「よしっ。準備はできてるから……頑張ろう、お兄」

「ああ。泣き言とかはナシだからな」

「そんなのわかってるって。お兄こそ気合入れてよね！」

「いてぇッ。いきなりケツを蹴けるんじゃねえよ！」

「気合入れてあげたんだから。文句言わないでよね」

　悪びれることなくそう言うと、永と遠わは人懐っこい笑顔を未み来きに見せた。

　緊張感がない永遠の態度に、未来は半分呆あきれていた。

　永遠の奴やつ……事の重大さがわかってるのか？　遊びに行くわけじゃねえんだぞ。

　未来の部屋がある宿泊施設の前。

　あたらしいドレスを着た永遠以外、そばには誰だれもいない。空はすでに暗くなっており、辺りからは魔術の音と光が漏れ聞こえていた。

「それで……どうなのお兄。どこに行けばいいのかは、ちゃんとわかってるの？」

「ああ。何となくだけど感じるんだ。とんでもない魔力を放ってる奴が学園にいる。状況から考えて……そこが目的地だと思って間違いないだろうな」

「よしっ。だったら行こう、お兄。早くしないと、手遅れになっちゃうかもしれないよ」

「ああ。わかってる……よ……」

「うん？　どうしたの？　急に恥ずかしそうな顔しちゃって」

「いや……お前のドレス、ちょっと派手すぎないかと思って……」

「え？　ちょっ……急に何言ってるのよ。照れるじゃない……ばか」

　胸元と肩が大胆に露出した赤いドレス。ロングスカートには、上半身に負けない大胆なスリットが入っている。

　魔術の邪魔をしないため、露出が増えているということはわかる。が……直視できないほどの色気を、無防備に放っているのは困りものだ。

　胸の谷間を見ると、妹が女であることを嫌でも思い知ってしまうのであった。

「別に……お兄のためにこんな格好してるわけじゃないもん。だから、許可なくそんなにジロジロ見ないでよね。変態バカお兄」

「そんなのわかってるよ。だからもう……できるだけ見ないようにするから、お前もあんまり意識するなよ」

「ふんっ。偉そうに言わないでよ。お兄があたしをそういう目で見るのが悪いんだから、ちゃんと反省してよね」

「わかったよ。ったく、ちょっと見ただけでブーブー言いやがって」

「べぇー。エッチなお兄が悪いんだもんね」

「……生意気」

　小生意気な永と遠わのことは気にせず、意識をこれからのことに向けようと思った。だが──

「全部終わったら……二人っきりでちゃんと見せてあげるから……それまで我慢してよ。エッチ」

　永遠が囁ささやいた言葉のせいで、未み来きの思考はかき乱されまくるのであった。

　くそ……いつでもどこでもどんな時でも、俺のことを困らせやがって……

　恨みがましい視線を向けると、永遠は照れた様子でそっぽを向いた。

　永遠とのじゃれ合いを終わらせ、本来の役目へと戻る。

　右腕の紋章が、強大で特異な魔力の存在を知らせている。さすがに正確な位置を把握することはできないが、方向だけならわかる。

　海に浮かぶ孤島の上という特殊な環境。方向がわかるだけで充分だった。

「よし。それじゃあ行くぞ。覚悟はいいな？」

「うん。わかってるよ。お兄」

　もう冗談は口にしない。心と体を戦闘用のものに入れ替えると、二人は魔力を感じる方向にある、学園を目指して走り始めた。



　未み来きの部屋がある宿泊施設から学園まで、人影らしい人影は存在しなかった。

　男である未来の部屋は女子寮などから離れていて、元々人があまり来ない場所に建てられていることに加え、今日という日だ。何の目的もなくこんな場所をうろついている人間など、存在するわけがなかった。

　この学園は東西南北四つのエリアに分かれており、未来たち以外の生徒はそれぞれのエリアで戦っている。戦場を四つに分けたのは久く遠おんの考えで、そうすることで、本体である自分の存在を隠そうとしているのだろう。

　遠く離れた場所から聞こえる、魔女たちが奏でる戦いの音。

　未来はその音を聞きながら学園を目指していた。

「ねえ、お兄。みんなは……大丈夫かな？」

　そばを走る永と遠わがそんなことを聞いてきた。安心できるようなことを言ってやりたいが、あまり無責任なことを言うわけにもいかない。

「大丈夫だって。みんなが優秀なのは、俺よりもお前のほうがよく知ってるだろ。それに、指揮してるのはあの会長さんなんだ。そう簡単にやられるわけねえよ」

「そ、そうだよね。みんなは、大丈夫だよね……ごめんねお兄、変なこと聞いて。あたしたちはあたしたちで、頑張らないと」

「ああ、その意気だよ」

　南エリアへと続く大階段が見えてくる。

　頂上では噴水が水を噴き上げている。神かん奈なと一戦を交えたその場所は、昼と夜で全く違う顔を見せていた。

「お兄！　あれ！」

　声の先にいたのは、仮面を被かぶった例の少女たちだった。

　未来たちを見下ろすようにして、仮面の少女たちは階段の途中に立っている。

　制服姿の少女たちが、ざっと見るだけで十数名。その奥、最上段となる噴水の前には、ドレスを着た四人の仮面の少女がいる。

　雰囲気から察するに、あの四人は久遠を護まもるための親衛隊といったところだろう。

「こんなところで見張りをしてるってことは……やっぱり、お兄が感じたとおり……」

「ああ。総大将がこの先にいるってことだ」

　各エリアに戦力を分散させ、自分は敵の本拠地である学園に身を隠す。準備を整えてきたというだけあって、その戦略は見事だった。

　辺りにこの学園の魔女は一人もいない。仮に誰だれかに伝えたとしても、援軍を望むことはできないだろう。

　未来と永遠。

　二人だけで、仮面の少女たちの護まもりを突破しなくてはいけない。

「覚悟はいいか？　もう、ここまで来たら行くしかねえぞ」

「わかってるわよ。お兄も、あたしの足引っ張らないでよね」

「それはこっちのセリフだ！」

　気合を入れるためのやり取りを済ませると、永と遠わは仮面の少女たちに向かって紅ぐ蓮れんの炎を放った。

　それがきっかけとなり、戦いが始まる。

　仮面の少女たちは永遠の炎をかわすと、瑠る璃りとの戦いで見せた赤黒い魔弾を発射してきた。

「永遠っ」

　未み来きの声に合わせ、永遠が後方へと跳ぶ。未来は永遠の前に立つと、撃ち出された魔弾に向かって紋章が浮かぶ右腕を突き出した。

　赤黒い魔弾は未来の力により、霧となって消滅する。それを確認すると、永遠は再び前線に立ち、仮面の少女たちに紅蓮の炎を放った。

　未来と永遠が見せる抜群の連係を前に、仮面の少女たちはうまく攻め込むことができない。永遠の炎に押し返される形となり、仮面の少女たちは階段を上がった。

　こんなところで足踏みしてる暇はねえ。この子たちはただの雑魚なんだ。このまま一気に突っ切って、一刻も早く神かん薙なぎ久く遠おんのもとに……

　焦りを見せた未来の隙すきをつき、二人の少女が未来たちの左右へと移動する。その両方が、赤黒い魔力でできた魔剣を造り出すと、ほぼ同時というタイミングで、未来に斬きりかかってきた。

「ヤバいッ」

　紋章がある右腕を使い、右からの攻撃を無効化する。だが、左からの攻撃には対処が間に合わない。

　ダメージを受ける覚悟をした未来だったが、その覚悟は無駄に終わった。

「『紅蓮の赤フレイムレツド──』」

　声に合わせて腕を振ると、永遠の周りに無数の火球がつくり出された。

「『──発火イグニツシヨン』」

　掛け声に合わせ、無数の火球は火柱へと姿を変える。

　渦を巻きながら燃え上がる無数の火柱が、未来を襲った仮面の少女たちを飲み込む。

　紅蓮の炎により、空中へと体を舞い上げられる少女たち。

　空中で、仮面についている魔石が音を立てて砕け散る。すると舞い上げられた少女たちはみるみるうちに小さくなっていき、最後には、手の平に載るサイズの人形へと姿を変えてしまった。

　火柱の熱と迫力に驚き、未み来きは思わず階段を降りてしまう。

「大丈夫？　お兄」

「あ、ああ……大丈夫だ」

「良かった……あんまり、無理しないでね。お兄はあたしが護まもってあげるんだから」

　そう言うとスカートを翻し、永と遠わは仮面の少女たちと向かい合った。

　ありありと伝わる警戒の色。仮面の少女たちは明らかに、未来以上の脅威として永遠を警戒しているようだった。

　すげぇ……永遠の奴やつ、こんなに強かったのか。

　二人の関係上、本気で戦ったことなど一度もない。見たことがあるのは、ヤキモチを妬やいた永遠が放つ嫉しつ妬との炎くらいのもので──魔女として、敵を倒すために本気で放った炎を見るのはこれが初めてだ。

　会長さんが永遠を推すわけだよ……雑魚とはいえ、戦闘用の道具である仮面の少女二人を、あっという間に人形に戻しちまった。

　魔石が砕けたことにより、本来の人形へと姿を変えた少女たち。あの様子だと、もう二度と動き出すことはないだろう。

「それでお兄……これからどうするの？　一気に突破していく？　それとも、一人ずつやっつけていくの？」

「そうだな。できることなら一気にいきたいが……そう簡単にはいかないだろ。多少時間を取られても、ここはこいつらを倒してから行くぞ」

「オッケー。じゃあ、お兄はちょっと離れてて。いきなり激熱なのいくから……気をつけてよね！」

「お、おい。何をする気……」

　未来の話など聞かず、永遠は赤い魔力を放ちながら両腕を大きく広げた。

　それと共に発生する無数の火球。今度は、さっきの倍近い数が空中に舞っている。

「『紅蓮の赤フレイムレツド──』」

　本能的に危険を察した未来は、階段を数段降りて身構えた。

　次の瞬間。闇やみ夜よに包まれた学園は、真っ赤な炎により、照らし出された。

「『──烈火バーニング』」

　全すべての火球が一つにまとまる。

　豪炎へと進化した紅ぐ蓮れんの炎は、一つの大きな竜巻となり、空へと駆け上がっていく。

　その竜巻に巻き込まれ、数名の少女たちが虚空へと体を投げ出される。落ちてきたとき、仮面についている魔石は粉々に砕け、少女たちの姿は人形に戻っていた。

　何て無茶苦茶な威力……………これからは、本気で怒らせないように気をつけよう。

　永遠の後ろで、そんなことを思う未来。

　炎の竜巻を操る姿は、未み来きが知っている永と遠わではなかった。

「紅ぐ蓮れんの女王」

　近い将来そう呼ばれるであろう魔女の力を、まざまざと見せつけられたような気がした。

　永遠の力があれば、雑魚は何とかなりそうだな。問題は……あの奥にいる、ドレスを着た奴やつらだ。あいつらがいったい、どれだけの力を持っているのか……

　紅蓮の竜巻を見ても、ドレスを着た仮面の少女たちはピクリとも反応しない。命令を忠実に実行する人形らしく、無駄な感情のようなものは一切見せなかった。

　そんな未来の心配など意に介することなく、永遠は更に温度を上げていく。

「さあ。ガンガン行くよ、お兄」

「お……おうっ」

　炎を腕に纏まとうと永遠は未来を引き連れ、仮面の少女たちへと向かって行くのであった。





　学園の北側。

　山の中腹につくられた北エリアで、妃きさき神かん奈なはその炎を目撃した。

　あれは……永遠の炎か？　ということはやはり、本体であるあの女は学園にいるということか。

　北エリアは、山の中腹という特殊な場所にある。なので、本来ならば移動にモノレールを使わないといけないのだが……敵である仮面の少女たちは、そんな物など使用しない。

　人間が移動するための階段や、資材を運ぶための道路。更には、獣しか通れない山道など──普段の移動では絶対に使わないような険しい坂道を越えて、少女たちは北エリアへと侵入してくる。

　その全すべてを未然に防ぐことは当然不可能で、すでに百人近い少女の侵入を許していた。

　神奈の周りでは、ドレスを纏った魔女たちが戦いを繰り広げている。

　神奈は手に持った雷鳴の槍やりを構えると、襲いかかってきた少女の仮面についている魔石を的確に突いた。

　砕け散る魔石。少女は人形に戻ると、もう二度と動かなかった。

　この様子では、まだまだ増えそうだな。かといって、今更本体を倒しに行くような余裕もない。となると当初の予定通り……御み堂どう兄と、永遠に任せるしかないようだな。

　局地的な戦況は悪いものではない。時間こそかかるが、この様子なら大した被害もなく、仮面の少女たちを排除することができるだろう。

　しかし、それが最終的な勝利に結びつかないことを、神奈は知っている。

　この人形たちは全て囮おとりで、『始まりの魔石』に魔力を送るための道具でしかない。

　ここで神奈たちがどんなに頑張っても、最終的に得をするのは──『始まりの魔石』を持つあの少女であった。

　頼むぞ……永と遠わ。お前だけが、全すべてを終わらせることができるんだ。

　学園に浮かぶ炎の残光を見て、神かん奈なはそんなことを考える。

　最後に妹のような存在である永遠の無事を願うと──

　神奈は再び、北エリアでの戦闘に戻っていった。





「はぁはぁはぁ……これで、制服姿の子たちは、全員やっつけたけど」

「ああ。ご苦労さまって言ってやりたいが……まだ終わっちゃいない。もしかしたら、ここからが本番かもしれないからな」

　制服姿の少女たちは全て、魔石を砕かれ人形へと戻ってしまった。残っているのは噴水の前に待機した、ドレスを着た四人の少女たちだけだ。

　自分たち以外の少女が人形に戻ったことにより、ドレス姿の少女たちが動き出す。

　永遠を護まもるため、未み来きは永遠の前に立った。

　永遠の奴やつ……だいぶ疲れてるみたいだな。まあしょうがねえか。これほどの重圧の中で戦うのは、初めてのことだろうからな。できることなら、このまま休ませてやりたいが……

　神奈が話していたとおり、精霊系の魔術を使う永遠は、仮面の少女たちと抜群に相性が良かった。

　同じ炎の魔術でも、未来が放ったものと永遠が放ったものでは、相手に与えるダメージがまるで違う。

　未来の炎は全く通用しないのに、永遠の炎では一撃で倒せたという場面が多々あった。

　未来も敵から吸収した魔力を精霊系の魔術に変換して戦っているはずなのに、結果はまるで違う。

　やはり一定のレベルを超えると、熟練度の差がはっきりと表れるということなのだろう。

　仮面の少女たちとの戦い。

　永遠の力抜きでの勝利は、もう考えられなかった。

「大丈夫か？　キツイんだったら、少し休んでていいぞ」

「うん……大丈夫、だよ。お兄こそ、あたしの背中に隠れてたほうがいいんじゃないの？」

「そんなことしたら、お前俺のこと蹴けっ飛ばすだろ。あんまり強がり言ってないで、辛つらいときはちゃんと辛いって言えよ」

「……うん。心配してくれてありがと。お兄」

　体を寄せ、永遠が服を握り締めてくる。未来は服を握る永遠の手に、自分の手をそっと添えた。

　一瞬の静寂の後。

　次の戦いが始まる。

　ドレスを着た四人の少女たちが、一斉に襲いかかってくる。

　その動きは、今までの少女たちとは速さが違った。

　体中から溢あふれ出す赤黒い魔力。それはジェット噴射のように背中から放出され、驚くべき速さをつくり出した。

「お兄！」

　壁となる炎を永と遠わが放つ。三人はそれで一いつ旦たん足を止めたが、範囲外にいた一人には効果がない。

　ジェット噴射のように赤黒い魔力を放ち一気に距離を詰めると、少女は永遠の首を勢いよく掴つかみ上げた。

「きゃぁっ」

「永遠ッッ！」

　噴出された魔力を吸収し自分のものにすると、未み来きはその魔力を炎に変えて少女の顔面へと浴びせかけた。

「……」

　悲鳴の一つもあげず、少女は永遠から離れていく。一瞬の出来事だったので、永遠のダメージはほとんどないようだった。

「大丈夫か？」

「かはっ、くふっ……う、うん。ちょっと苦しかったけど、大丈夫だよ」

「そうか、良かった。だけど……」

　思ったとおり、今までの相手とはレベルが違う。

　体から溢れる魔力は、攻撃、防御、移動──全すべてにおいて万能の力を発揮する。

　魔力を集めるためのドールたちとは、明らかに用途が違う。ドレスを着たこの少女たちは間違いなく、久く遠おんを護まもるための戦士だった。

　永遠がスタミナを失っている今の状態では、かなり厳しい相手だ。相性差があったところで、相手に当たらなければ何の意味もないのだから。

　どうする？　長期戦は絶対に不利だ。かといって、この四人を一瞬で倒すなんてできるわけがねえし……くそっ。どうする？

　悩み苦しむ未来の心中を察したのか。永遠が優しい口調で未来に話しかける。

「心配しないで、お兄……あたしが、全部やっつけちゃうから」

「何言ってんだよ。お前は疲れてんだから休んでろ。それくらいの時間だったら、俺が作ってやるから」

　強がりなのは自覚していた。

　これほどの相手が四人もいるのだ。未み来き一人でどうにかなるわけがない。だが、弱音を吐くわけにはいかなかった。

「永と遠わは、俺が護まもる」と決めたのだから。

「お兄……じゃあ、ほんの少しでいいから、時間を作ってくれる？　その間にあたしは準備をするから」

「準備って……何の？」

「一発で決める準備を、だよ。それが終わったら、お兄ごとあの子たちを攻撃するから……」

「俺も焼き殺すつもりかよ？」

「それくらい我慢してよ。妹の可愛かわいい炎なんだから」

「何言ってやがる。炎に可愛いなんてねえだろ」

　わかっていた。

　永遠は未来の『魔女喰いウイツチイーター』を計算に入れ、そんなことを言っているのだ。だとすれば、やることは一つしかない。

「もしも……上う手まくいかないようだったら、お前だけでも逃げろよ」

「やだよ。お兄がやられるときは、あたしも一緒だから……だからお兄、信じてるよ」

「ったく……こんなときでもわがまま言いやがって」

　永遠の言葉に勇気を貰もらうと、未来は永遠をおいて、階段を駆け上がった。それとは反対に、永遠は階段を下りる。

　人形は逃げたと判断した永遠を追うことなく、向かってきた未来へと狙ねらいを定めた。

「とりあえず見よう見まねで……行くぜッ」

　両手を使い、永遠が使っていたような炎を出現させる。

　未来の体を包むように、周囲に炎の壁がつくり出される。一瞬警戒した少女たちだったが、炎の威力を見切ると、臆おくすることなく未来に襲いかかってきた。

　くそっ。やっぱり俺と永遠じゃあ、炎の威力に違いがあるっていうのか……足止めすらできやしねえ。

　それでも、すべきことに変わりはない。

　未来は防御に専念すべく、吸収した魔力を全すべて炎へと変えて放出した。

　未来を中心として、渦を巻いた火柱が上がる。永遠が披露したものと比べると見劣りするが、壁役としては充分だ。

　少女たちは襲いかかることなく、未来を取り囲み様子を見ていた。

　やがて未来の魔力が底をつき、火力が下がる。それを確認し、少女の一人が飛びかかってきた。

　両手を頭上に掲げ、赤黒い魔力で大きな球体を作り出す。上半身ほどの大きさになると、少女は飛び上がり、上空から未み来きめがけて魔力の塊を投げつけてきた。

「甘いぜッ」

　魔力の塊なら『魔女喰いウイツチイーター』で対処できる。

　未来は球体の中心に右手を差し出し、その威力を無効化した。

　紋章で吸収しきれなかった魔力が、辺りの階段へと降り注ぐ。欠片かけらの一つずつが爆発物なみの威力を持っており、直撃を受けた箇所は無残に砕け散り、惨状を晒さらした。

　次の少女は右手いっぱいに赤黒い魔力をため込んでいる。攻撃が届く間合いになると、少女は魔力をため込んだ右手を振り下ろしてきた。

　その威力は、大巨人が振り下ろした拳こぶしに匹敵する。無効化することで未来自身は無傷だったが、突き抜けた衝撃は、未来の後ろの階段を見事なまでに抉えぐりとった。

　とんでもねぇ……俺じゃなかったら、最初の一撃でミンチになってるぞ……

　嫌な汗が背中を滑り落ちていく。無効化できなかった重圧は、確実に未来の心にダメージを与えていた。

　魔力を吸収したことで、再び炎の魔術が使えるようになる。かといって、攻撃ターンがくるわけではない。未来は身を守るためだけに、辺り一面に炎の魔術を振りまいた。

　これしかねぇ……防御に集中しないと、一瞬で息の根を止められちまう。とにかく今は、永と遠わを信じて時間を稼ぐんだ。

　魔力が尽きるまで炎を放出したあとは、再び、少女たちが放つ即死級の魔術を防ぐことに精神をさく。

　幸いなのは、少女たちが魔術以外の攻撃方法を持っていないということであった。魔力の反応に合わせて右手を向ければ、それだけで攻撃を無効化することができる。

　単純作業ともいえる行動を繰り返すことで、未来は何とか少女たちの猛攻を凌しのぎ続けた。

　彼女たちが放つこの赤黒い魔術……どの系統とも、毛色が少し違うみたいだな。相性のいい魔術で打ち消そうとしても、できやしねえ。

　吸収するだけでは、手数が不足する。

　未来は相手の魔力を相殺すべく、できる限り近い性質の魔力をつくり出し、少女たちが放った魔力へとぶつけた。

　そうすることでわずかにだが、少女たちの魔力は攻撃方向を変えた。

　どの系統にも属さない、自分たちだけの特別な魔術ってわけか。単純にそれ以上の力で強引に押し返すか、同じ性質の魔力で弾はじく以外に防ぐ方法はない。そんな弱点のない魔力が、即死級の威力を持ってるなんて……反則すぎだろ！

　さすがの未来も、弱音を吐き出していた。

　いつ終わるとも知れぬ、即死攻撃の雨。無限地獄に近い状況の中、未来の心と体は確実に磨すり減っていた。

　まだか……このままだと体よりも先に、心が折れちまう。一発でも当たったら終わりなんだ。永と遠わ……

　何度目かわからない、少女たちの猛攻を凌しのぐ。辺りの階段が原形を完全に失った頃ころ、その声は響いた。

「お兄っ！　行くよっ！」

　視線の先には、炎で形作った弓を構える、永遠の姿があった。

　足元からは、紅ぐ蓮れんの炎が途切れることなく噴き出している。

　業火の中心で弓を構えた永遠の姿は、炎を操る女神のように凜り々りしく、美しかった。

　あいつ……本当に、永遠か？

　永遠に見み蕩とれ、時間が止まる。

　未み来きの時計を動かしたのは、凜々しく放たれた永遠の言葉であった。

「『紅蓮の赤フレイムレツド──』」

　限界まで弓をしならせると、永遠を包む炎の火力が一気に上がった。

　紅蓮の炎の中──

　紅蓮の女王が、紅蓮の一矢を解き放つ。

「『──獄炎インフエルノ』」

　闇やみ夜よを切り裂く紅蓮の一矢。

　それが自分に向かって飛んできていることに気づき、未来はやっと正気を取り戻した。

　駆け抜ける矢が獄炎を撒まき散らす。矢が通った道は、女王以外の存在を決して許さない、赤き炎の道となった。

　炎の矢が未来の近くに着弾する。

　その瞬間──夜は紅蓮の地獄へと世界を変えた。

　視界の全すべてが炎に染まる。

　未来は右腕で魔術を無効化することで、何とかその地獄を切り抜けた。

　やがて、世界を赤く染め上げた炎は姿を消す。

　しばしの静寂の後、空から例の人形が四体ほど降ってきた。

　終わった……のか？　永遠の奴やつ、大技を使うとは言ってたけど……これほどの派手なやつをぶっぱなすとは……俺が消し炭になったらどうするつもりだったんだよ。

　そう思いつつも、未来は知っていた。

　炎はできる限り未来を避けるようにして、拡散していたのを。

　完全に俺は脇わき役やくだな。もう、認めるしかねえな。永遠は俺が思っている以上に、すげえ魔女だ。

　実質、仮面の少女たちを全滅させたのは永遠だった。

　未来は永遠を護まもりながら周りをウロチョロしていただけで、仮面の少女は一人も倒していない。役割が違ったからと言えばそれまでだが──それを踏まえても、永と遠わが出した結果は見事としか言えなかった。

　永遠は確かに凄すごい。それは俺も認める……でも、そうだとしても、この結果は出来過ぎじゃないのか？　制服姿の奴やつならともかく……ドレス姿の奴らは明らかに別格だった。少なくとも、女王に匹敵するくらいの力は持っていたはずだ。それを、同じくらいの力を持っているとはいえ、永遠一人で四人も倒すなんて……相性差を考えたとしても、出来過ぎなんじゃないのか？

　それはちょっとした疑問だった。

　永遠の魔術は、仮面の少女たちに対して相性が良すぎる。まるで、仮面の少女たちを倒すために用意されたかのようだ。

　これを偶然として片付けていいのか？

　それとも何か、未み来きが知らない特別な理由があるのか？

　ほんの少しだけ、未来は考えた。

　だがすぐに、そんなことなどどうでもよくなってしまった。

　全力で魔力を放った永遠は両膝ひざをつき、苦しそうに呼吸を荒らげていた。

「永遠っ！」

　急いで駆け寄り、永遠の肩に手を添える。恐れや緊張といった精神的なものではなく、限界まで体を酷使した代償として、永遠の体は小刻みに震えていた。

「だ、大丈夫か？　永遠」

「うん……体自体は、大丈夫だけど……」

　未来の胸に体を預けてくる。普段のような、甘える感じではない。一人の力では体を支えられないから、永遠は未来に体を委ゆだねたのだ。

「どうする？　もう無理だっていうんだったら、お前はここで引き返してもいいぞ」

　精一杯の力で未来の腕を掴つかみ、永遠はその言葉に反論する。

「大丈夫だよ。少し休めば、回復するから……だからお願い。ちょっとだけでいいから、休ませて」

　その提案に異論はなかった。こんな風に消耗した状態では、死にに行くようなものだ。

　未来は永遠の隣に腰を下ろすと、腕を使って永遠の体を支えた。

「少し休んでも回復しないようだったら、おいていくからな。それでもいいな？」

「うん……大丈夫。絶対に回復させるから」

　か細い声でそう言うと、永遠は目を瞑つぶって未来の胸に顔を預けた。

「お、おい……」

　若干照れる未来だったが、仕方ないのでそのままにしておいた。

　こんな細い体で、あんなすげえ魔術を放って……やっぱりすげえよ、魔女って奴は……って、それにしても……今の永と遠わって、ちょっと可愛かわいくないか？

　炎を操る魔女だったときと、今の姿のギャップがもの凄すごい。

　男を誘う魅力的なドレスと、幼さの残る永遠の顔が互いを引き立てている。

　小さくて可愛らしい唇を見ていると、思ってはいけないことを思いそうになった。

　な、何考えてるんだよ、俺は……永遠は妹なんだぞ。可愛かったとしても、そんなこと考えていいわけ……

　意識すると、無性にドキドキしてきた。

　兄としての理性と、男としての欲望が剣を交えて未み来きの中で戦っている。かろうじて理性が勝ったことで、未来は何とか冷静さを保つことができた。

「お兄……何だか、ドキドキしてるよ。どうしたの？　何か、変なことでも考えてるの？」

　その一言のせいで、更にドキッとしてしまった。

「馬ば鹿かなこと言ってんじゃねえよ。今後のこと考えて、ちょっと緊張してるだけだって」

「そう？　じゃあ、それでいいや……お兄。お兄の体って、大きいね」

「だ、だから……こんなときに何言ってるんだよ？」

「何よ！　言いたくなったんだから、別にいいじゃない……そんなことで怒る意地悪なお兄なんて、嫌いだもん」

「好きとか嫌いとか、そういう話じゃなくて……」

「お兄。こっち向いてよ」

　永遠のセリフにつられ、未来は反射的に胸の中の永遠を見てしまった。

　その顔が反則的だった。

　至近距離で見る上目遣いの永遠は可愛すぎた。それに加え、少し拗すねた感じも愛らしい。

　可愛さに怯ひるんだ未来に、永遠は唇を尖とがらせながら言った。

「大っ嫌い。お兄の……ばか」

　口ではそう言っているが、見せる態度はまるで違う。

　主人に甘える猫のように、永遠は体を丸めて未来の胸に飛び込んできた。

　その姿は、「もっと可愛がってよ、おにいちゃん」と言っているようだった。

　ヤバい……なんかもう、どうでも良くなってきた。このまま、頭空っぽにして……やりたい放題やっちゃおうかな……

　復活した男としての欲望が、兄としての理性を戦車で踏み潰つぶしていく。かろうじて踏み止とどまれたのは、今が戦争中だからであった。

　その後は二人共無言で、ただ時間が過ぎていった。

　永遠が全快するまで、まだかなり時間がかかりそうだ。かといって、ここでいつまでも休んでいるわけにはいかない。

　最終目的を考えると、未来たちはまだ、スタートラインにも立っていないのだから。

　こんな状態で、俺たちは本当に神かん薙なぎ久く遠おんに勝てるのか？　そうでなくても、頼りの永と遠わがこんなにも疲ひ弊へいしてるっていうのに……

　未み来きは一いつ旦たん退くことを考えていた。

　時間がないのはわかっている。だがそれでも現状を考えると、このまま攻め込む気にはならなかった。

　一旦戻って戦力を整えるか？　でも、生半可な魔女を連れてきたところで、彼女に通用するとは思えない。それどころか、魔力を奪われてますます彼女を強くするだけだ。だとすれば、このまま少数で攻め込むしかないが……

　回復を待つどころか、作戦を立てる時間すら与えてはくれない。

　相手が最も嫌がることをする。

　それが戦争において、一番有効な作戦なのだ。

「お、お兄……」

「？　どうし……………ッ！」

　見上げて、声を失った。

　階段の上には、ドレスを着た仮面の少女たちがいた。

　その数は、十二。その全すべてが、傷一つない姿で立っている。

「ど、どうして……」

　驚きよう愕がくする永遠とは違い、未来は冷静に状況を分析していた。

「……見張りがいたのはここだけじゃなかったんだ。ここ以外の三箇所、北と西と東で護まもってた奴やつらを、ここに集めたんだ。危険な敵がいるから、一刻も早く排除するために……」

　状況を理解したところで、事態が好転するようなことはない。

　休息を必要とするまでに消耗させられた相手。その三倍の戦力と、消耗したままで戦わないといけない。

　奇跡が起こっても、結果が変わるとは思えなかった。

　未来に合わせ永遠も立ち上がる。未来の服をギュッと握り締め、永遠は不安を露あらわにしていた。

「どうする……お兄」

　答えはすでに決まっていた。いや、それ以外の選択肢などあるわけがなかった。

「……逃げよう…………無理だ。さっきの三倍の数を相手に、勝てるわけがない。俺が何人か引きつけたところで、残った奴らがお前を襲ったら……」

　永遠を護ることができない。

　だとすればもう、戦うわけにはいかなかった。

「……で、でも……そんな時間は、もう……」

「わかってるッ！　それは俺だってよくわかってるよッ！　だけどな……このままじゃあ、俺だけじゃなくてお前も……そんなこと、できるわけねえだろ！」

「お兄……」

　妹を想おもう兄の気持ちを、永と遠わはちゃんと理解しているようだった。

　だけど永遠は引かなかった。必死な顔で、未み来きに訴えかけてくる。

「駄目だよ。ここであたしたちが逃げたら……何もかも終わっちゃうんだよ。そうなったらもう、みんながどうなっちゃうかわからない。そんなの……そんなのあたしは嫌だよ！」

「永遠……」

　永遠の気持ちがわかるだけに、その気持ちを肯定してあげられないのが辛つらかった。

「お前が言ってることはわかる。だけど……現状をよく考えろよ。どれだけ強い気持ちがあったとしても……気持ちだけじゃあ……」

「勝てるよ……ううん、勝たないといけないの。だってあたしは……そのためにここにいるんだもん。神かん薙なぎの宿命はあたしが終わらせないといけないの……だから、だから……あたしだけは、絶対に逃げたら……」

「永遠……何言ってるんだよ。神薙の宿命とか、あたしだけはとか……お前がそこまで思い詰める必要はないだろ？　お前は、俺の付き添いで来てるだけで……」

「ううんっ、違うのっ……付き添いは本当はお兄のほうで……あたしは……あたしはっ」

　その雰囲気から、永遠が真剣に何かを言おうとしているのがわかった。

　言いたくない。

　でも言わなくてはいけない、とても大切なこと。

　永遠は今、真剣な顔で未来にそれを伝えようとしていた。

「永遠。お前、何を……………………………ッ！」

　だが、最後まで聞くことはできなかった。

　数名の少女が同時に、未来たちへと襲いかかる。両手に溢あふれる魔力は、触れただけで相手を破壊することができる。そんな攻撃をまともに受けて、生きていられる人間などいるわけがない。

　やばい……………無理だ。全部、終わっちまう……

　自分の身は護まもれても、攻撃の余波から永遠を護りきることはできない。永遠を護れないのであれば、自分が存在する意味など何もない。

　深い絶望が未来の心を支配する。

　未来はとっさに永遠を抱きしめ、相手の攻撃に自分の身を晒さらした。

　自分が永遠の代わりに犠牲になる。それしか、思いつかなかった。

「お兄っ！　だめぇッッ！」

　永遠の叫び声が、頭の中で響いている。

　何もかも─────終わったと思った。



　白銀の光が、敵を貫いた。

　ただ無慈悲に──

　ただ、激しく──



　一瞬、何が起こったのかわからなかった。

　側面から飛んできた白銀の魔弾が、仮面の少女たちを撃ち抜く。

　標的となった少女たちは何の抵抗もできず、吹き飛ばされていった。

「……………瑠る璃り？」

　我が目を疑った。

　久く遠おんにやられ病院で眠っているはずの瑠璃が、白銀のドレスを身に纏まとい、そこに立っていた。

「大丈夫？　兄様」

　深刻さを感じさせない声で、瑠璃が話しかけてくる。その、周りの空気など一切読んでいない物言いは、間違いなく瑠璃のものであった。

「あ、ああ……俺だったら大丈夫だけど……瑠璃、どうしてお前がここに？　怪け我がは大丈夫なのか？」

「うん。怪我だったら我慢すればそれで済むから、大丈夫だよ。ここに来た理由は、永と遠わの炎が見えたから。どういう状況なのかは知らないけど……兄様や永遠のために、私も何かしたいと思って」

「そ、そっか。それなら納得だけど……瑠璃、首につけてるそれって……」

　未み来きがそれに気づくと、瑠璃は愛いとしそうに首につけた魔石を指で撫なでた。

「うん……魔石、だよ。普段だったら力が制御できなくなるから……全部壊れてもいいと思ったときしか、魔石は身につけないんだけど……今日は、あの女のせいで魔力がだいぶ弱ってるから……………どうかな？　兄様。似合う？」

　気高い白銀のドレスに、魔石がついた首輪のようなチョーカー。

　自分の強さを誇りながらも、男性に甘えたがっている。そんな二面性を感じさせる見た目の瑠璃は──文句なしで美しく、可愛かわいらしかった。

「あ、ああ……似合う、よ」

　白銀のドレスとの対比で、頬ほおが赤くなったのが簡単にわかった。

「あ、ありがとう……………でも、あんまり褒めないで、兄様。そういうのは慣れてなくて……兄様が褒めてくれるのは嬉しいけど……」

　ドレスの裾すそをギュッと握りしめる瑠璃。

　頬を赤くし、視線を下に落としたまま、瑠璃はチラチラと未来を見ていた。

「……はずい……よ。兄様」

「恥ずかしい」ではなく、「はずい」という表現が可愛かわいらしい。

　それに加え、それを言っているのが、頬ほおを赤くしたドレス姿の瑠る璃りだと思うと──

　時間が経たつのも忘れるくらい、未み来きは瑠璃の全すべてに見み蕩とれてしまっていた。

　やばい……こうやって見てると、瑠璃ってやっぱり……かわい──

　瑠璃を見てデレデレする未来の耳を、そばにいる赤い妹が憎しみを込めて引っ張る。

「何デレデレしてるのよ？　バカお兄っ。今はそんなことしてる場合じゃないでしょ」

「いて、いてててて……わかってるから、耳を引っ張るなって！」

「ふんっ。お兄のバカ」

　腕を組んでプイッとそっぽを向く永と遠わ。「そんなことしてる場合じゃない」と言いながらも、いつもと同じようにヤキモチを妬やくところが永遠らしかった。

「永遠……永遠も、兄様の手伝いに来たの？」

　瑠璃が永遠に語りかける。二人は友達なので、変な気遣いなどはない。

「え？　う、うん。そうだよ。これからお兄と一緒に、この戦いの原因となってる人のところに行くんだけど……瑠璃は、どうするの？　大怪け我がしたんだよね？　だったら無理しないで、ここで引き返しても──」

「ここで帰るんだったら、最初からこんなところには来ないよ。だから私も、命がある限りあなたたちと戦う」

















「瑠る璃り……」

「でも、一度負けてる私があの女のところに行ったとしても、大して役には立たないと思う……だから私は、兄様たちの道をつくることにするよ」

　瑠璃の魔弾を受け、吹き飛ばされた仮面の少女たちが再び動き始める。動作自体は遅くなっているが、まだ戦闘不能というわけではないようだ。

「兄様……私は兄様を信じている。だから私の全すべてを、兄様に捧ささげたい」

　情熱的な言葉で愛情を伝える瑠璃に、永と遠わはどことなく気後れしているようだ。

「そ、そこまで言わなくてもいいんじゃないの……」、といった感じのつまらなそうな顔で、未み来きと瑠璃のやり取りを見守っていた。

「瑠璃。本当にいいのか……何が起こるか、わからないんだぞ」

「うん。兄様のためだったら、喜んで死ねるよ」

「そ、そこまで言わなくてもいいんじゃないの……」

　我慢できずにそう言ってしまった永遠は、完全にただの部外者であった。

　お邪魔虫のように、ヤキモチを妬やきながらウロチョロしている永遠を、瑠璃は全く気にしない。

　世界には、自分と大好きな兄様しか存在しないかのように──

　瑠璃は未来に向けて、笑顔を見せた。

「兄様。時間がないんでしょ？　だったらもう行って。私は、兄様が心配してくれたっていう事実だけで、充分満たされたから」

「……無茶するなよ」

「兄様がそう命令するなら……ほどほどにしておくよ」

　その言葉を最後に、瑠璃は仮面の少女たちへと体を向けた。

　一言も発さず、瑠璃は両手を上げる。小さな体から発せられる尋常じゃない量の魔力。右腕でそれを感じた未来は、次に何が起こるのかをすぐに理解した。

「兄様。合図したら真まっ直すぐに走って。絶対に、振り向いたら駄目だよ」

「わかった。じゃあ、あとは頼むぞ。瑠璃」

「うん。ありがとう」

　別れの挨あい拶さつを済ませると、未来は永遠の腕を掴つかみ、走るための準備を整えた。

「え？　ちょっ……お兄っ。まさか、本当に瑠璃をおいて……」

　文句を言う永遠を無視し、そのときを待つ。

　限界まで満ちた白はく銀ぎん帝ていの魔力は、空を白く染め上げた。

「な、何、あれ……」

　空を見上げた永遠が驚きよう愕がくする。

　空を覆っていたのは、巨大な魔方陣。瑠る璃りの魔力によってつくり出されたそれは、発射のときを、ただ静かに待っていた。

「兄様っ。行って──」

　瑠璃の合図に合わせ、学園へと走り出す。仮面の少女たちが立たち塞ふさがろうとするが、今は全く気にならない。

　仮面の少女たち以上の脅威が──天空でその瞬間を待っていた。

「『白銀色の終焉プラチナデイストラクシヨン』」

　自らが使う魔術の名を口にすると、その悪夢は形となって、現実へと飛来した。

　空に浮かぶ巨大な魔方陣から、巨大な魔弾が雨のように大地へと降り注ぐ。

　たとえるなら、戦闘機からの絨じゆう毯たん爆撃。

　大地にいる者はただ、逃げ惑うことしかできない。

「お、お兄っ。いったい何が起こってるの？」

「振り向くな！　大丈夫だ。瑠璃は俺たちに当たらないようにちゃんとコントロールしてくれているから……今は瑠璃を信じて、ただ走れッ！」

　未み来きたちを襲おうとした仮面の少女たちは、空から降る魔弾に体を押おし潰つぶされ、戦闘どころではなくなってしまった。

　赤黒い魔力を放ち相殺しようとするが、その全すべてが白銀色へと染まっていく。

　これが、白銀の破壊者──白はく銀ぎん帝ていの力。

　全てを白銀色に染め上げるまで、魔弾は誰だれにも止められない。

　魔弾の援護を受けた未来たちは、やがて、校舎の前へとたどり着いた。

　振り返った先に広がる光景は、無残の一言。最前線の戦場のように、全てが無残に破壊されていた。

　瑠璃……ありがとう。必ず迎えに来るから、後は頼むぞ。

　心の中でそう告げると、未来は永と遠わの腕を掴つかみ、校舎の中へと駆け込んでいった。



　兄様……信じてるよ。兄様だったら、みんなを救ってくれるって。

　駆け抜けていく未来と永遠の背中を見ながら、瑠璃はそんなことを思っていた。

　自らが望んでこの場に残った。それはわかっているのだが……未来のそばにいるのが自分ではなくほかの少女だというのが、ちょっとだけ気に入らなかった。

　何だろう……この気持ち。永遠は友達で、兄様の妹なんだから、悪く思う理由なんて何もないのに……

　正体がわからない感情に、瑠璃はしばしの間思いを馳はせた。

　だけどすぐに気にならなくなる。

　白銀帝は戦場でこそ、最も強く輝くのだから。

　魔弾の直撃を受けたにもかかわらず、仮面の少女たちは立ち上がってきた。魔石が破壊され人形に戻ってしまった者もいるが、全体で言えばわずかでしかない。

　まだ多数の少女たちが戦意と戦力を有し、瑠る璃りを排除しようと立たち塞ふさがっていた。

「いいよ……なんだか今は、無性に暴れたい気分だから……あなたたちをぶっ壊して、すっきりすることにする」

　瑠璃は自分が、小さく笑っていることに気づいた。

「全部──私の色に染め上げてやる」

　眼前に魔方陣をつくり出すと、瑠璃は仮面の少女たち目掛け、魔弾を撃ち出していった。



「お兄。瑠璃は、本当に大丈夫なの？」

「ああ。お前だって見ただろ？　瑠璃の馬ば鹿かげた威力の魔弾を。あれが白はく銀ぎん帝ていなんだよ。そばに味方がいたら、気を遣って逆に威力が落ちるだけなんだ。だからあの場は瑠璃一人に任せたほうがいいんだ」

「そ、それはそうかもしれないけど……」

　校舎の中に入ってからも、永と遠わはずっと瑠璃の心配をしていた。その気持ちは未み来きもよくわかる。どれだけ強いと言っても、瑠璃は手負いなのだ。心配するなというほうが、無理な話だった。

　だからといって、引き返すわけにはいかない。

　それこそ自己満足にしかならず、瑠璃の覚悟を否定することになる。

　瑠璃がつくってくれた道を駆け、全すべてを終わらせる。

　それだけが、未来たちにできる唯一のことであった。

　校舎内の廊下。電気などはついておらず、物音や人影などは一切感じられない。

　最後の敵がいるとは思えないくらい、夜の校舎は不気味に静まり返っていた。

「永遠……この先の様子を確認してくるから、お前はちょっとここで待っててくれるか？」

「え？　でも、お兄一人だと……危険なんじゃ……」

「大丈夫だ。ちょっと様子を見るだけだから。それよりもまだ、お前は体が回復しきってないんだろ？　だったらここで少し休んで、力を蓄えてろよ」

「う、うん……わかった」

　渋々とだが、要求を受け入れてくれた永遠を残し、未来は一人で校舎の奥へと進んでいく。角を曲がり階段を上がると、永遠の気配は完全に感じられなくなった。

　悪いな、永遠……この先に、お前を連れていくわけにはいかないんだよ。

　この先にいるのは、巨大なる魔力を放つ神かん薙なぎ久く遠おんただ一人────ではない。

　彼女を護まもるため、ナイフを操る黒い魔女もいるはずだ。

　ずっと家族として、一緒に育ってきた純じゆん。

　そんな純じゆんが敵として目の前に現れたとき、永と遠わがどれほどのショックを受けるか。

　そのことを考えると、永遠を連れていく気にはならなかった。

　純……あいつが何を考えているのかは、正直まったくわからない。だけどあいつは俺に向かってはっきりと言った。「全すべてを終わらせることができるのは神かん薙なぎ久く遠おんだけ」「私は、神薙久遠を護まもるためにこの学園に戻ってきた」と。だとすれば、この校舎のどこかにあいつはいるはずだ。俺たちの敵である、神薙久遠を護るために。

　純を相手に、まともに戦えるとは思えなかった。かといって、もう引き返せるような状況ではない。

　今はただ──妹である純を信じ──未み来きは歩を進めるしかなかった。

　久遠の魔力を上のほうから感じる。最上階よりも更に上。彼女はきっと屋上で、その瞬間を待っているはずだ。

　神薙が夢見た、最強の魔女になる瞬間を──

　階段を上がり、扉に手をかける。



　その先にいたのは──満天の星空を見上げる、魔女だった。



「こんばんは。お兄ちゃん」

　空を見上げたまま、神薙久遠はそう言った。

　日本人形のように、切きり揃そろえられた黒髪。白い肌は、闇やみ夜よによく映えている。

　親しみ深く可愛かわいらしく、だけど奥底に狂気を秘めた瞳ひとみは、お兄ちゃんと呼び慕っている未来の姿を捉とらえた。

「良かったぁ。ちゃんとここまでこれたんですね。お兄ちゃん。もしかしたら、ドレスを着たあの子たちにやられちゃうかと心配したんですけど……さすがは私のお兄ちゃん。無駄な心配でしたね」

「結構必要な心配だったと思うぜ。危うく、お前の人形たちに殺されかけたんだから」

「大丈夫ですよ。他ほかの女共ならいざしらず、お兄ちゃんだけは殺すなって命令しておきましたから。大怪け我がはしても、死ななかったと思いますよ」

「大怪我をさせる時点で駄目だと思うけどな」

「そうですか？　大怪我をして動けなくなったお兄ちゃんを、私が愛情深く看病し続ける。そういうのも、萌もえる設定だと思いますよ」

「……俺の意思はどうでもいいっていうのか？」

「そういうわけじゃないんですけど……やっぱり、私が最優先しないといけないのは、最強の魔女になることですから。その邪魔をするのであれば……お兄ちゃんとはいえ、手加減はできないんですよ。でも大丈夫。最後には私が最強の魔女となって、お兄ちゃんを迎えに行こうと思ってましたから。生きているのであれば、私はどんな状態のお兄ちゃんでも、愛してあげられますよ」

　彼女にとって未み来きは、お気に入りの人形と大して変わらない存在なのだ。

　自分が好きだから手元に置いておきたい。相手の意思などはどうでもいい。逆らうのであれば、一度壊して自分好みの存在へと作り替える。

　それはもはや愛情と呼べるものではなく、ただ対象を手に入れようとする、欲望でしかなかった。

「それで……お兄ちゃんはどうしてここに？　私に会いに来てくれたのはわかるんですけど……今はちょっと忙しくて、あまりお相手できないんですよね」

「そうか？　だったらさっさと用件を済ませることにしよう。その右手についている魔石。それを俺に渡せ」

　右腕の腕輪についている魔石を一いち瞥べつすると、久く遠おんは見せびらかすように、未来に向かって右腕を伸ばした。

「これですか？　う～ん。お兄ちゃんの望みだから、叶かなえてあげたいんですけど……これはちょっと無理です。これは私の命とも言える物だから、誰だれにも渡すことはできないんです。あっ。そうだっ。代わりにお兄ちゃんには、私の処女を捧ささげましょうか？　お兄ちゃんの要求であれば、私はどんなことにだって応こたえてあげますよ」

「なッ、なッ……何言ってやがるっ！　そんなこと言ってるような状況じゃねえだろ！」

「ふふっ。お兄ちゃんってば照れちゃって……可愛かわいらしいですよ」

　恋人のように未来をからかうと、久遠は両手を背中に回し、魔石を隠してしまった。

　それが彼女の答え。

　あとは避けられない運命が、現実になっていくだけ。

「……悪いけど、強引に行かせてもらうぜ」

「ワイルドなお兄ちゃんも、私は好きですよ」

　そして戦いが始まる。

　人形を操るため、膨大な量の魔力を放っている久遠。そんな彼女から魔力を吸収すると、未来は久遠めがけて炎の魔術を放った。

「手加減してくれてるんですか？　ふふっ。やっぱりお兄ちゃんも、私のことが好きなんですね」

　久遠は紋章が刻まれた右腕ではなく、何の細工もない左腕を振るった。左腕に纏まとった赤黒い魔力が、未来の炎を力でかき消していく。

　相性やタイミングという問題ではない。

　誰が見ても明らかな、力負けであった。

　一発目から、暗い気分にさせてくれるぜ。わかりきってたことだけど……やっぱりこの子、半端じゃねえ。

　ドレスを着た少女たちよりも、更に格上。

　底が見えない圧倒的な強さは、未み来きの不安を強烈に掻かき立たてていく。

「どうしたんですか、お兄ちゃん。その程度の攻撃じゃあ、私の気持ちは変わりませんよ」

「俺は妹思いだからな。一応、手加減してやってるんだよ」

「ふふ。意地っ張りなお兄ちゃんも、可愛かわいらしいですよ」

　完全に久く遠おんは未来を見下している。

　それも仕方がない話で、どうすれば久遠に勝てるのか、今は見当もつかない。

　だがそれでも、今は戦い続けるしかない。

　無駄に終わるとわかっていても、未来は久遠から魔力を吸収して、魔術による攻撃を仕掛けていく。その全すべてを久遠は、赤黒い魔力をぶつけることでかき消してしまった。

　そんな攻防が何度も繰り返される。

　自分の攻撃は絶対に通用しない。それを悟ると、未来は歯は痒がゆい気持ちを抱えたまま、攻撃することをやめた。

「あれ？　もう終わりですか？　それじゃあ今度は私が、意地悪なお兄ちゃんにお仕置きをしてあげますね」

　ターンが切り替わり、久遠が攻撃を放ってくる。

　下から上へと左手を振り上げると、津波のような魔力が未来に襲いかかった。

　右手を突き出すことで直撃を回避する。無効化できなかった魔力はそのまま未来の横を駆け抜け、大きな音と共に屋上のフェンスや手すりを破壊してしまった。

「さすがはお兄ちゃん。私と同じ能力を持っているんですから、それくらいのことは簡単にやっちゃいますよね」

　そう言って久遠は褒めてくれたが、未来に余裕といった類のものはなかった。

　実際に吸収したからこそわかる。

　こんな攻撃を何度も吸収していたら、間違いなく自分の体はバーストしてしまう。

　長期戦は絶対に無理だ……元々、足を止めた撃ち合いをやって勝てるような相手じゃない。となると……自滅覚悟で前に出るしかねえッ。

　一いち縷るの望みに賭かけ、未来は久遠めがけて走り始めた。

　明確な策は何もない。ただ、久遠の魔石を奪うことだけが目的だ。

「さあ、次は何をしてくれるんですか？　お兄ちゃん」

　未来を試しているのか？　久遠は何もしようとはしない。

　走ってくる未来を、久遠は背中に手を回して待っていた。

「行くぜッ」

　絶好の間合いになると、未来は魔力を振り絞って火柱を発生させた。

「わあ、凄すごい。とっても綺き麗れいですよ、お兄ちゃん」

　無論、こんな炎で久く遠おんが灼やけるとは思えない。未み来きが狙ねらったのは炎による目め潰つぶし。視界を赤く染め上げることで、魔石を奪う一瞬の隙すきをつくり出そうとした。

　よしっ。見えたッ！

　炎に隠れ久遠の後ろに回る。赤い魔石が目に入ると、未来はほとんど反射的に手を伸ばしていた。

「残念。その程度じゃあ、私の大切な物は奪えませんよ」

　目の前から魔石が逃げていく。

　横や、前にではない。

　上──空中に向かって、未来が求めた魔石は逃げ出していった。

「うそ……だろ…………」

　体中から、光の粒のように赤黒い魔力を放つ久遠。

　その体は──空中に浮かんでいた。

　空中に漂う魔力と、久遠が放つ魔力が小さな反発を起こしている。その力により、久遠の体は天使のように宙を舞っていた。

「驚きましたか？　お兄ちゃん。でも、これだけじゃないんですよ」

　久遠が指を鳴らすと、赤い光が未来の眼前で瞬いた。

　未来は反射的に腕で顔を庇かばい、後ろへと下がる。

　落雷のような衝撃を放ち現れたそれは、赤黒い色をした魔剣であった。

　赤い光を放ちながら、天使が屋上へと舞い降りる。優雅な態度で髪を揺らすと、赤い天使は自らが生み出した赤い魔剣を手に取った。

　まるで、神話に出てくるような幻想的なシーン。

　未来は身動き一つできず、その光景を見つめていた。

「さあ、どうします？　お兄ちゃん。そろそろいい時間ですが、まだ遊びますか？」

　手に取った魔剣の切っ先を、未来の顔へと向ける。未来は嫌な汗を体に感じながら、一歩後ろに下がるだけだった。

　これが……神かん薙なぎが夢を託した最後の魔女。俺にとっての死闘も、彼女にとっては遊びでしかない。それくらい、俺と彼女の力には差があって……

　絶望感が未来の心を、赤黒く染め上げようとしていた。

「ふふ。わかってくれて嬉うれしいです。それじゃあお兄ちゃん。もう、時間の無駄はやめにしましょうか」

　微笑ほほえみと共に、赤い天使が静かに囁ささやく。

　久遠は戦意を失った未来を、満足そうな顔で眺めていた。



「何やってるのよ、お兄っ！　もっとシャキッとしてよバカッ！」



　赤い天使の呪のろいから未み来きを解き放ったのは、赤いドレスを着た妹魔女だった。

「永と遠わっ。お前……」

　永遠の声で正気に戻ると、未来はセリフを言い切ることなく、永遠のそばへと駆け寄った。すぐそばまでやってきた未来を、永遠は力強い瞳ひとみで見つめる。

「お前……何でここに？」

「何でって……おっきな音が聞こえたからに決まってるじゃない！　それより何よっ。バカお兄っ。一人で戦っちゃって……格好つけてるつもりなの？　バカ！」

「そうじゃねえよ。俺はただ、お前のために……」

　怒った顔を見せると、永遠は未来に頭突きをしてきた。

　およそ女子高生らしくない攻撃。

　だけどそれが、未来を案ずる永遠の心情をよく表していた。

「そんなことされて、あたしが本気で喜ぶと思ってるの？　思ってるとしたら、本当に馬ば鹿かだよお兄は！　あたしは、いつだって……お兄と一緒にいたいんだよ」

「永遠……」

「だから最後まで一緒だよ。お兄が死ぬときは、あたしも死ぬときだから……それが嫌だったら、全力であたしを護まもってよねっ。バカお兄」

　とても真剣な顔をして、永遠はそう叫んだ。

　いつだってそう。未来の気持ちなど考えず、永遠はありったけの愛情を全力でぶつけてくる。

　そんな愛情が未来に力を与える。

　未来は戦意を胸に、久く遠おんのことを見据えた。

「……ったく。いっつもわがままばっかり言いやがって。もう知らねえからな。たとえ地獄に堕おちることになっても、お前だけは連れていくからな」

「そんなのやだ。地獄に堕ちるときは、お兄一人で行ってよね」

「何言ってやがる！　首輪をつけてでも、絶対に連れて行ってやるからな」

「あたしはお兄のペットじゃないもん！　首輪なんか、絶対につけてあげないから」

「だったら生き残るために、最後まで絶対に気を抜くんじゃねえぞ」

「そんなのわかってるわよ。お兄こそ、最後まで気を抜かないでよね」

　未来と永遠だけに許された特別な叱しつ咤た激励を終えると、二人は最強の敵である久遠と向かい合った。

　さっきまでは神秘的に見えた赤黒い魔力が、今は禍まが々まがしいものに見える。

　魔剣を携えたまま、久遠は不愉快そうな顔で二人を見ていた。

「なに……その女は？　どういうこと、お兄ちゃん。どうして私の前で、私以外の女と仲良くしてるの？」

「それは俺の勝手だろ。俺の人生なんだ。誰だれとイチャつくかなんて、俺が決めるさ」

「べ、別にお兄とイチャついてなんか……」

「お前は黙ってろって。今はそういう状況じゃないんだから」

　未み来きにそう言われ、永と遠わは黙り込む。唇をムニャムニャさせているところを見ると、完全には納得していないようだった。

「そう……じゃあ、お兄ちゃんにちゃんと教えてあげますよ。この世で誰が一番、お兄ちゃんが愛するに相応ふさわしいかを──」

　フワリと、久く遠おんの体は宙を舞った。

　魔力の反発を利用して高く飛び上がると、久遠は落下する勢いのまま、赤い魔剣を振り下ろした。

　狙ねらいは未来や永遠ではなく、何もない屋上。魔剣を振り下ろした瞬間、火山の爆発のように、屋上いっぱいに赤黒い魔力が噴き上がった。

「永遠ッ。俺の体を掴つかんで、絶対に放すんじゃねえぞッ」

「う、うんっ」

　右腕を突き出し、魔力の爆発を何とか凌しのぐ。全すべてが吹き飛ぶような爆発だったにもかかわらず、屋上の風景は全く変わっていない。

　無機物にはダメージを与えず、命だけを膨大な魔力で刈り取ろうとした。

　そんな芸当ができるのは、久遠がそれだけの魔力を、完全に自分の物にしているからこそであった。

「あれ？　お兄ちゃんはともかく、そのクソ女は今の一撃で死んじゃうと思ったんですけど……やっぱり、泥棒猫ほどしぶとく生き残るということですか」

「人の魔力を奪うあなたのほうが、よっぽど泥棒猫じゃない……」

　久遠のセリフにきちんと反論するが、永遠に余裕などはない。

　今の一撃で永遠も理解したはずだ。

　久遠と自分たちの、圧倒的な力の差を。

「大丈夫か？　永遠。今だったらまだ、謝れば許してもらえそうだぞ」

「絶対に謝らないもん。だからお兄も、覚悟してよね」

「ああ。だったらどこまでも付き合ってやるよ」

　圧倒的戦力差があっても、二人ならば心は折れない。

　未来は永遠を、永遠は未来を信じ──最強の敵へと向かっていく。

　久遠が振り上げた魔剣から、刃のような魔力が発生する。それを防ぐのは未来の役目だ。

　いつものように右腕で、迫り来る魔力を無効化する。それを見届けてから、永遠は炎の魔術を放った。

「ふんっ。お兄ちゃんならともかく、あなたのような名もない魔女の攻撃が私に届くわけ────？」

　それは、未み来きにとっても意外なことだった。

　さっきまで、未来の攻撃を簡単にあしらっていた赤黒い魔力が──なぜか永と遠わの炎をかき消せないでいる。それどころか蛇のように魔剣に絡みつくと、逆に久く遠おんの魔力である魔剣を焼き、この世から消滅させてしまった。

　まただ……ドールのときと同じ、永遠の攻撃は彼女たちに対して抜群に相性がいい。俺がどれだけ頑張っても全くダメージを与えられなかった相手に………こうも簡単に攻撃を届かせるなんて。

　火の粉が頬ほおに触れた久遠は、冷静な顔でその箇所を触った。大した傷がついていないことを確認すると、久遠はつまらなそうにため息をこぼした。

「むかつく……泥棒猫のくせに、大した力もない雑魚のくせに……私からお兄ちゃんを盗ろうとして、私に傷をつけるなんて──」

　久遠が放出する魔力の密度が上がっていく。さっきまでは見えなかった魔力が、今は赤黒い霧として、はっきりと目で視みることができる。

「ぶちまけて死んじゃいなさいよッ。この虫けらぁ──ッッ」

　凶暴な魔力の光線が、四方八方に撃ち出された。

　赤黒い霧が魔力の光線を乱反射させる。その全すべてを目で追うのは到底不可能。知覚不能の攻撃を、未来は右腕を出して闇やみ雲くもに防ぐだけだった。

「きゃぁっ───」

　悲鳴が聞こえたのは後ろからだった。

　乱反射させた最大の目的は、未来を掻かい潜くぐって後ろの標的を狙ねらうため。

　振り返ると、魔力の光線に体を撃ち抜かれた永遠が、数メートルほど後方に吹っ飛んでいた。

「と、永遠……永遠ぁッッ」

　駆け寄り、永遠の生死を確認する。

「お、おにぃ……………あぅッ」

　返事があることに、まずは安心した。だが決して傷は浅くない。

　撃ち抜かれたであろう右肩、左の太もも、左のわき腹が、それぞれ赤黒く変色している。久遠の魔力によるものか、怪け我がによるものかはわからない。

　一つはっきりしていることは、永遠はもう戦えない程の傷を、その身に受けてしまったということだった。

「あははははは。ざまあみろ。弱いくせして出しゃばるから、そういう目に遭うんですよ」

「てめぇ……」

　ムカつくのは間違いなかった。だけど今は、永と遠わの安否を優先するしかない。

　未み来きは久く遠おんに飛びかかりたい気持ちをグッと抑え、永遠の手を握った。

「大丈夫か？　俺が何とかするから……絶対に死ぬんじゃねえぞ」

「う、うん……あたしは大丈夫だよ。だからお兄、無茶しないで……」

　こんなときでも兄の心配をする永遠が、健けな気げで、愛いとおしかった。

　永遠……ごめんな。俺がもう少し強ければ、ちゃんとお前を護まもってやれたのに……

　永遠の体に手を添える。ダメージのせいで、永遠の呼吸は荒く乱れていた。

「お兄ちゃん……ここでいいお知らせがあります。やっと……全すべての準備が整いましたよ」

「全ての、準備？」

「ええ。あなたを慕う妹は、今この瞬間──世界を統べる最強の魔女になったんですよ」

「なにを──」

　何よりも先に、右腕の紋章がその危機を告げた。

　辺りの風景が変わっていく。

　世界に広がる赤い光が、オーロラのようになり学園を包み込む。いや、学園だけではない。学園が立つ孤島すべてを、ドーム状の強大な魔力が包み込んでいく。

　全ては魔女の支配下なのだと、その光景が強烈に告げている。

　赤い光にはもう、黒い不純物は存在しなかった。

　宝石のような赤い光は、真紅と呼ぶに相応ふさわしい。

　そんな色が、世界の全てを包み込んでいる。

　魔女がつくり出した、赤き光の絶対空間。

　完全なる赤となった魔石を右腕につけた久遠は、その光の中心にいた──

　体中から放たれる、神のように高貴な真紅の光。

　それは翼のような形となり、久遠を護る祝福の光となっていた。

「くっ……………」

　どんな馬ば鹿かだってわかる。

　目の前の魔女は今──神に等しい存在に生まれ変わったのだと。

「さあ、お兄ちゃん。ついにこの瞬間がやってきましたよ。神かん薙なぎが夢見た、最強にして最後の魔女。見届けるのは──あなただけ」

　久遠が優しい言葉を呟つぶやくと同時に、それは起こった。

　孤島を包む赤いドーム状の魔力から──光の柱が降り注ぐ。

　東西南北に一本ずつ。神が戯れで落とした光の鉄てつ槌ついとして、その光は範囲内にある全ての命と物質を焼き尽くした。

「うふふ。アハハハ……アーッハッハッハ」

　赤き翼を纏まとった神は、高らかに笑った。

　それは自らの勝利と、魔女たちの敗北を告げる──

　──決着の音であった。










４　「魔女たちの夜─永遠と久遠─」



　妃きさき神かん奈なはその光を見つめていた。

　戦場のすぐそばに落ちた赤い光。それは戯れのように全すべてを焼き払い、消えてしまった。

　神の所業だというのであれば、遊びが過ぎる。

　人を護まもる魔女として、見過ごせる出来事ではなかった。

「会長。現状を報告したいのですが、よろしいでしょうか？」

　そばに駆け寄ってきた魔女が、そう言って現状を告げる。

　ドールたちは全て人形に戻り、この場での戦いは魔女たちの勝利で終わっていた。

　死者はなく、怪け我が人にんが数名。その数名の怪我も大したことはなく、時間が経たてば問題なく回復するだろうということだった。

　国を護るために最強の魔女を造るという建前上、犠牲者を出すわけにはいかなかったというわけか。この様子なら他ほかのエリアも、怪我人はともかく、死者は出ていないだろうな。

　あの赤い光は警告。

　敵を排除するためではなく、全てが終わったからもう私に逆らうなという、神の言葉だ。

　いうなれば、学園に存在する全ての命を人質に取ったというわけか……となると下手には動けん…………永と遠わ、お前だけが頼りだ。頼むぞ……御み堂どう兄。永遠を支えてやってくれ。

　想おもいを空に飛ばすと、神かん奈なはみんなが集合している場所へと向かった。

　助けに行きたい気持ちを胸に。

　神奈は魔女を統べる者として、自分がすべき仕事へと戻っていった。



　兄様……

　ガレキの中心、瑠る璃りは一人佇たたずんでいた。

　敵として立たち塞ふさがっていた仮面の少女たちは、全すべて力で叩たたき潰つぶした。

　もう動かない敵を、瑠璃が気にすることはない。瑠璃にとって何を壊したかなど、どうでもいい話だ。

　誰だれのために、なぜ力を使ったのか？

　そのことのほうが、ずっと大切だった。

　空から降り注いだ四つの光を、瑠璃も目撃した。

　白はく銀ぎん帝ていだからこそ、あの光の恐ろしさがわかる。あの光は、全力を出した自分さえも遥はるかに凌りよう駕がするほどの力を秘めている。

　まともに受けた人間は、誰であろうが確実に死ぬ。

　あれは──そういうレベルの光だった。

　兄様……兄様、兄様……

　大切な人のことを想うと、胸が張り裂けそうになった。

　逢あいたい……逢って、兄様の声が聞きたい。兄様の体に触れたい。兄様の全てを……そばで感じていたい。

　白銀の魔女は、ガレキの中を駆け出した。

　逢いたいよ……兄様。

　初めて感じた想いを胸に、愛いとしい人に逢うために。



　絶望が胸を支配していた。

　溢あふれ出す魔力は、赤い翼となり久く遠おんの体を包んでいる。

　あの翼は最強の剣にして、最強の盾。

　全てを破壊し、全てを防ぐ赤い奇跡を前に──未み来きは沈黙するしかなかった。

　どうすればいい……答えがあるなら、誰か教えてくれ。あんな化け物……どうやったら倒せるっていうんだ？

　未来は傷を負い、動けなくなった永遠の手を強く握り締めた。それ以外、してやれることは何もない。

　きっと永遠も同じ気持ちだ。

　全すべてはもう終わりを迎えた。

　あとは、巨大な力で消されるか、誇りを捨てて生き残るかの二つしかない。

　未み来きは永と遠わの手を握り締めたまま、赤き支配者が話し出すのを待った。

「ふふふ。良い顔です。私、ずっとその顔を見たかったんですよ。私の力を恐れ否定しながらも、その力から目を離すことができない。頭ではなく体が、私に惹ひかれているその顔。ゾクゾクするくらい──魅力的です」

「……」

「それで……どうします？　まだしますか？　無駄な抵抗を」

　噛かみつくのは無理でも、牙きばを向けるくらいのことはしたかった。だけどそれすらも叶かなわない。折れた牙では、相手を威嚇することすらできない。

　……全てを終わらせることができるのは、神かん薙なぎ久く遠おんだけ。

　不意に、純じゆんが口にしたセリフが頭に浮かんできた。

　今ならその言葉の意味が、よくわかる。

　そういうことか……一番強い奴やつが全てを決める。終わりも始まりも思いのまま……弱い奴はただ、それに従うことしか許されない。純が言いたかったのはそういうことだ。純は遠回しに、久遠に逆らうなって言っていたんだ……

　深く息をつくと、未来は久遠に答えた。

「いや……お前だってわかってるだろ？　俺たちの負けだよ……魔石に魔力がたまりきる前に、お前の魔石を奪って破壊する。それだけが、俺たちが勝つ唯一の方法だったんだけど……もう終わっちまった。ここから逆転する方法はない……あとは、好きにしてくれ」

「そうですか。意地っ張りなお兄ちゃんも可愛かわいかったですけど、やっぱり、素直なほうがいいですね。それだったらお兄ちゃんが仰おつしやる通り、私の好きにさせてもらいます」

　永遠が、腕を掴つかんできた。

　心配してくれているのかと思ったが、違った。

　永遠は視線で未来を励ましていた。

　諦あきらめないで、お兄……最後の最後まで、あたしたちは一緒だよ。

　こんな状況なのに、そんな目をできる理由がわからない。

　期待されても、その期待に応こたえることはできない。

　それはわかってる。嫌ってほどよくわかってる。

　だけど──心は静かに、妹の気持ちに応えようとしていた。

　赤き神が敵だというのなら、神さえも喰くらってしまえばいい。

　右腕に刻まれた紋章が──そう言っていた。

「ではお兄ちゃん。最初のお願いです。その女を捨てて、私のところに来てください。それから一緒に島を出て、神薙のもとに帰りましょう。この世界から争いをなくす神として、この世を統治するために」

　それは神かん薙なぎの夢。

　完全なる抑止力として、一人の魔女は世界に君臨する。

　逆らう者全すべてを、圧倒的な力で消し去りながら。

「お、おにぃ……」

　破壊と支配の女神が、自分を求めてくれている。男としては、嬉うれしい限りの話だ。

　だが──

「おにい……ちゃん……」

　囁ささやく永と遠わの手を、未み来きは優しく握り締めた。

　答えはもう、決まっていた。

「それで……俺たちは、幸せになるってわけだ」

「はいそうです。私とお兄ちゃんは、この先ずっと幸せに暮らすんですよ」

「そっか……それは嬉しい話だな」

　腕を握る、永遠の力が弱くなる。

　未来の言葉を聞き、永遠は悲しげに瞳ひとみを閉じた。

「でもな──」

　馬ば鹿かな選択だというのはわかっていた。

　だけど約束したのだからしょうがない。

　死ぬときは、この生意気な妹と一緒だ。

「悪いが、俺はお前と一緒には行かない」

　引き寄せられたとしか、説明のしようがなかった。

「俺にはお前よりも遥はるかに大切な、妹がいるんだから──」



　心と体が求めるまま──未来は永遠の唇に、自分の唇を重ねた。



「お、おにい……………」

　突然の行為に、永遠は驚きの表情を浮かべていた。

　そんな永遠に優しく微笑ほほえみかけ、未来は久く遠おんに告げた。

「力で全てを解決しようとするお前よりも、俺はいつも一生懸命頑張ってて、みんなを護まもろうと自分の命を懸かける、意地っ張りで優しいこの馬鹿のほうが好きなんだよ。だから俺がお前と一緒に行くことはない。そして力で全てを支配しようとする神薙を──俺は絶対に認めない。それが、俺の答えだ」

　女神なんて、クソくらえだった。

　なぜならそれよりも大切なものが、この腕の中にあるのだから。

「お兄……」

　瞳ひとみを潤ませ、永と遠わは未み来きの顔を見ている。

　その顔が少しだけ間抜けに見えて、未来はつい笑ってしまった。

　最後になるかもしれないこの瞬間。

　二人はいつもどおりの、二人だった。

　ったく。何でこんなことしちまったのかな。相手は永遠だっていうのに……まあしょうがねえか。これが一番、気持ちを表せるやり方だと思ったんだからな。

　未来は久く遠おんよりも永遠を選んだ。

　その答えを一番わかりやすい形で二人に伝えただけで、後悔などあるわけがなかった。

「永遠、立てるか？　そういうわけだから、地獄の底まで付き合ってもらうぞ」

「うん。お兄が一緒なら、どこだって行くよ」

　肩を貸し、永遠を立ち上がらせる。

　絶望的状況なのは何も変わっていない。だが、永遠がそれを望み、自分がそれを選んだのだから──あとは二人、最後の瞬間まで一緒にいるだけだ。

「そう……それがお兄ちゃんの答えなんだ。そっか……ふーん。じゃあ、もういいや」

　心の底からガッカリした顔を見せると、久遠は暗く冷たい瞳で未来たちを見つめた。

　そこに愛情めいたものは存在しない。

















　深い闇やみを宿した瞳ひとみは、消し去るべき標的をただ冷たく捉とらえていた。

「私の物にならないんだったら、お兄ちゃんなんてもういらない。ほかの誰だれかの物っていうのも気に入らないから……そのまま死んじゃってよ」

　一気にプレッシャーがキツくなった。

　赤い翼を持った魔女は本気で怒っている。破滅と絶望をその手に集め、真紅の魔力として具現化していく。

「お兄が冷たくするから、怒っちゃったじゃない。知ってる？　ああいうのを、ツンデレっていうんだよ」

「あれはツンデレというよりも、ヤンデレだろ。そもそも俺のことを殺すって言ってるんだぜ。どれだけ愛されてたとしても、嬉うれしくねえよ」

　目の前に破滅が拡ひろがっていても、永と遠わが一緒ならば正気でいられる。

　未み来きが永遠の手を握ると、永遠は強くその手を握り返してきた。

　近づく終わりの瞬間。誇れることは、何も恐れていないということだけだった。

「死んでよ──お兄ちゃんッ」

　上空に浮かぶ真紅の球体。傷一つないその塊は、未来に太陽を連想させた。

「お兄」

「ああ。死ぬときは一緒だ」

　そして真紅の破滅が、上空から落ちてくる。

　その瞬間、未来はドールたちとの戦いを思い出した。

　どの系統にも属さない特別な魔力。

　触れることができるのは、同じ赤い魔力だけ。

　一つ作戦を思いついたが…………くそ。魔力の残りが少ない、今の状態じゃ無理か……

　無理だとしても、今は自分の閃ひらめきに賭かけるしかない。

　未来は永遠のために奇跡を起こすべく、その瞬間に意識を集中させた。



　そのとき。久く遠おんの魔力が月の光を覆い、辺りの影はその濃さを増した。

　ナイフを操る黒い魔女は、その瞬間を息を潜めて待っていた。

　影が濃くなる──そのときを。



「『心無き殺意ハートレスキル』────全弾発射ッ」

　声が聞こえた次の瞬間。ありえないほどの数のナイフが、影の中から飛び出してきた。

　飛び出したナイフは弧を描き、標的へと向かっていく。

「なっ─────」

　その全すべてが久遠と、久遠が操る魔力の塊を狙ねらっていた。

　数百のナイフで貫かれた魔力は、塵ちりとなって夜空へと消えていく。同じく数百のナイフで狙われた久く遠おんは、両手で体を庇かばいながら、後方へと飛ばされた。

　赤い翼も何も関係ない。

　単純な数によるゴリ押しと、不意をついたという優位を武器に、ナイフは久遠の護まもりを強引に突破する。

　体に数本のナイフを受け、久遠が倒れ込む。

　そのまま沈黙すると、久遠は倒れたまま動かなくなった。

「これは……」

　突然の光景に未み来きは言葉を失う。

　そんな未来のそばに、フワリと舞い降りる黒いドレスの魔女。

　姿を現したのは、純じゆんだった。

　数え切れないほどのナイフと共に、純は未来たちの前に姿を現した。

「純っ」

　嬉うれしそうに名前を呼んだのは永と遠わ。純は申し訳なさそうな顔で、その呼びかけに答えた。

「遅れてしまい申し訳ありません。影が濃くなる瞬間と、あの方が隙すきを見せる瞬間が中々一致しなかったもので……助けに入るのが遅れてしまいました。申し訳ありません」

「純……お前。どうして？」

　純の攻撃により、久遠は倒れ伏して動かなくなっている。

　全てが一瞬でひっくり返ったこの状況を、未来は理解することができないでいた。

「お兄さん……心配をおかけして申し訳ありません。ですが、まだ終わったわけではありませんので、気を抜かないようにしてください」

「心配？　……………ああ。心配だったら嫌ってほどしたさ。お前が俺の敵で、お前と戦わないといけないことになったらどうしようって……嫌になるくらい心配したさ。それが何だ？　こんないい場面で、最高に格好よく登場しやがって……何考えてんだよお前は」

　騙だまされたという思いと、純は敵ではなかったという安あん堵どは、未来を説明しにくい不思議な気持ちにさせた。

　喜んでいいのか、怒るべきなのか。今はどうしたらいいのかがわからない。

　純はそんな未来を複雑な表情で見つめていた。

　それほどまでに自分を想おもってくれていたことを喜ぶべきなのか、誤解を与えてしまったことを謝るべきなのか。

　純も未来と同じように、どうしたらいいのかわからないようだった。

「お兄さん。お兄さんを不安にさせたことは素直に謝ります。ですが、今はそういう状況ではないので、一刻も早くこの場を去り、永遠さんと共に体勢を立て直してください。そのための時間は、私がつくり出しますので」

「どういうことだ？　お前のナイフで、もう終わったんじゃ……」

「普通でしたらその認識で間違いないと思いますが……残念ながら事態はそんなに簡単ではありません。あの方は傷を癒いやすため、ほんの少し休んでいるだけです。魔力によって傷を癒せば、何事もなかったように再び立ち上がります」

「そんな……あれだけの数のナイフを体に受けて……」

　カランと音を立て、久く遠おんに刺さっていたナイフが地面に落ちる。落ちたナイフは影があれば影の中に、なければその場に出現したままになっている。

　現在、百本近いナイフが屋上に落ちているが、さっき見た全体像からすればほんのわずかでしかない。

　純じゆんのナイフは再び影に潜み、主人が命令を出すときを待っている。

「ご覧のように、あの魔石がある限りあの方は無敵です。不意をついて致命傷を負わせたところで、魔力によってもとの姿に戻るだけです」

「じゃあ……絶対に勝てないってことじゃないか。全すべてを焼きつくす赤い光に、全てを防ぐ赤い翼。おまけに攻撃を受けてもすぐに回復するって──」

　言葉にすれば絶望が深くなる。

　どんなに前向きな考えも、その現実を前にすると力を失う。

　あの魔女を倒すことは絶対にできない──

　それはこの場を支配する、否定できない事実であった。

「大丈夫です。まだ、手は残っています……唯一にして最後の希望。神かん薙なぎ久遠は、まだ生きていますから」

「何言ってんだ……神薙久遠が生きてることは、見りゃわかるよ。だけど見ただろ？　あの子はもう、俺たちの言うことなんてきくわけ……」

「──違います。あそこで倒れている方は、神薙久遠ではありません。全ては十数年前、あの方に娘が生まれたことから始まります」

　学園を覆う赤い魔力。

　白いはずの月が、赤く見えた。

「真に争いをなくすため、あの方は抑止力となる最強の魔女をつくり出そうとしました。そのためにはどんな犠牲を払っても構わないという覚悟をし、事実あの方は、多くの魔女を目的のために犠牲としました」

「お前が言うあの方って……」

「はい。神薙で代表を務めた、あの方です。あの方は夢を見ていました。最強の魔女がこの世界の争い全てをなくしてくれるという、大きな夢を。そのための犠牲は全て些さ細さいなものと断じ、あの方は後ろを振り返ることなく、自らの夢に没頭していきました。ですがそれも、娘が生まれたことで一転します。自分にとって一番大切な存在を犠牲にしてでも、自分はその道を歩むことができるのか？　最強の魔女への生いけ贄にえとして、自分の娘を捧ささげることができるのか？　あの方は悩まれました。そして結果としてあの方は、生まれたばかりの自分の娘を養子として、ある家に預けることにしました。自分の考えを真っ向から否定する、宿敵ともいえる人間の家に。あの方はそうすることで、自分の娘を魔女の戦いから遠ざけようとしたのです。そして再びあの方は研究に没頭しました。自分をはじめとした神かん薙なぎの人間全すべてが見た夢を──現実にするために」

　純じゆんが何を言っているのか、未み来きにはさっぱりわからなかった。

　こんなときに神薙の過去を語ることに、いったい何の意味がある？

「なあ、純。いったい何を言ってるんだ？　そんなことを言ってる場合じゃないってのは、お前だってよくわかってるだろ？　今は、神薙の昔話なんて、どうでも……」

　まだわからないのですか？

　純の瞳ひとみは、そう言っていた。

「純……もういいよ。その先は、あたしが話すから」

「と、永と遠わ……」

　なぜか永遠が、話に割って入ってきた。

　純以上に、真剣な顔をして。

「純は……全部知ってるんだ？」

「はい。臨終の際、あの方に全てをお聞きしましたので」

「そっか。それで純は……どうしたいの？　あの人は最後に、何て言ってた？」

「はい。ただ一言、娘である神薙久く遠おんを護まもってくれと、私に仰おつしやりました。すでに私の心は神薙にはありませんでしたが……その願いだけは話が別です。私の命を賭かけるに値する、とても大切な願いだと思いましたから」

「そっか……ありがとう。それじゃあ、あたしも……もう逃げるのはやめるね。自分の運命と、ちゃんと向き合うことにするよ」

「永遠さん……出過ぎたマネをして申し訳ありませんでした。この先はあなたが、お兄さんに語ってあげてください。私はそれを、陰ながら支えるだけですから」

「何を言ってるんだ？　二人共……」

　右腕の反応が強まる。

　わずかな眠りを終え、赤き魔女が目を覚ます。

　もう、話をする時間はないようだった。

「この場は私にお任せ下さい。この瞬間のため、数日間に及ぶ準備を整えてきましたので。お二人がお話をする程度の時間でしたら、稼いでみせます」

「数日間に及ぶ準備って……」

「これほどの数のナイフ。一瞬で用意できたと思いますか？　全てはこの瞬間のため。この学園に戻ってからずっと、私は影にナイフを忍ばせる準備をしてきましたので」

　純じゆんが仕掛けたのは、無数のナイフによる刃やいばの罠わな。

　このとき、この場所だけは──

　黒が赤を塗ぬり潰つぶす。

「夜は私の主戦場ですので、誰だれであろうが不覚は取りません。ですがさすがに、お二人をお護まもりしながら戦うというのは不可能ですので────お二人とも、お急ぎを」

「うん。わかった。戦えるようになったらすぐに戻ってくるから……純も無理しちゃ駄目だよ」

　純の言葉に応こたえると、永と遠わは未み来きの腕を掴つかんで走り出そうとした。

「お、おい……」

　純のことが心配だった未来は、永遠に逆らいその場に留まろうとした。

　そんな未来に、純が心配ないとばかりに微笑ほほえみかける。

「お兄さん。ここは私にお任せ下さい。そして永遠さんのことを、よろしくお願いします」

「純……」

「それと後ほど、先程の口づけについて真剣にお話をしたいと思いますので──その点についても、よろしくお願いいたします」

「……あ、ああ」

　どうやら一番見られたくない相手に、一番見られたくないシーンを見られたようだった。

「では、また後で」

　黒いドレスの裾すそをフワリと舞わせ、純は赤き魔女に向き直った。

「すぐに戻ってくるから……無茶するんじゃねえぞっ！　純！」

　最後にそう言うと純は振り返ることなく、手だけを振ってみせた。

　怪け我がをした永遠の体を支え、走り出す。

　未来たちは純にその場を任せ、校舎の中へと駆け込んでいった。



　校舎の中は、戦争中だというのが嘘うそのように静かだった。

　窓からは学園を覆う久く遠おんの赤い魔力が見える。見慣れた風景に溶け込んでいる赤い異常。それが未来の心をざわつかせた。

「……」

　永遠はまだ一言も発さない。

　怪我の具合を聞こうにもこの空気が邪魔をして、未来は永遠に何も言うことができないでいた。

　永遠の奴やつ、急にどうしたんだ？　さっきまでは、死にそうな状況でも軽口が言い合えたのに……今は、何も言わないでくれって感じの空気を出して……

　時間がないのは、永と遠わもよくわかっている。

　無限に続きそうだった沈黙を破り、永遠は戸惑いを浮かべた表情で未み来きを見つめた。

「お兄……さっき、純じゆんが話してたこと覚えてる？」

「ああ。神かん薙なぎ久く遠おんについての話だろ……それがいったいどうしたっていうんだ？」

「うん。あのね……それで、お兄には言わないといけないことがあって……」

「何だよ？　そんな辛つらそうな顔して……俺とお前の仲なんだから、何でも遠慮なく言えよ」

「う、うん……そうだね。それじゃあ、言うね……」

　最後の瞬間まで思い悩むと、永遠は突然、決意を秘めた強い眼まな差ざしで未来を見つめた。

　そして恐れを振り払うかのように、必死な態度で──



「あたし──本当はお兄の妹じゃないの」



　──未来の胸に、飛び込んできた。

　何を言っているのか、一瞬理解できなかった。

「何言ってるんだよ。今はそんな冗談言ってる場合じゃ……」

　胸の中から未来を見上げる永遠の瞳ひとみは、「ずっとそばにいさせて」と、願っているようだった。

「冗談じゃ、ないの……あたしは本当はお兄の妹じゃなくて、養子として御み堂どうの家に預けられた、別の家の子なの」

「だ、だから何言ってるんだよ？　お前が俺の妹じゃなかったとしたら、お前はいったい誰だれだっていうんだ？　お前は御堂永遠で、俺の妹だろ。今までずっとそれでやってきたんだ。今更、それは全部嘘うそだったって言われても──────」

　そこでやっと、純が言っていた言葉の意味がわかったような気がした。

　そして今なぜ──永遠がこんな話をしているのかも──

　未来は、理解してしまった。

「純は言ってた。神薙って奴は、生まれたばかりの娘を宿敵ともいえる人間の家に預けたって……まさか、それって……」

「うん。御堂家……お兄の、家だよ」

「っ─────」

「お父さんが自ら養子として迎えた純と違って、あたしはあっちの意思で養子に出されたの。自分の研究にあたしを巻き込みたくないっていう……あの人の、意思で」

　目の前がクラクラしてきた。

　多くの魔女を不幸にした、災いの元凶である神薙。

　絶対に護まもると誓った妹は──憎むべき敵の娘だった。

　受け入れ難い事実は、目眩めまいを覚えるほどに未み来きを混乱させた。

「どうして……どうしてお前がそれを？」

　体を抱きしめる永と遠わの力が、ほんの少し強くなった。

「この学園に入学を決めたとき……お父さんが真実を教えてくれたの。お前は神かん薙なぎの娘で、本当は俺の娘じゃないって。最初は凄すごくショックだったんだよ。ずっと家族だと思ってたお兄やお父さんと、本当は血が繋つながってないっていうことがわかって……世界に独りぼっちになっちゃったような気持ちになったんだよ。だけど、それで……みんなと一緒だったっていう思い出がなくなるわけじゃないから……あたしは、今までどおりの永遠でいようと思って……」

　ふと、学園に入学してから永遠が急に積極的になった理由が、わかったような気がした。

　血が繋がらないということを知っていたから、永遠は未来を男として意識していた。その意識が、所々で永遠の本音として行動に表れていたのだ。

「……お兄。今まで、黙っててごめん。だけどあたしは永遠だから……これからもずっと、お兄の妹として、お兄や純じゆんと一緒にいたいよ……」

　離したくない。

　ずっとそばにいたい。

　そんな気持ちを色濃く表し、永遠は未来の体を強く抱きしめた。

「お兄……ごめんなさい。あたしのこと、嫌いにならないで。あたしはずっとお兄の妹だから……………お兄好みの、可愛かわいい妹になるから……お願いお兄。ずっとずっとそばにいさせて。お兄と……いつまでも一緒にいたいよぅ……」

　胸の中で、妹が泣いていた。

　ずっと一緒にいたいと、純粋な想おもいを口にしながら。

　心の中に生まれた迷いが、永遠の想いと涙に触れることで消え去っていった。

　誰だれを護まもるためにここにいて──

　誰を護るために戦っているのか──

　それを考えたら、答えなんてわかりきっていた。

　胸の中にいる大切な少女を抱きしめる。

　永遠は──妹は、戸惑った声を上げた。

「……くだらない心配するなよ。お前が誰であろうが、何も変わったりするもんか。お前は俺の妹……御み堂どう永遠だ。今までの思い出はお前だけじゃなくて、俺にとっても大切なものだ。だから何も変わらない……変わったりするもんか。お前は俺の、大切な妹だよ」

「お兄……ありがとう。すごく、嬉うれしいよ」

　抱きしめる力が弱くなる。

　妹でないことがわかると、未来は自分から離れていってしまうかもしれない。

　永と遠わが一人で抱えていたそんな不安が、安あん堵どに変わった瞬間だった。

　気持ちを伝え合うため、二人はしばらくの間お互いを抱きしめていた。

　やがて、想おもいを確かめ合う抱擁が終わる。

　ずっとこうしていたかったが、残念ながら今はそういう状況ではない。

　二人は名残惜しさを感じつつも、引き合う互いの体を離した。

「それで、話はこれで終わりってわけじゃないだろ？　純じゆんは、全すべてを終わらせることができるのは神かん薙なぎ久く遠おんだけだと言っていた。それはいったいどういう意味なんだ？」

　純は同時に、神薙久遠のことを最後の希望だとも言っていた。

　だとすれば、まだ勝機は残っている。

　神になった魔女を倒す術は──まだある。

「うん。実はね……あたしの魔術は、あの魔石に対して凄すごく相性が良いようになってるの」

「相性が良い？　どういうことだ？」

「あの人はあの魔石にある細工をしたの。それはね、あたしの魔術に対してだけ、すごく弱くなっちゃうっていう特別な細工で……系統とか威力とか関係なしで、あたしの魔力でならあの魔石が生み出したものに、大きなダメージを与えることができるの」

「なるほど。それであの仮面の少女たちを、お前は一撃で倒すことができたのか……」

　同じ炎の魔術でも、未み来きがつくり出したものと永遠がつくり出したものでは、相手に与えるダメージにかなりの差があった。

　二人の炎の魔術に関する熟練度の違いが、結果となって現れているだけだと思っていたが……事情を知ってしまえば、簡単なことだった。

　永遠の本当の父である神薙は、『始まりの魔石』と呼ばれる特別な魔石にある細工をした。

　それは永遠の魔術でのみ、『始まりの魔石』を破壊することができるというもの。

「神薙は……どうしてそんなことを？」

「それは、あたしにもわからないけど……お父さん──あの人じゃなくて、お兄とあたしのお父とうさんが言うには──きっと実の娘にだけは、全てを否定されても構わないって思ったんじゃないかって……」

「全てを否定……そうか。純が言っていたとおり、神薙は何が正しいのかわからずに、迷っていたんだろうな。だけど今更引き返すことも、否定することもできなくて……」

　他ほかの誰だれでもなく、実の娘であれば、全てを否定されても構わないと思ったのだろう。

　だから実の娘である永遠に、全てを終わらせるための鍵かぎを与えた。

　自分を含め誰も止められなかった、過ちを止めてもらうために──

「……神薙は、娘であるお前に助けてもらいたかったんだろうな。もう止まることのできない、自分を──」

「お兄……」

　未み来きには、その気持ちがわかるような気がした。

　大切な存在が、命を懸かけて自分を否定するのであれば──そのときは素直に受け入れられるような気がする。

「そういえば、会長さんはお前に対してどことなく不自然だったけど……あの人もそれを知っていたのか？」

「うん。お父さんが話したから、先輩もそれを知ってるよ。先輩はあたしを凄すごく心配してくれて……悪いこと、しちゃったな」

　俺には内緒だったくせして……会長さんに対してだけは、妙にしおらしくなるんだよな、コイツ。

　どうしても、神かん奈なにだけはヤキモチを妬やいてしまう。

「そうか……事情は全すべてわかった。つまりお前がいれば、あの魔女には勝てるっていうことだな」

「うん。そういうことになるよ」

『全てを終わらせることができるのは神かん薙なぎ久く遠おんだけ』

　純じゆんが言っていた言葉の意味が、やっと理解できた。全ての元凶である『始まりの魔石』を破壊することができるのは、本当の神薙久遠である永と遠わだけ。

　そういう意味で、純は全てを終わらせることができるのは神薙久遠だけだと言ったのだ。

　あれ？　ちょっと待てよ。じゃあ……

　ここで未来にある疑問が湧わき上がった。

　それは──今自分たちの前に神薙久遠として存在している少女は、いったい誰だれなのかということ。

　本当の久遠が永遠なのだとすれば──彼女はいったい誰なのだろう？

　少し悩んだが、未来はすぐに考えることをやめた。

　彼女の正体を知ったところで、今後の展開が変わるということはない。

　全てが終われば、彼女の正体はわかる。そう思った未来は、今存在する久遠のことよりも、これからのことに気持ちを集中させることにした。

「じゃあ、体が回復すれば、すぐにでも純を助けに─────」

　輝き出した希望の光が、すぐに消えてしまったような気がした。

　永遠の体に刻まれた傷痕。

　立っているのもやっとな永遠に、これ以上の戦いを強いるというのか？

　永遠は未来の表情を見て、何を考えているのかを察した。

「……あたしだったら、大丈夫だよ。まだ、炎をつくり出すくらいのことはできるから……だから心配しないで、お兄」

「何言ってんだよ。炎をつくれたって、相手に当たらないと意味ないんだ。今のお前の状態じゃ……相手に炎を当てる前に、攻撃を喰くらってそこで終わりだよ。そんなこと、させられるわけがない。あいつを倒して俺たちが勝ったとしても……お前がいなかったら何の意味もないんだから」

「お、お兄ぃ……」

　未み来きの言葉がよっぽど嬉うれしかったのか、永と遠わは我慢できないといった様子で、恥ずかしげに未来の服を指先で摘んできた。

　こんな状況でなければ、間違いなく抱きついてきている。

　そんな瞳ひとみで、永遠はモジモジしながら未来の反応を窺うかがっていた。

　服を掴つかむ永遠の手を軽く叩たたき、「おあずけ」という合図を出す。不満そうな永遠だったが、そこは素直に従ってくれた。

　どうする？　永遠の魔術は特別だっていっても、それを当てる手段がないんだったら何の意味もない。体の傷はしょうがないとしても、せめて魔力だけは万全の状態になってないと………………………っ！

　ふと廊下の先の暗くら闇やみに、人影を発見した。

　その少女はこちらのことを気にしながらも、遠慮して、その場を動かないようだった。

　そうだ。足りない分の魔力は、みんなに分けてもらえば……

　最終決戦に向けた作戦は決まった。あとは、そのための準備を整えるだけだ。

「永遠。ここで少し待っててくれるか？」

「え？　どこ行くの？　お兄」

「ああ。ちょっと瑠る璃りの様子を見てくるだけだ。無事を確認したらすぐに戻ってくるから、お前はここで休みながら待っててくれ」

　瑠璃の名前を出したからか、事情を説明すると、永遠は素直に未来の言葉を受け入れてくれた。

　永遠をその場に残し、人影が見えた廊下の先へと向かう。

　角を曲がった先にあったのは下の階へと続く階段で、瑠璃はその一番上に、一人で座っていた。

「瑠璃」

　背中を向けたまま、瑠璃は何も答えない。未来は瑠璃の隣に、そっと腰を下ろした。

「無事でよかったよ……体は、大丈夫か？」

　優しい口調でそれを聞くが、瑠璃はやっぱり何も答えない。両膝ひざを合わせたまま、不機嫌そうな顔をしている。

　不機嫌そうな顔はいつものことだった。だけど今は、どことなく様子が違う。

　瑠璃らしくない、拗すねた感じが顔に表れていた。

　怒っているのかと思い、未み来きはしばらく様子を窺うかがうことにした。

　少し待つと、瑠る璃りは素っ気ない態度で話し始めた。

「兄様……私、悪い子だ。口では兄様を縛りたくないとか言っておきながら……兄様のこと、独り占めしたいと思ってる」

　瑠璃がそんな話をし始めたのは、正直意外だった。

「さっき……兄様と永と遠わが抱き合ってるのを見たの。兄様のことだから、永遠を元気づけるためにあんなことをしたんだっていうのは、よくわかってるんだけど……」

　純じゆんにはキスを見られ、瑠璃には抱き合っているところを見られた。

　未来は自分のうかつさを、密かに反省した。

「何だか……辛つらい気持ちになった。兄様が幸せになるのは、私にとっても嬉うれしいことだよ。だけど、それで私から離れていくのはやだ。兄様が誰だれを好きになろうが……それは兄様の自由だよ。でも……ほんの少しでいいから、私の相手もしてほしい。一番好きな人の半分でいいから……私も、兄様に愛されたい。兄様に求められたい……兄様に……所有物として、扱われたい」

　相変わらず、独特で過激な愛情表現をしてくる瑠璃だった。

　さ、寂しいんだったら、素直にそういえばいいのに……どうして瑠璃って、俺を困らせる言い方でしか、気持ちを伝えられないんだ。

　戸惑う未来に、瑠璃の告白は続く。

「……兄様は、そんな私、嫌だよね。兄様の邪魔をするのはやだ。兄様の重荷にはなりたくない。そう思ってるのに……私、わがままなこと言おうとしてる。兄様を困らせたくないっていうのは、全部口だけの嘘うそだったような気がして……すごく、自分のことが嫌いになる。ごめんね、兄様……こんな悪い、妹で」

　瑠璃……今まで何度も俺を困らせてきたっていう自覚は、全くないんだな。そういうところは、瑠璃らしいと思うけど……

　結局何が言いたいのか、未来は瑠璃の真意を掴つかみきれないでいた。

「瑠璃。何で悩んでるのかは知らないけど……言いたいことがあるんだったら素直に言えよ。大丈夫だって、たとえお前がどんな妹だったとしても、俺はお前の味方だから」

「……」

　瑠璃は警戒心を剥むき出だしにした目で、未来の顔を見つめた。

　拒絶されることを恐れながらも──瑠璃は怒ったような態度で、願い事を口にした。

「だ……抱きしめられたい。永遠にしてたみたいに……私も兄様に、ギュッと抱きしめられたい。こんなこと思ったら駄目だってわかってるけど……兄様に、抱きしめられたい。ごめんなさい、兄様……こんな、わがままな妹で」

　その言い方、その仕草、その態度──全すべてが、強烈に可愛かわいらしかった。

　普段素っ気ない態度ばかり見せる瑠る璃りが、我慢できないといった態度で、恥ずかしそうに愛されることを求めている。

　誰だれにも懐かない狼おおかみが、自分にだけ心を許したようで──

　言葉にできない優越感と、瑠璃を完全に自分のものにしたような満足感が、未み来きの心を激しくかき乱していた。

　だぁーもうッ。いちいち可愛かわいらしくて、本当に困った奴やつだな……何だよ。思いつめた顔して何を言うかと思えば、抱きしめてほしいって……可愛すぎるんだよ。ったくもう……

　となると答えは決まっていた。

　いつも不機嫌な顔をしている妹を、未来はギュッと強く抱きしめてあげた。

「これで満足か？　瑠璃」

「う、うん……ありがとう、兄様」

　喜びつつも戸惑い、嬉うれしそうでありながらも拗すねた顔で、瑠璃は未来の抱擁を満喫していた。やがて未来が抱擁をやめると、瑠璃は満足しながらも物足りないような顔を見せた。

「それじゃあ、今度は俺がお前に頼み事したいんだけど……いいかな？」

「うん。いいよ兄様。何でも言って」

「そうか。だったら頼む。お前の体に残された魔力を、俺にくれないか？」

「魔力を？」

「ああ。最後の戦いに行くために、どうしてもお前の魔力が必要なんだ。だからできるかぎりでいい。お前が持っている魔力を、俺にくれ」

　未来の頼みを、瑠璃が断るわけがなかった。

「うん、いいよ。私は兄様の物だから……兄様が望むのであれば、何でもするよ」

「ありがとう。瑠璃」

　未来が差し出す右腕に、瑠璃が両手を重ねる。

　白銀の光を放ち全ての魔力を未来に捧ささげようとするが、思ったよりも魔力の放出量は少ない。

　傷を負った状態で戦っていたのだ。さすがの瑠璃も、消耗しているということだろう。

「瑠璃。無理しなくてもいいぞ。これで充分だから、キツイんだったらもう……」

　瑠璃は首を横に振った。

　まだ全てを、愛する兄に捧げてはいない。

「大丈夫だよ、兄様…………ううん、本当は私が、それを望んでいるの。たとえわずかな魔力でも、兄様には私を感じていてほしいから」

「瑠璃……」

　その愛情は、未来の心を温かい気持ちにさせた。

　だが次の行動が唐突すぎて、未来は言葉を失うことになる。

　何を思ったのか。

　瑠る璃りは両手で握っている未み来きの右手を、自らのドレスの胸元へと引っ張りこんできた。

　汗で濡ぬれた瑠璃の肌の感触が、右手からダイレクトに伝わってくる。

　瑠璃はわずかに顔を赤くして、その恥ずかしさに耐えていた。

「おおおおおお……る、瑠璃。お前、いったい何を……」

「黙ってて兄様。心臓に近いほうが、魔力を強く放出できるの……できるだけ早く終わらせるから、兄様はそのまま動かないで」

「う、動くなって言われても……お前、それは……」

　さすがにこれはマズイと思い、未来は瑠璃の胸元から手を抜こうとした。そのせいで、未来の指先が瑠璃の胸の一部に当たってしまう。

「んっ……兄様……だめ。指が当たると、感じちゃうから……お願い。兄様は動かないで」

「あああああ……は、はい……わかりました」

　その一言で金縛りになると、未来はそのまま、瑠璃の胸から彼女の大切なものを受け取ることになった。

　輝きを増す白銀の光。

　胸に触れたままその輝きを受け取ると、瑠璃はやっとのことで未来の手を胸元から解放してくれた。

















　全すべてを放出したことで、瑠る璃りの顔は疲労の色に染まっている。

　脱力した顔で頬ほおを赤らめ、呼吸を荒らげている姿は、そんな場合ではないのに色っぽいと思ってしまう。

　しかもさっきまでの行為が行為だ。

　未み来きは湧わき上がってくる邪よこしまな気持ちを必死になって我慢し、力を失った瑠璃の体を優しく支えてあげた。

「お、おい……大丈夫か？　瑠璃」

「うん。ちょっと力を使い過ぎて疲れただけだよ。少し眠れば、大丈夫だから……それより兄様、それで足りる？」

「ああ、充分だ。お前がやられた分も合わせて、最高の一発を放ってきてやる」

「そう……じゃあ、後は全部任せるね……にぃ、さま……」

　未来を心から信頼した笑みを見せると、瑠璃は完全に力を失ってしまった。

「瑠璃？」

　一瞬ドキッとしたが、安らかな寝息を聞いて安心する。

「後で迎えに来るから、ちょっとだけここで待っててくれ」

　階段から落ちてしまわないように、体を床に横たわらせると、未来は瑠璃の頭を軽く撫なでながら立ち上がり、その場を後にした。

　廊下の角を曲がり、永と遠わを待たせている場所へと向かう。

「うわぁっ」

　突然現れた純じゆんに驚き、未来は思わず声を上げてしまった。

「な、何だよ純……無事だったのはいいけど……突然姿を現すのはやめろって。ビックリしちまうじゃねえか」

「ああそうですか。それは失礼いたしました。申し訳ありませんごめんなさい──ふんっ」

　一目でわかる怒り顔。

　超ヤキモチ妬やきの純がこんな風に怒っているということは、間違いなく、瑠璃との情事は全て目撃されてしまっている。

　これ以上純を怒らせないため、未来は気を遣いながら純に話しかけた。

「……で、純はどうしてここに？」

「はい。用意していた全ての手を使い切ったので、隙すきをついて逃げ出してきました。その後は永遠さんに、お兄さんがこちらに向かったということを聞き、様子を窺うかがいにやってきたのですが……まあ、必要なかったようですね。というより、どうやら私は邪魔だったようで……失礼しました。もう決して邪魔はしませんので、お兄さんのお好きにどうぞ」

　プイッと顔を振り、純は未来に背中を向ける。

　こんなときでも純は、ヤキモチ妬きなままだった。

「あー、お前もわかってるだろ？　今はそういう場合じゃないんだ。文句だったら後で聞いてやるから、今はとりあえず機嫌を─────？」

　純じゆんは背中を向けたまま、スタスタと歩き去っていくかと思ったが、そうなることはなかった。

　立ち止まった状態で顔だけをこちらに向け、チラチラと何かを訴えかけている。

『最後のチャンスですよ。ここで私を呼び止めないと、私はここから立ち去ってしまいますよ。それでいいんですか？　嫌なら一刻も早く、私を止めてくださいよ』

　視線だけで純はそう言っている。

　頭を抱えたくなったが、それが妹の望みならば仕方がない。

　未み来きは待ちわびている純を、背中から優しく抱きしめた。

「これでいいか？　いいんだったらもう機嫌をなおしてくれよ……頼むからさ」

「………………」

　感動した様子で最後の余韻まで味わうと、純は自ら進んで、体を抱く未来の腕を解き放った。その態度は、「そこまでいうのでしたら、特別に許してあげます」という、上から目線なものであった。

　純って……ちょっと性格変わったか？　昔はもうちょっと、お淑しとやかで慎み深かったような気がするんだけど……

「何か？」

「いいえ。特に何も」

　機嫌を損ねたら面倒なので、未来は巧みに本音を隠すのであった。

「それで、機嫌をなおしてくれたみたいだから聞くけど……あの子はどうしてる？」

「はい。あの方でしたら今も変わらず屋上にいると思います。私との戦闘中、あの方はイラつきながらも、誰だれかを待たれているようでした」

「誰かを……待ってる？」

「はい。そうでなければ、あの方は学園ごと私の存在を消し去ったでしょうから。それをしなかったということは、まだ何か目的があるということです。そしてこの場合、あの方が待たれている人物ということになると──」

「俺と永と遠わ……ってわけか」

「はい」

　だとすれば、行くしかない。

　もともと逃げるという選択肢はなかったのだ。

　長かったこの夜を終わらせるため──決着をつけに行かなくてはいけない。

「ところでお兄さん。私も多少ならば魔力が残っていますが……どうします？　白はく天てん院いんさんのように、私もお兄さんに魔力を差し上げましょうか？」

「うん？　ああ、瑠る璃りとのやりとりを見てたんだったら話が早い。力を使い切ったあとで悪いんだが……残っているだけでいい。純じゆんの魔力を、俺に分けてくれないか？」

「はい。お兄さんが望むのであれば、私は全力でそれにお応こたえするだけです」

　純は一本のナイフを取り出すと、それに残った魔力を全すべて注ぎ込んでくれた。

「ありがとう。純」

　感謝の言葉を伝えそのナイフを受け取ろうとするが、なぜか純は背中を向けてしまった。

「？　純？」

　純の真意がわからないまま、未み来きは純との距離を詰める。

　次に見た光景で、未来は純の真意を悟った。

　ドレスを着崩し、大胆に露出させた胸元。

　そこから覗のぞく白い胸の間に、純のナイフは挟まっていた。

「お前……それはどういう意味だ？」

「いえ。心臓に近いほうが多くの魔力を放出できると思ったから、こうしているだけです。決して深い意味はありませんので……どうぞお兄さん。お受取りください」

「……そ、そこに手を伸ばせって言ってるのか？」

「さあ、どうでしょう？　ただ、白はく天てん院いんさんにしたことを私にはしないというのは……少し、おかしな話だと思いますが」

















「お、おかしいのはお前の発想のほうだよ……」

「何を言っているのかよくわかりませんが……どうします？　お兄さん」

　こうなったら仕方がない。願いが叶かなわない限り、純じゆんは延々と未み来きのことを困らせ続ける。

　未来は覚悟を決め、後ろから背中越しに、純の胸元へと手を突っ込んだ。

「あっ……これはちょっと……お、思ったよりも、刺激が強いのですね。永と遠わさんが夢中になる理由も、わかるような気がします」

「だから、人が聞いたら誤解するようなこと言うなって！」

　慎重に純の胸元から、魔力が込められたナイフを引き抜く。

　ヤキモチからきた意地悪を終えると、純は未来のほうへと向き直った。

　微笑ほほえみを浮かべる純だったが、さすがにもう限界のようだ。力を使い切ったことでバランスを崩し、純がその場に片膝をつく。未来が肩に手を添えると、純は「大丈夫です」と答え立ち上がった。

「それが私に残された全すべてですが……それで足りますでしょうか？」

「ああ、充分だよ。だから後は俺と永遠に任せて、お前はここで休んでいてくれ」

「できることでしたらお二人をお護まもりすべく、最後まで一緒にいたかったのですが………今の私がお二人に同行したところで、邪魔にしかならないでしょうから」

　よく見ると純の体の所々に、永遠の体に刻まれたものと同じような赤い傷痕があった。

　万全の用意をし、完全なる罠わなに嵌はめたとしても、相手は神なのだ。無傷で立ち向かえるような相手ではない。

　時間を稼いでくれた純へのお礼の意味も込め、未来は純の体をそっと抱きしめた。

「お兄さん……このような行為自体は大変嬉うれしいものなのですが……永遠さんとの口づけについてのお話はまだ終わっていません。永遠さん一人に多大なる愛情を向けるのは、大変不平等だと思いますので」

　そう言うと、純は目を瞑つぶって唇を未来へと向けてきた。

　こんなときでも純は純のまま。

　最後はちょっとだけでも得をしていないと、気が済まないのだ。

「ったく……しょうがないな」

　純の頬ほおに手を添え、反対側の頬に口づけをする。

　一瞬、キョトンとする純だったが、どうやらそれで満足してくれたらしい。

　平静を装う純の顔は紛れも無く、欲求を満たされた女性のそれであった。

「お兄さんの顔を立て、今回はこれで納得することにします。それではお兄さん、後のことはお任せしました。永遠さんと共に──神かん薙なぎが見た悲しい夢を、終わらせてください」

「ああ、行ってくるよ。純」

「はい。よろしくお願い致します……おにいさん……」

　全すべてを未み来きに任せ安心すると、純じゆんは全ての力を失い、眠りに落ちてしまった。

　瑠る璃りと同じように、純の体をそっと床に横たわらせる。

　最後に髪の毛を撫なでてあげ、未来はその場を後にした。

　全ての準備は整った。

　永と遠わが待つ場所へと戻ると、永遠は一人意識を集中させ、両手の中に小さな火球をつくり出していた。

「あっ。お兄。純がそっちに行ったはずだけど……どうしたの？」

「ああ。純だったら疲れて眠ってるよ。瑠璃も同じように、今は疲れて眠ってるから……二人のことは心配ない」

「そっか。じゃあ、もうあたしたちを助けてくれる人は誰だれもいないっていうことだね」

「そういうことになるな……どうした？　怖いのか？」

「ううん。お兄が一緒だから、あたしは何も怖くないよ。それより、お兄のほうはどうなの？　さっきよりも真剣な顔してるけど……何か作戦でもあるの？」

「ああ。とっておきの作戦が一つある。だけど、それが通用しなかったらもう終わりだ。たった一度のチャンス……俺のために命を懸かけてくれるか？　永遠」

　ほんの一瞬の迷いも、永遠は見せなかった。

　永遠は未来の全てを無条件で信じている。

「うん。あたしの全部を……お兄にあげる。だから行こう──決着をつけに」

「よし。だったら作戦を話すぞ。まずは俺が時間を稼ぐ。だからお前は────────」

　魔女たちが死力を尽くし戦った、とても長い夜がもう少しで終わる。

　作戦を伝え終わると、二人は再び屋上を目指した。

　扉を開け、最後の戦いの舞台へと舞い戻る。

　赤い魔力で満たされた学園。

　中心で待つのは、赤き翼を携えた神のごとき魔女だった。

「やっぱり……戻ってきてくれたんですね。お兄ちゃん」

　久く遠おんと名乗る少女は、何一つ変わっていなかった。

　辺り一面に役目を終えたナイフが落ちている。魔力で回復させることができない制服は傷だらけになっているが、肝心の久遠自身には傷一つついていない。

　普通の魔女であれば、どれだけ準備しようが久遠を倒すことはできないということを、この光景が証明している。

　あの魔女を討つことができるのは、炎を操る赤い魔女だけ。

　神かん薙なぎが最後に残した──自らを灼やく戒めの炎だけだ。

「それでどうするつもりなんですか？　今更ですけど……私に勝てるとでも？」

「ああ。そうじゃなければ戻ってこないさ。もう逃げたりはしない。これが最後……これでキミを倒せれば俺たちの勝ち。倒せなければ──」

「私の勝ちというわけですね。いいんじゃないですか、わかりやすくて。このままチョロチョロ逃げ回られても、面倒ですから。どうせ……邪魔なものは全すべて消し去ってしまおうと思ってましたから……いいきっかけになります。あなたたちを殺して、この学園にいる全ての魔女を消し去る。それで全て終わりです」

「みんなを護まもるために力を手に入れるっていう建前は……もういいのか？」

「護りますよ、当然。でも、それはここにいる連中ではありません。それどころかここにいる連中は私を不快にし、私を倒そうと動き回る。まるで……ネズミみたいに。そんな連中をそのままにしておくわけにはいきません。争いの種は全て、消し去ってしまわないと」

「……そうやってキミは一生戦い続けるのさ。キミがなくそうとした、争いの種をばら撒まきながらな」

「どうとでも言ってください。これが私の──神かん薙なぎが見た夢なんですから……誰だれにも邪魔はさせない」

「そうだな……じゃあ、そろそろケリをつけようか」

　闇やみ夜よを撫なでるように風が吹く。

　終局へと繋つながる戦いが始まる。

　全ては──この瞬間のためにあった。

「神薙の夢はここで終わりだ」

「何も終わらない……私が存在する限り、神薙はなくならない」

　限界まで張り詰めた緊張感。

　そして──最後の戦いが始まった。

「永と遠わ。作戦はさっき話したとおりだ。時間は俺が稼ぐ。だから頼むぞ」

「うんっ。信じてるからね。お兄」

　合図を送ると未み来きは数歩前に出て、永遠の体を隠すようにして久く遠おんの前に立った。

　右腕に炎を宿し、地面に向かって軽く振る。その炎は消え去ることなく赤く揺らめき続け、カーテンのように永遠の体を覆い隠してしまった。

　集中しろ。できるできないの話じゃない。もう……やるしかないんだ。相手が誰であろうが関係ない。目の前の敵を──喰くらうだけだ。

　作戦はあった。ただ、それが上う手まくいくという確証はなかった。

　だがもうやるしかない。

　絆きずな、能力、経験──未来は自分が持つ武器を信じ、久遠と対たい峙じした。

「その程度の炎で、その女を本気で護れると思っているんですか？　お兄ちゃん」

「さあな？　それはやってみないとわからないだろ」

　わざと挑発めいた返し方をすると、久遠は露骨に不機嫌そうな顔を見せた。

　そして感情のまま、真っ赤な球体型の魔力を複数個つくり出す。バスケットボールと同じくらいの大きさを持つ、魔力の塊。

　それが久く遠おんを護まもるようにして、複数個空中に浮かんでいた。

「これは、魔力と命を消滅させるための魔術なんです。壁や床のような無機物だったら、当たっても何の変化もありませんけど、植物や人間のように、命と呼ばれるものを持っている存在だったら話は別です。どんなに強固で強きよう靭じんな肉体や魔力を持っていたとしても、関係ありません。全すべての護りを無視して、これは相手の命を喰くらってしまいます。どうですか？　お兄ちゃん。シャレてると思いませんか？　魔女喰いウイツチイーターの力を持つお兄ちゃんが、魔女が放った魔術に命を喰われるなんて……最高によくできた話ですよね？」

「ああ。その通りになればな」

　未み来きは余裕の態度を崩さなかった。

　久遠はそれが面白くなかったようだ。イラつきながらつまらなそうな顔で、最初の一個を未来に向けて放った。

「もう謝っても許しません。ジワジワ苦しめながら殺してあげます──お兄ちゃん」

　防御不可能な攻撃が、未来の眼前に迫ってくる。未来は球体型の魔力に対して、右腕を伸ばした。

「無駄ですよ、お兄ちゃん。お兄ちゃん程度の器じゃあ、その魔力は吸収しきれません」

　勝ち誇ったような久遠の声。

　未来はその言葉を聞き流し、魔力を右腕で迎え撃った。

「アハハハハハハ。馬ば鹿かなお兄ちゃん。右腕がなくなったことに気づいてから後悔しても、もう遅い─────────？」

　時が止まったと錯覚する一瞬。

　未来の右腕に魔力が触れると、それは消え去ることなく反射され、久遠へと跳ね返っていった。

　未来が跳ね返した魔力が、久遠の周りを飛ぶ魔力とぶつかる。二つの魔力はぶつかり合った瞬間に相殺され、世界からその存在を消してしまった。

「……………なに？　どういうこと？　絶対に防げないはずの私の魔力を……どうしてお兄ちゃん程度の力しかない人間が跳ね返せるの？」

　未来はあえて何も言わなかった。

　それが当然のような顔をして、黙って久遠を見つめている。

「何よ……何か言ってよ。私に比べたら、虫けらみたいな力しか持ってないくせしてッッ」

　怒りに任せ、久遠は全ての塊を未来に向かって放ってきた。

　死神が振るう鎌かまに匹敵する、赤き死の造形。

　未来は両手を広げ、その全てと対たい峙じする。

　未み来きの手が触れるだけで、魔力の塊は進行方向を変える。

　一つは虚空へと向かって飛んでいき、一つはぶつかり合って相殺され、一つは校舎の壁に当たって飛散し──と、塊によって様々な形の結果を迎えることになる。

　ただ一つ共通していたのは──全すべての塊が、未来の体に触れることなくこの世から消滅したということだった。

「どうして……そんな馬ば鹿かな？　私の、魔力なんですよ。全ての力を超越した……最強の魔女が放った最強の魔術なんですよ。それをどうして……魔女でもないあなたがッッ」

　受け入れ難い現実を前に、久く遠おんは狂乱したかのような態度で両手を上げた。

　空中に浮かぶ、太陽のごとき魔力の塊。

　一度は純じゆんによって邪魔をされたあの一撃を──久遠は激しい怒りと共にもう一度放とうとしていた。

「もうお兄ちゃんを護まもる魔女はいないッ！　奇跡でも起こらない限り、この攻撃は絶対に防げないッ。だからもうこれで死んでよッッッ！　お兄ちゃんッ！」

　太陽のごとき赤い魔力の塊が飛来する。

　全ての命を喰くらい全ての敵を消滅させる、赤き神が放った最高に無慈悲な死の塊。

　それを防ぐことは誰だれにもできない。

　ただ一人──魔女喰いウイツチイーターを除いては。

　未来は迫り来る魔力の塊に向かって両手を伸ばした。指先から順に、魔力の塊の中へと未来の体が埋没していく。

「アハハッ、終わりです。今度こそ、全部終わッ─────」

　次の光景が、久遠の笑いをかき消した。

　魔力の塊に埋没した両腕を左右に広げた瞬間。

　太陽のごとき魔力の塊はバラバラに引き裂かれ、この世界から消え去ってしまった。

「うぁあ……あぁ……ど、どうして……」

　引き裂かれた赤い魔力は残光となり、未来の周りを舞っていた。

「お前が言ったセリフだ。奇跡が起こらないとこの攻撃は防げないって。だったら話は簡単じゃないか──」

　赤い残光の中。未来は久遠に告げた。

「──起こったんだよ。奇跡ってやつが」

　今この瞬間、この場所──

　魔女喰いは、赤き翼を纏まとった神さえも喰らう存在となっていた。



　──とまあ格好つけたところで、所しよ詮せんは幻なんだよな。

　久遠の驚きを煽あおるべく、冷静な顔をしている未来だったが、心中は穏やかではなかった。

　生死を分けるデッドラインを越えたことで、心臓は破裂しそうな程に強く高鳴っている。それくらい、表情とは裏腹に未み来きには余裕がなかった。

　案外上う手まくいったが、こんなもんネタがバレたら一発で終わりだ。所しよ詮せん俺と彼女じゃ、レベルが違いすぎるんだからな。

　久く遠おんが扱う魔術と同質・同系統の魔力をつくり出し両手に纏まとう。それならば一瞬程度だがあの魔力に触れることができ、進行方向を変えることができる。

　そうすることで未来は久遠の攻撃を跳ね返し、猛攻を凌しのいでいたのだった。

　両腕に魔力を纏い、中から引き裂くことであの馬ば鹿かでかい塊も何とかすることができた。だけど……結局はギリギリで凌いでるだけだ。俺からの攻撃手段はなく、ちょっと攻撃のリズムや手段を変えるだけで、俺は彼女の攻撃を防げなくなる。全部幻だ。一瞬たりとも……俺の力が彼女を超えていた瞬間はない。

　未来は嫌になるくらい正確に、その現実を理解していた。

　だがその現実を知らない……いや、気づかない久遠の動揺は半端ではない。

　最強の魔女であるはずの自分が、たった一人の男に翻ほん弄ろうされている。

　叶かなったはずの夢を真っ向から否定するかのような現実は──神となった魔女を、激しく苦しめていた。

「どうして……どうしてなの？　私は、最強の魔女になったはずなのに……どうして、たった一人の男も殺せないの？　こんなことじゃ……誰だれも、誰も戻ってきてくれない……」

『戻ってきてくれない』

　久遠が口にしたその言葉の意味はよくわからない。

　ただ、未来には一つだけわかっていることがある。

「これが──神かん薙なぎが否定した力だよ。独りよがりな力を求めたキミにはわからないだろ？　色んな人間の中で、色んな経験をして力を得るっていうことの意味が──俺は多くの魔女と出会い、多くの経験をし、多くのことを学んだ。だからキミの攻撃を凌ぐことができた。これが一人だったら……何も思いつかずに、俺は無様にやられてただろうな。わかるか？　力だけで全すべてを終わらせるなんてことは──絶対にできないんだよ」

「うるさいッ。黙っててよッッ。私は……私は好きで独りになったわけじゃないッ。みんなが、みんなが私から………………」

　最後の時が確実に迫る。

　久遠は全てを無慈悲に終わらせるべく、禍まが々まがしいほどの魔力を無尽蔵に放ち始めた。

「全部灼やき尽くしてあげるッ。もう何もかもどうでもいいッッ。全部、全部……消えてなくなっちゃえ─────────」

　学園を包んでいる赤い魔力が歪ゆがみ始める。

　何が起こるのかはすぐにわかった。久遠は全てを灼き尽くし消滅させるあの赤い光で、この場にいる全すべての存在を貫こうとしているのだ。

　引ひき鉄がねを引いたら全てが終わる。

　そして支配者は既に、引鉄に指をかけている。

　赤き魔力が支配する学園で──

　──魔女たちの夜は、終章を迎えた。

　さあ……時間は稼いだ。あとは、神を仕留めるだけだ。

「永と遠わッ」

　最後の瞬間に向け気持ちを昂らせると、未み来きは永遠に合図を送った。

　存在を隠していた炎のカーテンが消え去り、永遠の姿が露になる。

　──姿を現した永遠は両腕を大きく広げ、紅ぐ蓮れんの炎でつくられた弓を構えていた。

「くだらない。その女の炎は特別なのかもしれないけど……その程度の魔力が、全力を出した私にまで届くわけないじゃないッ」

　久く遠おんの忠告を聞かず、永遠は限界ギリギリまで弓を引く。

「『紅蓮の赤フレイムレツド─────』」

　命を燃やし尽くす覚悟で、紅蓮の女王は弓を放つ。

　神を灼やく──戒めの炎として。

「『──獄炎インフエルノ』」

　獄炎をばら撒まきながら、その一矢は獲物を穿うがつ一撃となって夜を駆ける。

「こんなもの……こんなものッッッッッ」

　久遠は魔石がある右腕を突き出し、赤い光の壁をつくり出した。

　攻撃に使うはずだった魔力を魔石から直接放出することで、今までよりも強固で強きよう靭じんな魔力の壁が目の前に拡ひろがる。

　それは絶望的に相性が悪いはずの永遠の魔力を──寸前のところで押しとどめた。

「くだらない……どんな細工がしてあるのかは知らないけど……そんな雑魚の魔力で、私を──神かん薙なぎを倒せるわけないじゃ───────ッ！」



　世界中の全てが呼吸を止めた。

　紅蓮の女王と魔女喰いウイツチイーターが──更なる奇跡を紡ぎ出す。



　未来は矢を放った永遠の前に立つと、弓を持つ永遠の手に両手を合わせた。

　そのまま未来が弓を引くと、今度は炎ではなく白銀の光が、矢となって弓に添えられた。先端には、魔力を宿したナイフが矢じりとなってついている。

　矢じりとなったナイフに永遠の炎が宿る。

　永遠と未来がつくり出した炎の弓と白銀の矢。

　それは神を討つ、魔女たちの最後の希望だった。

「いくぞッ。永と遠わッ」

　限界まで魔力を高めた二人。後はもう、奇跡を祈るだけだ。

「うんっ。準備はできてるよ。お兄っ」

　もう逃げ場なんてものはない。

　二人は互いを信じ──炎の弓を引く手を離した。

「いっけぇッッ────────」

　二人の声がシンクロする。

　炎の弓によって撃ち出された白銀の矢は、

　赤き神が放つ、膨大にして無尽蔵な赤い魔力を──

　──ぶち抜いていった。

「そん、な……」

　赤い壁を貫き、白銀の矢が標的を襲う。

　白銀の力によって押し出されたナイフは、その身に宿した紅ぐ蓮れんの炎で──

『始まりの魔石』を、貫いた。

「きゃあッ───────」

　魔石から赤い光が溢あふれ出す。

　それはまるで津波のように、久く遠おんの体を飲み込んでいった。

　その光景を見届け、永遠は全身の力を失う。

「永遠……大丈夫か？」

　永遠は片膝をつき、呼吸を荒くしていた。

　確かめるまでもない。今のが最後の一撃だ。もう永遠には、何の力も残っていない。

「お兄……やったね。お兄の作戦……上う手まくいったよ。これで……これで終わったんだよね。あたし……お兄の力に、なれたかな？」

「ああ。お前はよくやったよ。だからもう休め。もう、終わっ──」

　終わったとは、言い切れなかった。

　久遠の体を飲み込んだ赤い魔力は消え去ることなく、この世界に留とどまっている。

　形は安定することなく、この先どうなっていくのか全く予想がつかない。

　このままでは学園全すべてを飲み込んでしまう。

　不安定に暴走する魔力は、そんな危機感を抱かせた。

「お兄……あれは？」

「魔石に傷がついたことで、魔力を制御できなくなっているんだ。だけど完全に壊れたってわけじゃないから、魔力が消滅するってこともなくて……」

「ど、どうなっちゃうの？」

「最悪暴走した魔力が、この学園を吹き飛ばすってことも考えられる。今のあれは、制御が利かなくなった兵器と一緒だ。どうなるかなんて、誰だれにもわからない」

「そんな……せっかく……せっかくここまできたのに。そんなのやだよ。お願いお兄……みんなを、助けて」

「ああ、わかってるさ」

　未み来きは永と遠わから離れると、できる限りの笑顔を永遠に向けた。

　これが最後になったとしても──後悔しないように。

「行ってくるよ……永遠」

　振り向くと、未来は暴走した魔力に向かって走り出した。

「お兄ぃっ」

　完全に壊れていないことで暴走しているのなら、完全に壊してしまえば暴走は治まるはずだ。

　そう判断した未来は一人で魔力の中へと飛び込んでいった。

　命を犠牲にしてでも、この学園を──妹たちを、護まもるために──





　暴走した魔力の中は、全すべてが赤い世界だった。

　上も下もわからない。浮いているのか、立っているのかも定かではない。

　目に入るもの全てが赤。

　まるで──悪い夢の中にいるようだった。

　最悪、入った瞬間死んでもおかしくないと思ったが……そうはならなかったな。永遠の炎に触れてたおかげか？　赤い魔力は、俺を飲み込もうとしても飲み込めないっていう感じだ。

　永遠の魔力が護ってくれているとしても、そう長くは続かない。体に残った永遠の魔力が消え去ってしまったらそこで終わり。

　未来は意識を集中させ、この世界のどこかにいる久く遠おんの姿を捜した。

　やがて見つけたのは、世界を漂う永遠の炎だった。

　未来が思ったとおり、永遠の魔力だけはこの世界に取り込まれないようだ。ナイフや白銀の光は消えているのに、炎だけは、揺らめきながらその姿を保っていた。

　ツイてるな。これさえあれば、あの魔石にとどめをさせる。

　未来は消さないように注意を払いながら、揺らめいている炎を手にとった。

　その瞬間、何かが頭の中に流れ込んでくる。

　赤い魔力の中を漂う誰かの記憶。

　それが炎を通じ、未来にその光景を見せた。



　最初は、祝福で迎えられた存在だった。

　争いをなくすべく、最強の魔女を造る。

　彼女はその目的のため──『始まりの魔石』と呼ばれる、特別な魔石に宿った魔力をもとに造り出された人形だった。

　みんなはその存在を、喜びと共に迎えた。

　彼女は最強の魔女となり、やがて全すべての争いをなくす存在となる。

　みんなが──そう思っていた。

　だけどいつからか、それが叶かなわない夢であることを、みんなが悟った。

　争いをなくすために力を行使する。その力をなくすため、誰だれかがまた力を振るう。そしてまた争いが起こる──決して、終わることがない摂理として。

　一人減り、二人減り……

　仲間は夢から覚め、そこから立ち去っていった。

　みんなが夢を託した人形は──やがて役目を失い、誰にも気にされない存在となった。

　そんな少女を変えたのは、ある少年が持っている力だった。

　他ほかの魔女から魔力を奪い、最強の魔女へと近づいていく。

　そうすることで、彼女は再びこの世界に生きる意味を得た。

　そうすることで──再びみんなが、彼女の存在を必要とするはずだった。

　だけどもう遅かった。

「始まりの日」と呼ばれる最後の計画が失敗に終わったことで、全ての人間が夢を見ることをやめた。

　残ったのは、少女を造り出した男だけ。

　その男も──少女よりも、別の誰かを気にしているようだった。

　少女は思った。

　きっとみんなが夢見た最強の魔女になれば、お父さんは私だけを見てくれると。

　だけどその夢も、男が息を引き取ることで終わりを迎えた。

　そして誰もいなくなった──

　残ったのは、夢を見続ける人形だけ。

　最強の魔女になるという夢を託された、誰にも愛されていない悲しい人形だけ。

　彼女は体に刻まれた紋章を見るたびに、同じ力を持つ少年のことを思い出す。

　もうそれだけが──彼女にとって、絆きずなと呼べるものだった。

　逢あいたいな……お兄ちゃん。

　少女はずっと夢を見る。

　最強の魔女となり、みんなが自分を愛してくれるという──



　──哀かなしい、夢を。



　気づくと、涙がこぼれていた。

　その少女の気持ちが、痛みとなって未み来きの心に広がっていった。

　そうか。彼女の……神かん薙なぎ久く遠おんの正体は……

　未来は頬ほおを伝う涙を、指でぬぐった。

　そして感じた誰だれかの気配。

　少し離れた所に、久遠がいた。

　剥むき出だしになった久遠の精神世界。

　久遠は裸で体育座りをし、両膝ひざに顔を埋めていた。

　──まるで、世界のすみっこで、一人で泣いているかのように。

　未来はそんな久遠に歩み寄った。

「……何しにきたんですか？　お兄ちゃん」

　顔を両膝に埋めたまま、独り言のように久遠が呟つぶやく。

　赤い魔力の中。未来は久遠の隣で片膝を付いた。

　右手には、あの魔石がついた腕輪がはめられている。

　一糸纏まとわぬ姿なのに、その魔石だけは──

　久遠の大切な物として、右手に輝いていた。

「久遠……決まってるだろ。お前に逢あいにきたんだよ」

「うそ。あなたは私を殺すことしか考えてない……どうしてなのお兄ちゃん。私はずっと、お兄ちゃんのことを想おもい続けてきたのに……どうしてお兄ちゃんは、私のことを否定するの？　私の邪魔をするの？　私はただ、みんなの夢を叶かなえて……みんなに愛されたいだけなのに……」

　涙が、頬を伝って落ちていくのが見えた。

　未来はそんな久遠に近づき、右手を手に取った。

　哀しい夢を、終わらせるために──

「もう、そんなことをする必要はないんだ。もう、キミが戦うことを望んでいる人間はいない。全部終わったんだ。だからもう休んでいいんだ。これ以上続けても……キミは辛つらい思いをするだけだから」

　右手を取られても、久遠は抵抗しない。

　全すべてを、未来に委ゆだねていた。

「そんなことない……私には、これしかないんだから……最強の魔女になればみんなが戻ってきてくれる。みんなが私を見てくれる。だから……だから私はっ──」

「本当はわかってるだろ？　キミが待ってるみんなは、もういないんだ。その夢はもう……キミだけの夢なんだ」

「そんなこと……そんなこと……………」

　気持ちを伝えるべく、未み来きは久く遠おんの右手を強く握りしめる。

　それに反応し、久遠は泣きじゃくることをやめた。

「誰だれだってそうさ。一人になることは寂しくて、怖いものさ。だからってそれで力を使ってたら、ますます一人になるだけだ。キミは、そんなことを望んだわけじゃないだろう？」

　未来の言葉を受け、久遠が顔を上げる。

　思ったとおり、涙に濡ぬれて、顔はグシャグシャだった。

「お兄ちゃん……」

「もう終わりにしよう。目覚める時がきたんだよ、久遠。誰かを傷つけることで見る夢は、ここで終わりだ」

　久遠の右腕をそっと引く。

　右腕にはめられている腕輪には、傷がついた魔石があった。

「俺はキミのことを忘れない。神かん薙なぎ久遠という困った妹がいたことを──俺は決して忘れない。だから──」

　久遠は全すべてを察しているようだった。

















　やっと見つけた宝物に満足しているような顔で。



　──久く遠おんは未み来きに笑顔を見せた。



「大好きだよ。お兄ちゃん……」

　溢あふれ出しそうな涙を、未来は必死になって我慢した。

「さようなら──久遠」

　最後の言葉と共に、未来は手の中にある炎を魔石にぶつけた。

　魔石の崩壊が始まり、赤い魔力を消し去るように白い光が広がっていく。

　眩まばゆく広がる白い光の中、未来が最後に見たのは、嬉うれしそうに笑う久遠の顔だった。

　そして全すべてが終わりを迎える。

　眩さから解放された未来が最初に見た光景は──何の変哲もない夜の学園だった。

「お兄っ」

　残った力を振り絞り、永と遠わが駆け寄ってくる。

　やっとのことで未来のもとへとたどり着くと、永遠は勢いを殺すことなく、未来の体へと抱きついた。

「お兄……バカ。一人で格好つけて……心配したんだよ。お兄、おにぃ……」

「ああ、ごめんな。でももう大丈夫だ。全部……終わったから」

　永遠の想おもいと体温を感じながら、未来は左手の中にある人形に目をやった。

　日本人形のような髪型をした人形。

　不思議と、その人形が笑っているような気がした。

　学園を覆っていた赤い魔力が、ガラスのように砕け散る。

　砕け散った魔力は赤い雪となり、学園にいる全ての魔女へと降り注いだ。

　温かな光を放つ粉雪が体に触れる。魔力でできた雪は体に触れると、触れた魔女の魔力と傷を回復させていった。

「あったかい……どういうことなんだろ。この光に触れると、癒いやされるような感じがする」

　何も知らない永遠が、そんなことを呟つぶやく。

　未来はそんな永遠の肩を、ポンポンと軽く叩たたいた。

「雪さ……夢から醒さめた魔女が降らせた、真っ赤な粉雪さ」

　そして手の平の人形に、未来はありったけの想いを込めた。

　バイバイ、久遠。

　長かった夜はこうして──

　終わりを迎えたのだった。










エピローグ



　あれから数日。

　学園の人間はみんな、後片付けに追われていた。

　幸いなことに死者は出なかったが、被害自体は大きなものだった。

　数十名にのぼる負傷者と、戦闘によって破壊された施設。

　日常の風景に戻るまで数日程度の時間が掛かり、その間の授業などは完全に休みとなっていた。

　復旧活動には生徒たちも参加し、主に指揮を執ったのは、神かん奈なを始めとした生徒会の面々だった。

　顔を合わせた神奈は未み来きに、たった一言だけ「よくやった」という言葉を贈った。

　感情を表に出すタイプではないので、神奈の態度は素っ気ないものだったのだろう。

　未来はそう思ったのだが、実際は違った。

　永と遠わに聞いた話によると、神奈は感激しながら永遠の体を抱き、今回のことを褒めたらしかった。どうやら単純に、神奈は未来のことよりも永遠のほうに関心があるようで……まんざらでもない顔をしている永遠を見ると、面白くない気分になる未来だった。

　時間が経たつにつれ、全すべてのことが今までどおりの形へと戻っていった。

　久く遠おんによって魔力を奪われた魔女たちも、今では力を取り戻し、普通の顔で学園生活を送っている。

　何もかもが今までどおり──

　学園がもとの姿を取り戻す頃ころになると、みんながそう思うようになっていた。

　ただ、ほんの少しだけ変わったことがある。

　それは──



「ねぇ……もっと。もっとギュッてしてよ。バカお兄」

　ベッドの中、腕の中にいる妹がそんなことを呟つぶやいた。

　ある日の朝。未来は自らの悪癖によって、起こしに来た永遠をベッドの中へと引きずり込んでしまった。

　今までであれば軽いやり取りの後、永遠が未来に怒って終わっていたことが……今回は中々終わってくれない。

　血が繋つながっていないことを告白した永遠は、今まで以上に積極的になり──今も体を離すことなく、大好きな兄と気が済むまで体を密着させていた。

「はぁ、はぁ……もっと、もっと。お兄……こんなのじゃやだ。もっと強く抱きしめてくれないと……全然足りないよぅ。お兄が悪いんだよ……お兄が、朝から妹をベッドに引きずり込むから……こんなことになったんだよ。だからはやくぅ……もっと、力いっぱい抱きしめてよぅ」

「お、お前……」

　朝から頭が破裂しそうなくらい、未み来きは妹の猛攻に困らされていた。

「お、俺の癖はお前もよく知ってるだろ……だったらお前……おいこの野郎。こんなことになる前に、前もって気をつけておけば……」

「うるさい、バカお兄。お兄の文句なんか聞きたくないもん……今は、あたしのことに集中してよ。他ほかのことなんて考えないで……お兄……おにい」

　未来の顔の横に腕をつき、永と遠わが上半身を起こす。完全に出来上がった女の子の顔は、息が止まりそうになるくらい強烈なものだった。

「……お兄が悪いんだよ。お兄があたしに……変なこといっぱいしたから……責任とってよ、バカお兄。これからも、あたしをちゃんと可愛かわいがってくれないと……許さないんだから。へんたい、ばかおにぃ……」

　瞳ひとみを閉じ、永遠が顔を近づけてくる。

　キスをしようとしてるのは明白だった。兄として、この場は絶対に逃げなくてはいけないと思っているのだが、欲望が強く肩を押さえて動くことができない。

　どうせ、一度したんだし……

　そう思ってしまった未来は覚悟を決め、両目を強く閉じるのだった。

「で、その後はいったいどうするつもりなんですか？」

　こんなとき、突然姿を現すのは決まって純じゆんだった。

　ベッドの横で正座をし、冷静な顔でイチャつく未来と永遠の姿を観察している。

　その目は氷のように冷たく、一片のぬくもりも感じられないものだった。

「だぁッ──純ッ。お前、どうしてここに──いてぇ」

　反射的に起き上がったことで、未来の頭が永遠の頭にぶつかる。

　一気に冷静になった永遠は、「いったーい」と色気のない声を出しながら、頭を手で押さえていた。

「やれやれ。私が目を離すと、二人はいつもこのようなことを行うのですか？　少しの間私は学園を離れていましたが……その間何が行われていたのか、だいたいですが想像できました。お兄さんは愛欲によって、永遠さんを自分好みのメスに調教したのですね。それだったら納得できます。永遠さんがこんな風に、簡単に発情してしまう理由が」

　純の言い方にはトゲしかない。

　自分抜きで二人が楽しんでいたことに、心の底から妬やいているようだった。

「じゅ、純……そんな言い方しなくてもいいじゃない。別にあたしはお兄に調教なんかされてないもん。ただバカお兄があたしに変なことしてくるから……仕方なく、相手をしてあげてただけだもん」

「ほぅ。その延長として、永と遠わさんはお兄さんに口づけをしようとしたのですか？　それはそれでふざけた話になるわけですが……どのように弁解を？」

「ふ、ふざけた話って……純じゆん、ちょっと性格変わったんじゃない？　昔はもっと、お淑しとやかで可愛かわいらしかったのに……」

　未み来きが思っていたことと同じことを、永遠が口にする。

　だがそんなことで、ヤキモチ妬やきな純の暴走が止まることはない。

「今はそんなことはどうでもいいです。問題は、なぜ永遠さんがお兄さんに口づけをしようとしたのかということです。どうぞ。納得する理由を仰おつしやってください。私は正面からドーンと、その理由を受け止めますので」

「うぅ……やっぱり、純って性格変わった。意地悪なのは今までどおりだけど……そんな風にガンガン来るタイプじゃなかったのに……」

「どうしたんですか？　永遠さん。弁解があるのならばどうぞ。そんなことを言って逃げようとしても、私は絶対に逃がしませんから」

　怖え……根に持つタイプなのはよく知ってたけど、ここまで攻撃的に相手を追い込む技を身につけていたとは……純の奴やつ、いったいどこで修行を積ん─────ッ！

　わかってますか？　次はお兄さんですよ。

　他人事で二人のやり取りを見ていた未来を、射殺しようとするかのような、純の視線であった。

　純によって永遠は徹底的に追い込まれる。

　普通の子であれば、泣き出すか逃げ出すような場面なのだが……永遠はそんなに簡単な子ではない。

　追い詰められたネズミはネコに噛かみ付つくという格言通り、逃げ場を失った永遠は純へと立ち向かっていった。

「しょうがないじゃないっ。したくなっちゃったんだもんっ。こんな風に──」

　純の顔を両手で押さえつけると、永遠は破れかぶれといった形相で、純にキスをした。

「えっ、えっ……永遠、さ……」

　我が目を疑う光景。

　妹二人が、目の前で情熱的なキスをかわしていた。

　抵抗する純の体を、永遠は両手で無理やり押さえつける。最初は暴れ狂っていた純だったが、やがて力を失い──最後はトロンと溶けてしまいそうな顔で、永遠のことを見つめていた。

「そういうことだから。わかった？　純」

「あ……はい……わかったような、気がします」

　純じゆんの顔は完全に出来上がっている。

　さすがは永と遠わだ。都合が悪い事実を、文字通り力で無理やりねじ伏せてしまった。

「じゃあ、問題は解決したということで……これからお茶でも入れるから。手伝ってよ、純」

「あ、はい……永遠さんが、そう仰おつしやるのなら……」

　惚とぼけた顔の純を引き連れ、永遠は台所へと向かっていく。

　静かになった室内に残る未み来きを襲ったのは、新たな脅威となる別の台風であった。

「お兄たーんっ。助けてくださったお礼にやってきましたわよー」

　ノックなどは一切せず、派手な見た目の少女が飛び込んでくる。

　彼女は神じん宮ぐう院いん貴き美み子こ。久く遠おんによって魔力を奪われた魔女の一人で、事件が解決したことにより昏こん睡すい状態から覚め、普段の姿へと戻っていた。

　部屋に入ると同時に、ベッドの上の未来へと飛び込んでくる。

　少し遅れ、貴美子の友達である沙さ夜やと瑠る璃りも、その姿を現した。

「お兄たん。事情は全すべて聞きましたわよ。わたくしのために、色々と頑張ってくださったんですわよね？　わたくし、そのお礼のために、今日は全てをお兄たんに捧ささげる覚悟でやってきましたの。だからお兄たん。わたくしをお兄たん好みの色に染め上げてくださいな」

「なっ……いきなり来て何言ってやがる！　それよりこんなことしてる場合じゃないんだから……沙夜、お前からも何とか言ってくれ！」

「べ、ベッドの上で男の人と女の人が、くんずほぐれつで抱き合っているなんて……そんな光景、ハァハァ」

「ハァハァしてんじゃねえよッ！」

　何の役にも立たない沙夜に代わり、混乱を治めてくれたのは瑠璃だった。

　両手をポケットに入れたまま、不愉快そうに貴美子の尻しりを蹴けり上げる。

「だぁっー。大変ですわお兄たん。わたくしあの無愛想な鬼に、ケツを蹴り上げられてしまいましたわ──ケツを」

「お、女の子なんだから……そこはお尻とか、柔らかい表現にしろよ」

「そんなのどっちでもいいですわ。とにかくわたくしは瑠璃さんに蹴られたんですから……どういうつもりですの瑠璃さん。口と顔は悪くても、暴力は振るわないのが瑠璃さんのいいところでしたのに」

「うるさいバカ。兄様が困ってるんだから……さっさと離れなさいよ」

「何ですの？　普段だったらそんなことは気にしないはずですのに……ハッハーン。さては瑠璃さん。わたくしたちにヤキモチを妬やいてるんですわね？」

「そ、そんなこと……」

「いいですわよ気にしなくても。そうですか？　あの無気力無感動な瑠る璃りさんが、ヤキモチを妬やくほどに成長なされるなんて……お兄たんっ。もっと見せつけて差し上げましょう」

「だからコラッ。そんなことしてる場合じゃなくて……沙さ夜やっ。とにかくこの二人をどうにかしてくれ！」

「瑠璃さんがヤキモチを妬いて、イチャイチャしている貴き美み子こさんたちに乱入していって……え？　そんなって展開になっていって……ハァハァ」

「だから、想像だけでハァハァしてんじゃねえよ！」

　室内は一瞬で騒がしくなった。

　そこに永と遠わたちが戻ってきたことで、事態は終わりの見えない更なるカオスへと展開していく。

「な、何してるのよっ！　バカお兄。こんなところで女の子とイチャイチャしないでよ！」

「こ、これがイチャイチャしてるように見えるか？　見りゃわかるだろ？　被害者は俺なんだよ！」

　そんなことを叫んだところで、誰だれかの耳に届くということはない。

「うるさいっ。問答無用！　お兄みたいな変態……ううん、汚物は消毒しちゃうんだから」

　永遠が右手に炎を溜ためる。

「永遠さん。微力ながら、お手伝いいたします」

　純じゆんは両手に、どこから出したのかわからないナイフを握っている。

「あらぁ……何だかわからないですが、修羅場のようですわね、お兄たん。でしたら力を貸しますわ。わたくし、今回は出番が少なかったから、元気が有り余っておりますの。この部屋が吹き飛ぶほどの隕いん石せきの一つや二つ、あっという間に呼び寄せてみせますわ」

「や、やめろバカ！　火に油を注ぐような真ま似ね──」

　仰々しい態度で魔術を使おうとした貴美子の体を、無理やり押さえつけようとする。その際、ドタバタしていたせいで残念な事故が起こってしまった。

　片手に伝わるムニュムニュした感触。

　未み来きは完全なる事故として、貴美子の胸を鷲わし掴づかみしてしまっていた。

「や、やぁんっ……お、お兄たん……そういうのは……本気で照れるから、やめてほしいですわ」

　貴美子の人格が急変する。

　初心で純情な少女として、今は男性からのスキンシップに思いっきり照れていた。

「だぁーッ。待てよ！　だからそんな顔するなって。誤解が重なってもっとトンデモないことになるから……それくらいのこと、軽く受け流して──」

「ハァハァ……我慢できなくなったお兄たんさんが、貴美子さんの胸をいやらしい感じで揉みしだいて……そ、そんな過激すぎる光景は……ハァハァ」

「ハァハァしながら誤解を撒まき散らしてんじゃねえよッ！」

　みんな──沙さ夜やの言葉は聞いていても、未み来きの反論は聞いていないようだった。

「安心してお兄……灰になったら、海にばらまいてあげるから」

「大丈夫ですよお兄さん。たどり着いた先が地獄でも、そのうち良いことがありますから」

「兄様……何だか無性にイライラするんだけど……どうしたら治まると思う？」

　赤い炎とナイフと白銀の魔弾が、未来という標的に狙ねらいを定める。

「おい……ちょっと待てお前ら。とりあえず落ち着いて話をだな……」

　合図を放ったのは、炎を手に持った永と遠わだった。

「うるさいバカお兄っ！　お兄みたいな変態バカなんて……大っ嫌い！」

「コ、コラやめろッ。こんな狭い部屋で魔力なんて使うな！」

　逃げ場がなかった未来は、窓から身を乗り出し外へと逃げ出そうとした。

　それを追って窓から噴き出す、妹魔女たちの嫉しつ妬との魔術。

「とにかくもういい加減にしろッ、お前たち。朝から俺を──困らせるんじゃねぇッ！」

　未来のことなど考えず、それぞれの都合で未来を困らせる妹たち。

　未来にとっては当たり前の、妹たちに囲まれた騒々しい日常。

　──部屋の片隅に置かれた人形が見守る中。

　これからもそうやって妹たちに困らされる日々を送ることが──哀あわれなお兄ちゃんである未来の、逃れられない運命であった。


















あとがき



　こんにちは、星ほし家いえなこです。最近お気に入りの武器は、鞭むちです。

　今作は展開上、バトルシーン多めでお送りいたしました。個人的には、着ている服が派手に破けるアーマーブレイク的な演出を多く入れていきたかったのですが、ドレスの設定上、そう簡単には破けないということでそういった展開は却下ということになりました。期待してくれた方々には、ごめんなさいの一言です。



　今作の永と遠わさんは最初から好感度マックスということで、かなり積極的な子に仕上がってしまいました。ツンツンしながらもイチャイチャしたがるところは、わかっていても可愛かわいいと思ってしまいますね。

　それに反して問題児だったのが、腹黒属性を装備した純じゆんさん。永遠とのシーンをもっと過激にしちゃえと思っていると、決まって純さんが殺意と共に邪魔をしにやってきました。ヤキモチを妬やく姿は可愛いと思うのですが、サービスシーンの邪魔だけはしないでほしいものですね。

　瑠る璃りさんについては、格好よかったの一言に尽きます。「私は、白はく銀ぎん帝ていの宿命に殉ずる」。そう言ったときの瑠る璃りさんは本当に格好よかったです。そして今更ながらも恋心に気づき、控えめな独占欲を見せる姿なんてもう……好感度マックスの瑠璃さんは、凶悪なまでに可愛かわいらしかったです。

　初登場の久く遠おんさん。実は今回書いていて、一番楽しかったのは彼女です。今まで病んでいる感じの子を書いたことがなく、「ヤンデレがなんぼのもんじゃい！」と思っていた私ですが……実際に書いてみたら、まあこれが楽しい。恋のライバルは全すべて否定し、相手に拒絶されたらされたで、今度は愛した相手を殺そうとするなんて……ああこんな萌もえもあるんだと、新しい発見をさせていただいた気分です。全ての妹たちの中で唯一久遠だけは、国家権力を敵にする方向で、お兄ちゃんを困らせる妹になっていくことでしょうね。

　純じゆんもそうですけど、神かん薙なぎ系の子は少し痛いところがありますね。



　それでは最後に、ここまでお付き合いしてくださった全ての方々に感謝の言葉を。

　皆様のご助力により、今作も無事形にすることができました。

　執筆中は、思い通りに作業が進まず大変な思いをすることもありましたが、手直しするたびに前よりもいいものになっていくのを実感し、最終的にはとても素晴らしい経験をさせていただいたと思うようになりました。

　それらは全て、お力を貸してくださった関係者の皆様のおかげで、それについてはただ感謝するのみでございます。

　そしてこんな私を応援して下さる全ての読者様。

　皆様がいるからこそ、星ほし家いえなこという人間は存在することができているのです。

　こんな私ではありますが、これからもなにとぞ宜よろしくお願いいたします。

　ここまでお付き合いいただき──本当にありがとうございました。
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妹が魔女で困ってます。３

～魔女たちの長い夜～
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